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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人を驚おどろかすのが好きなんじゃなくて、人が驚いた顔をするのを見るのが好きだ。

　同じだろうって？

　ん、まあ、そうね。

　でもね、不意をつかれたその人って本音でこっちに向いてくれてる気がする。だから好き。見ていたい。悪あく趣しゆ味みなのは自分でも分かってるんだけれど。

　そんなわけで、私ことミレイ・アッシュフォードは我が愛する母校、私立アッシュフォード学園一の悪戯いたずら好き、お祭り女とも言われている。

　まあ、当たらずといえども遠からず──だと思う。大体、生徒数二千人を超こえるマンモス校の生徒会長なんてやってると、自然にそうなるのだ。みんなの前でどよーんと暗い顔ばかりしてるわけにもいかない。

　ただ、そんな私でもブルーになるときはあるわけで、そういうときは反動なのか、わりと本気で落ちこんでしまう。

　そう。私はいま落ちこんでいる。

　ちょっとね、大事なものをなくしちゃって……。

　他人から見たら、どうでもいいものなんだろうけど、私にとっては何より大切なものだ。

　そうねえ。

　こういうとき、うちの生徒会で頼たよりになりそうなメンバーといえば──。







「はあ。落とし物ですか」

　少年は意外そうな顔をして私を見つめた。

　夕日が差しこむ教室。がらんとしていて、私と彼の他ほかには誰だれもいない。ま、放課後なんだから、当たり前といえば当たり前だ。昼間の喧けん騒そうが噓うそのようなその広々とした空間は、少し物悲しげな空気も漂ただよっていて、そんな中で彼は自分の席にぽつんと座り、何やら一心に書きものをしていた。勉強道具を広げていたみたいだから、たぶん明日の予習か何かだろう。くりくりした子どもっぽい目に、柔やわらかそうな栗くり色いろの髪かみ。童顔なのは間ま違ちがいないし、こうして学校にいるときはすごく人当たりもいいんだけれど、たまに真しん剣けんになったときに見せる顔は結構男前というか、商売用に戻もどってしまうというか。

　すらーっとしてる肩かたや脚あしも、あれで筋肉質なんだと思う。いや、直じかに見たことはないけど。たぶん、いま着てる学校の制服よりも、軍の士官服とかのほうがよく似合う。

　そうなのだ。

　彼はれっきとした軍人。現げん役えきの高校生でありながら、天下無敵のブリタニア軍所属、枢くるる木ぎスザク准じゆん尉い。十七歳で准尉って、一体どれほどの功績をあげたんだろう。というか、本当にいいのか？　軍人が普ふ通つうに高校生をやってて。正直、そんな人、やたらと特権を振ふりかざして無茶をする貴族のお坊ぼつちゃん連中の中にも、私は見たことがない。

　まあ、それだけこの子が優ゆう秀しゆうで必要な人材だってことなのかしらね。

「昨日さ、来月の全校一斉大掃除に向けて学内施し設せつをチェックしてまわったでしょ？」

　私はかいつまんでスザクに事情を説明することにした。

「どうも、そのときに落としたらしいのよ。でも、遺失物係の先生に聞いてみたら、届いてないって言われるし。もしかしたら、うちの生徒会の人間のところに預けられていないかなと思って」

「はあ」

　と、スザクはもう一度繰くりかえして、今度は少し困ったような表情を浮うかべた。

「すみません。僕のところにも、そういったものは……」

「そう……」

「あ、でも、シャーリーやニーナは？　昨日、会長さんと一いつ緒しよに回っていましたよね？」

「うん。そっちは朝のうちに聞いた。で、二人ともバツ。ついでにリヴァルも──そっか、君のところにも届いてないか」

　少し期待したんだけどな。転校生で、実を言うと、いまだに学内の人間からは受け入れられていないところのある彼だけど、一方で、その真面目まじめな性格と人当たりの良さもあってか、少しずつ他の生徒との垣かき根ねも取り払はらわれつつある。いや、実際頼りになるのよ。生徒会の仕事だって、なにをやらせてもそつなくこなしてくれるし。

　でもまあ、今回に関してははずれだったみたいだ。

「ん、分かった。ありがとう。ごめんね、勉強の邪じや魔ましちゃって。──それじゃ」

「あ──会長さん」

　あわただしくお礼と謝罪を述べて私が教室を出ていこうとしたところで、少年は椅い子すから立ちあがって呼び止めてきた。

「僕も捜さがすのお手伝いしましょうか？」

　心の底からそう思っていそうな、真しん摯しな眼まな差ざし。

　ん～。

　いい子だねえ。

　こういうときの彼は、正直言って私好みで、というか、いつもの悪戯心がむくむく鎌かま首くびをもたげてきて、ちょっかいをかけたくなってくるのだけれど、今日のところは我が慢まん我慢。

　私はにっこり笑ってみせてから、首を振った。

「ありがと。けど、心配いらないから」

「でも……」

「いいのいいの。別に急ぎってわけでもないし。ま、気長に捜してみることにするわ」

　大体、彼は忙いそがしいし、無理は言えない。軍人と高校生の二重生活って私にはちょっと想像がつかないけれど、それでも、はたで見ていて大変そうだなってのは分かってるつもりだ。仕事の関係か早退や欠席も多い。転校生だから、学校の授業についていくのだって一苦労だろう。

　まだ何か言いたそうなスザクを残して、私は教室を出た。

　さて、そうなると次は──。







「え？　落とし物ですか？」

　少女はぽかんとした顔で私を見つめた。

　完かん璧ぺきな赤毛とまではいかないけれど、かなり朱しゆ色いろがかった髪。校門に続く道の途と中ちゆうで振りかえり、楚そ々そとして夕日の中に立つ姿では、ひときわ目立って……って、ちょっと待て。

　さっきから、この話題をふるたびに、どうしてみんな私をそんなお化けにでも出くわしたような顔で見るのだ？

　問いただすと、彼女──やっぱり生徒会メンバーの一人、カレン・シュタットフェルト嬢じようは「しまった」とでも言いたげに口元を押さえた。

「あ～。えっと、それは、ですね……」

「それは？」

「なんと言いますか、その、これはあくまでも一いつ般ぱん論にすぎないんですが──」

　と、鞄かばんを手に下校途中だった様子のカレンはごにょごにょ前置きしてから、

「会長だったら、捜し物をするときは校内放送でノリノリのＢＧＭでもかけながら、『見つけ出した人には一日デート券進しん呈てい！』とかやるのが当然かなーと」

　…………。

　はっ倒たおすぞこら。

　そもそも、いまは上から読んでも下から読んでも、どこから読んでも放課後で、校内放送なんてかけたところで無意味……って、なに？　じゃあ、さっきのスザクの顔にもそういう意味がこめられてたわけ？　ちっ、やられた、枢木スザク。善人顔にだまされた。明日は絶対いじめてやる。

　さて、そんなわけだから、いまは目の前にいる、大人しめの性格とは裏腹にわりとナイスバディなこの娘むすめをいじめよう。

「ふ～ん……そう」

　私が少し哀あい愁しゆうをこめてつぶやいてみせると、カレンはぎくりとしたように身体からだを強こわ張ばらせた。

　ふふふ。

　この子はこの子で弄いじり甲が斐いがあるのよねえ。落ち着いているように見えて、特定の分野には妙みように初心うぶだったりもするし。しかも、あのブリタニア貴族の名門、シュタットフェルト家のお嬢様。おかしな心がくすぐられるったらありゃしない。

「そっか……カレンも、そういう目で私を見てたんだ。そうだよね……しょうがないよね」

　ますます私が悲しげに語ると、急にカレンがあたふたしはじめた。

「あ、あの……会長？」

「うん……分かってるから。私、いつも馬ば鹿かなことばかりしてるし──でもさ、あれってやっぱり会長としては仕方がないっていうか、必要っていうか。みんなを盛りあげるのが私の仕事なわけだし……」

「だ、だから……」

「それで学校の雰ふん囲い気きが良くなるならいいかなあって──でも、同じ生徒会の仲間からも馬鹿って思われるのは、結構きついな……」

「…………」

「あ～あ、なんか疲つかれちゃった。こういうの、仮面って言うの？　脱ぬぐに脱げず、そのうち自分をがんじがらめに縛しばっていくものなんだよね……」

　ついでに前まえ髪がみおろして、うつむいてみせたりなんかする。

　カレンはじーっと何やら考えこんでいる様子だったけれど。

　やおら意を決したように一歩前に出て、私の目の前に立った。

「それ、分かります。すごく」

　かかった！

　……ただ、さすがに食いつきが良すぎる気もするが。

　なんか私の台詞せりふ、ピンポイントでこの子の琴きん線せんに触ふれるところでもあったんだろうか？

　ま、別にいいけど。

　とにかく、仕上げ仕上げと。

「そっか……分かってくれるんだ、カレン」

「はい。会長は本当に頑がん張ばっていると思います。賞賛されることはあっても、非難されるようなことは絶対にありません。私が保証します」

「うん……うんっ。ありがとう、ありがとうカレン。あなたみたいな人と友達になれて、本当に私うれしい……」

　なんて、うるうる告白しながら、私はカレンの形よく尖とがったあごに手を伸のばし、くいとその顔をこちらに引き寄せ、

「え──？」

「私もカレンのこと、大切に思ってるわ。あなたが同じ生徒会に入ったのは、もしかしたら、偶ぐう然ぜんかもしれないけれど、こうして出会えたのはたぶん必然だと思ってる……」

「え？　え？　ちょっ……」

「私……カレンのためだったら、なんでもしてあげられると思う。だから、あなたも……」

「！！！！！」

「私のために……」

「そ、そこまでっ！」

　とたんに、カレンが私の手をふりほどいて飛びすさった。

　ぜーぜー言いながら、胸に手をあてたりなんかしてる。顔は真っ赤っか。

　あははは。

　まあ、この辺にしておいてあげますか。

　そうして、私は顔の表情も口調もがらっと変えた。

「うんうん。カレン、元気になってきたじゃない？　ここ最近、また欠席が増えてたみたいだから、心配してたんだけど」

「あ──」

　と、カレンは目をまんまるにしたあとで、さっきとはまた別の意味で顔を赤くした。

「……引っかけましたね」

「ははは、まあ、これも一つの愛情表現よ愛情表現。──で、話がまとまったところで本題に戻もどるんだけど、あなたのところにも届いてないのね？　落とし物」

「知りません。仮に知っていたとしても、もう教えたくありません」

　真っ赤な顔のままカレンはぷいと横を向く。

　うむ。すねる表情もなかなかよろしい。

「そっか……うん。分かった。ありがとう、カレン。助かったわ」

「知りませんって言ってるのに」

「なあに？　いまのシチュエーションは好みじゃなかった？　なら、今度はもう少しＳっ気のあるお姉さまバージョンでやってあげてもいいけど？」

「結構です！」

　力いっぱい拒きよ絶ぜつして、カレンは地面を踏ふみ砕くだきそうな勢いで校門に向かって歩きだす。この学校は寮りよう生せいが圧あつ倒とう的に多いのだが、彼女は自宅通学者だ。ちょうど校門の方角に鮮あざやかな夕日が浮うかんでいて、彼女の後ろ姿はなんだか夕日を目指して進んでいるようにも見える。

　私もその場を立ち去ろうとしたけれど、ふと足を止めて、

「カレン」

「なんですっ」

　振ふり向いてもくれない。

　私はずんずん遠ざかっていくその後ろ姿に向かって、軽く笑いかけ、

「体のこととか、色々大変だろうとは思うけど。でも、なるべくなら、あなたもちゃんと学校に来なさいな」

　なぜか、カレンははっとしたように立ち止まった。

　私は続けた。

「まあ、楽しいことばかりじゃないとは思うけどね。ただ、だからこそ貴重とも言えるでしょ？　こういう時間って」

「…………」

「というのが、一応この学校の顔でもある生徒会長としてのおせっかい。それじゃね、また明日」

　それだけ告げると、私はカレンの返答を待たずにきびすを返した。

　さあて、こうなってくると残りは──。

　う～ん。

　あんまり気が進まないなあ。

　だって、ねえ……。







「ほう。落とし物ですか」

　少年は冷たい眼まな差ざしで私を一いち瞥べつした。

　……ち、やっぱり、こいつだけ反応が違ちがう。

　すでに制服ではなく私服に着き替がえ、木目調の椅い子すに座り、優ゆう雅がにもティーカップなんぞを傾かたむけたその姿。服の袖そでから見える肌はだは絹をもかくやと思えるほど滑なめらかで、艶つややかな黒くろ髪かみと長いまつげはそれだけで芸術的なコラボレーション。やや貴族趣しゆ味み的な室内の風景もあってか、漂ただよう気品とアンニュイな雰ふん囲い気きがどんな画家にも描えがききれない雅みやびな風ふ情ぜいをかもし出す。

　はいはい、あいかわらずの色男ですね××系雑誌の見開きでも飾かざっていそうな美少年っぷりですね。

　でも、私は知ってるぞ。その頭と腰こしに見えないツノと見えない尻尾しつぽが生えていることを。

「つかぬことをうかがいますが」

　と、きれいな顔の悪あく魔まはティーカップを手にしたまま、たずねてきた。

「それは、会長にとって大事なものなんですか？」

「うん？　まあ、大事っていうか、その、なくしたり、人の手に渡わたったりしたら困るかなあって」

　深く考えもせず私が答えると、悪魔の目がきらんと光った。し、しまった！

　そうして、悪魔──ルルーシュ・ランペルージはにっこりと（そこだけは天使のように）笑い、

「それはそれは……ぜひ見つけないといけませんね。会長よりも先に。絶対」

　ぬあ。

　こいつ、まだアーサーが来たときのことを根に持っているのかっ？

　ちなみにアーサーっていうのは、しばらく前から生徒会に居ついている猫ねこのことで、私たちと初めて顔を合わせたとき、まあ、いろいろ、その、騒さわぎになったんだけど……。

　おのれ、ルルーシュ。尻しりの穴が小さいぞ。男なら過去のことにごちゃごちゃこだわるんじゃない！

　──ふふん。

　それにね、世の中には悪魔がいるなら、それを退治してくれる天使もちゃんといるってものなのよ。私がなんの備えもなく、ここに来たと思ったら大間違い。

「だめですよ、お兄さま。いじわるをされては」

　ほ～ら。

「ミレイさんは本当にお困りなんですから。お力になってあげてください。私からもお願いします」

　と、けなげに、そして、さりげなく見事なまでのカウンターをルルーシュに食くらわせたのは、車椅子に座った小こ柄がらな女の子。

　うん。私やルルーシュと違って、中等部の子なんだけどね。で、聞いてて分かるように、ルルーシュの実の妹。名前はナナリー。ナナリー・ランペルージ。

[image: ]

　車椅子のこともそうだけど、その目もちょっと……以前、事件に巻きこまれて駄だ目めになってしまっていて。ただ、だからってわけでもないけど、本当にいい子だ。正直、兄が兄だけに、どうしてここまでまっすぐ育ったのか不思議なくらい。……というか、実際、あまり似てはいないと思う、この兄妹きようだい。髪の色なんかも、ナナリーのはアッシュブロンドに近くて、ルルーシュとはまったく違うし。

　ま、それはそれとして。

「それに、お兄さまも私もミレイさんにはいつもお世話になっているでしょう？」

「否定はしないけど、ナナリー。その数倍は俺もナナリーも迷めい惑わくをかけられていると思うんだが……」

「そうですか？　私はミレイさんがそばにいてくださると、いつも楽しいです」

「…………」

　私やルルーシュとは違って、なんのてらいもない善意に満ち満ちたナナリーの言葉に、さしものルルーシュも沈ちん黙もくしてしまう。

　やーいやーい。

　そうなのだ。このナナリーは、ルルーシュにとって唯ゆい一いつといってもいいウィークポイント。だから、私もいきなりここに来るんじゃなくて、先にナナリーに話を通してから、ルルーシュに話を持ってきたってわけ。

　……良かった、本当にそうしておいて。

　やがて、ルルーシュがやれやれとでも言いたそうに肩かたをすくめ、ティーカップをテーブルの上に置いた。

「分かりました。ちゃんと協力しますよ、会長」

「さっすがルルーシュ。頼たよりになるわ」

「心のこもってない追つい従しようは結構です。それに……実際、あまり役には立てそうにないな。俺のところにも、そういう落とし物は届いてないですから」

「そっか……」

「先生のところにもない。生徒会にも届いていない。会長本人が捜さがしても見つからない。となると──」

　そこで、ルルーシュはすいと瞳ひとみを細くした。

　正直。

　こういう表情をしたときの彼は、本当にきれいだと思う。

「どうも、話を聞いていると、その捜し物とやらは、会長本人にとっては大事でも、他ほかの人間が見たらそうとも思えないものらしいですね。なら、拾った人間が大げさに考えず、持ったままなのかもしれない」

「それは──」

　ちょっと、いや、かなり困る。

「そもそも、何なんです？　その捜し物って」

「あーえっと、その……」

　私は少しためらった。

「……手帳」

「は？」

「だから、手帳。あ、でも、生徒手帳ってわけじゃないから。ついでに、あなたたちの仕事っぷりをつけた考課帳でもないから安心して」

「誰だれも心配してませんよ、そんなこと」

　ルルーシュはあきれたように言ってから、また考えこんだ。

「しかし……手帳か。確かに厳しいな、それは。人によっては、そのままゴミ箱にも捨てられかねない」

　だから。困るんだってば。

「名前は書いてないんですか？」

　これはナナリー。

「んー、それがねえ……」

　まあ、書いてなかったりするのである。

「まだ買ったばかりだったし」

　二人がまったく同じタイミングで怪け訝げんそうな顔になった。この見事なまでのユニゾンっぷりは、さすがに兄妹というべきか。

「買ったばかり？　それが大事？」

「そんなに高価なものだったんですか？」

「いや、そうじゃないんだけどね……」

　私は小さくため息をついた。

　残念だけど。

　この辺が潮時だろう。

「ん、ありがと。参考になったわ、二人とも。ごめんなさいね、わざわざ家にまで押しかけちゃって」

　そう、ここは彼ら兄妹の自宅。といっても、二人とも寮りよう生せいで、しかも、ナナリーの体のことがあるから、特例として学校のクラブハウスの一棟むねを借りて一いつ緒しよに住んでいるんだけどね。

　私がお礼を言って椅い子すから立ち上がると、ナナリーがすまなそうな顔で頭をさげてきた。

「ごめんなさい。お役に立てなくて」

「新品同然なら、ますます誰かが持ちっぱなしでいる可能性も高いと思いますよ。明日、先生方に話して、各クラスで情報を募つのってみたらどうです？」

　ルルーシュもそんなことを言ってくれるけれど、私は笑って首を左右に振ふった。

「そこまで大げさなことはできないわよ」

「しかし……」

「いいっていいって。今回はツキがなかったと思ってあきらめるわ。それじゃ、お邪じや魔までした、ルルーシュ、ナナリー。また明日、学校でね」







　クラブハウスを出たところで、私は今度こそ大きくため息をついた。

　……う～ん。

　自分で思っていた以上に、気分が沈しずんでるな……。

　辺りはもうほとんど日が暮れかかっていた。

　さっきまでは校門の向こうに見えた夕日も、すっかり街の建物の陰かげに隠かくれてしまっている。夕ゆう闇やみから本当の闇へ変わろうとしている空。天気はいいけれど、まだ月は出ていない。

　ふと背後を振り返ってみると、その部屋の灯あかりが見えた。ルルーシュとナナリーが暮らしている部屋だ。ただ、明々としているのはそこだけで、懐かい古こ趣しゆ味み的な建物はしんと夜の静けさに沈もうとしている。あの部屋では、これから二人の兄妹きようだいと、そして、お手伝い兼けんナナリーの介かい助じよ役でもある咲さ世よ子こさんの三人で夕食だろうか。他ほかのことはともかく、それだけは少しうらやましいなとも思ってしまう。私の家なんかは家族ばらばらに暮らしている上に、みんな忙いそがしくて、そろって食事をとることなんてまずない。

　特にこういう日はそういったことが意外にこたえるのだ。

「──と、あんまりネガティブな思考に落ちこんでいくのもね。らしくない、か……」

　私はなんとはなしにつぶやいてから、暗くなった道を歩きはじめた。

　と、そのときだった。

「おい」

　不意に横から声をかけられ、私は飛びあがりそうなくらい驚おどろいた。

　あわてて声のした方角を振り向く。意味もなく手にした鞄かばんを胸に抱かかえ、後ずさりする。

　薄うす闇やみの中に、ほっそりとした人ひと影かげを見つけた。

　──誰？

　クラブハウスの中には、ルルーシュや咲世子さんがいる。まさか、学校の敷しき地ち内で痴ち漢かんに出くわすとも思っていないが、大声を出せばまだ十分届く距きよ離りだ。

　人影が一歩、二歩と近づいてくる。

　私は思わず身を硬かたくしたが──。

　すぐに気き抜ぬけした。

　なんだ。

　女の子じゃないか。

　それも私より年下に見える。腰こしまで届く長い髪かみに、細い体つき。人形のようにきれいに整った顔は、これまた人形のように無表情だ。もちろん敵意など感じられない。というよりも。

　はっきり言って、知らない顔だった。

　こう見えて、私は学園の生徒の顔は大体覚えている。会長なんて呼ばれる立場なら、それも当然のこととしてやらなければならない。しかし、目の前の少女に見覚えはなかった。

　それが一度消えかかった警けい戒かい感をまた呼び起こした。

「誰だれ？　あなた」

　今度は声を出して私がたずねると、相手はかすかに唇くちびるの端はしを上げた。

　笑った……のだろうか。

「生徒会長──だったな？」

「は？」

「いつも、うちの役立たずが世話になっている」

　表情とは裏腹に、やはり感情の起き伏ふくの少ない少女の言葉が、ますます私を混乱させた。

　──役立たず？

「それって……」

「この学校の生徒だ」

「あ……ああ」

　やっと私は合が点てんがいった。

　そういうこと、か。

　ここも一応は学校の敷地内だから、外部の人間は立ち入り禁止だけれど、例外というやつはいくらでも存在する。要するに、この子は学内の生徒の友人か家族か、そんなところなのだろう。内部の人間がちゃんと身分を証明して、それに学校が許可を出せば、中に入ることもできなくはない。

　にしても役立たずって……ずいぶん口の悪い子だな。まあ、私も人のことを言えた義理じゃないけど。

　そんなことを私が考えているうちに、その子は私の前に立っていた。

　あいかわらず愛あい想そのない声で、

「ところで、こんなものを拾ったんだが、お前の持ち物か？」

　おいおい、しかも初対面でいきなりお前って──が、そこで私の頭は真っ白になった。

　この子の言う役立たずって誰のことなんだろうとか、いくら許可をもらってるからって、この時間に寮りよう以外の場所をうろうろするなんて感心しないなとか、そんな考えがまとめて吹ふっ飛んだ。

　少女が白い手で差しだしたもの。一冊の手帳。

　まぎれもなく私のものだった。

「え、ええ！」

　お礼の言葉も出てこず、私はただ激しくうなずいて、少女の手からそれを受け取った。すぐさま中を開ける。

　まだ何も書かれていない白い紙……そんなものはどうでもいい。

　むしろ乱暴な手つきで私はページをめくていき──そして、がっくりと肩かたを落とした。

　一度喜んだだけに、反動はさらにきつかった。

　──ない。

　どこにもない。はさまってない。

　この手帳自体が大事なんじゃない。そうじゃなくて、私が本当に捜さがしていたのは──。

「それと」

　不意にまた少女の声が言った。

「こんなものも近くに落ちていたんだが」

　さっきとは逆の手がすいと突つき出される。その瞬しゆん間かん。

　今度こそ、私の全身から力が抜ぬけた。

　安あん堵どのあまり、その場に座りこみそうになった。

「クラブハウスの横の溝みぞに落ちていたぞ。まあ、見つけたのは単なる偶ぐう然ぜんだけどな。あいつが私の注文した食料を先に食べたんで、腹立ちまぎれに散歩でもしてやろうと思ったら──」

　少女が何か言っている。が、私はあまり聞いていなかった。

　ただ、それだけを見ている。

　そう。

　一枚の写真──。

　すると、少女は言葉を切って、自分の手の中にあるそれをちらりと見た。

「友達と一いつ緒しよに撮とったものか？」

　言いながら、そのまま私に差し出してくる。

「ええ……」

　と、私は鞄かばんを下ろし、そっと両手で受け取って、

「我ながら子どもっぽいとは思うんだけど……。意外に全員で撮ったやつは少なくてね。うちのメンバー、結構、勝手っていうか、飛び出していったら帰ってこない鉄てつ砲ぽう玉だまばっかりだから……」

　でも……いや、だからこそ大切なのだ。

　写っているのは端から順番に──。

　おっちょこちょいでお調子者だけど、そのくせ友達想おもいなところがあるリヴァル。

　大人しくて引きこもりがちではあるけれど、ちゃんと芯しんの強いところもあるニーナ。

　明るく元気者で、いつもみんなを盛りあげようとしてくれるシャーリー。

　体が弱くて休みも多いけれど、いざってときは頼たよりになるカレン。

　素す直なおで、いつもまっすぐなナナリー。

　新入りでちょっと堅かた物ぶつすぎて空気の読めないところもあるけど、心優やさしいスザク。

　皮肉屋でサボり魔までその容よう赦しやのない性格なんとかしろとも思うけど、なんだかんだで、最後は助けてくれるルルーシュ。

　そして──私。ミレイ・アッシュフォード。

　いろいろ問題はあるけれど、うん、でもまあ、どこに出しても恥はずかしくはないかなって思う、我がアッシュフォード学園生徒会のメンバー。

「思い出にするのはまだ早いけど──でも、なんか持ち歩いていると気分が落ち着くの。もちろん無理だってことは分かってるけど、この時間がいつまでも続いてくれるような、そんな気もしてね」

　私の言葉は無関係の人間が聞けば、はっきり言って支し離り滅めつ裂れつだったろうけど、それでも、少女はじっと耳を傾かたむけていた。

　そうして、最後に「そうか」と小さくつぶやいた。

　不意に足音がする。

　それが、少女が私から離はなれていこうとするものだということに、私はようやく気づいた。

「あ……」

「限られた時間だからこそ、もっと続いてほしいと願う──」

　背中を向けたままの言葉だった。

「え？」

「お前のその考え方はたぶん正しい。永遠などというものは実際に手にしてしまうと醜しゆう悪あくなだけだからな」

「ちょっと……」

「だから──大事にしてやれ。せめて、その時間に生きているうちは」

　それだけ言うと、ぽかんとしている私を残して、少女はさっさとその場を立ち去ってしまう。

　改めてお礼を言う暇いとまさえ与あたえてくれない。

　ただ、その言葉は妙みように私の胸に残った。

　冷たく突き放しているようで、それでいて、どこか温かさもあって、少し哀かなしげな言葉。

　大事に──。

　言われるまでもない。

　私はそうするつもり。

　この先、何があろうと、どんなことが起ころうと。

　そうしたい。

　いつも、思っている。

　言われるまでもない。

　だけど、その言葉は私の意識をとらえて離さなかった。まるで呪じゆ縛ばくのようにも聞こえた。

　理由は──分かりそうで分からなかった。

























【名めい誉よブリタニア人】

　ナンバーズでありながら、ブリタニア帝てい国こく臣民として一定の権利を与あたえられた人々の総そう称しよう。

　エリア１の創設以来、帝国のさらなる発展と繁はん栄えいを期して、各属領でこの制度が採用された。中でも、旧日本すなわちエリア11においては、彼ら名誉ブリタニア人が軍ぐん籍せきに入ることも認められたほどで、その功績も決して看過できぬものであったが……
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　眼下に広がる街は、なんの不安もなく寝ね静しずまっているように見えた。

　──いつかそれが本物になってほしい。

　そう願う少女の胸には、ごく当たり前のように平和への無む垢くな憧あこがれがある。

　少女の名は、ユーフェミア・リ・ブリタニアという。

　その姿を一言で表現するならば、可か憐れん、という言葉が最もふさわしいだろう。秀しゆう麗れいな目鼻立ちには貴人らしさと共にまだ幼さも残っており、夜風にそよぐ髪かみは月光に溶とけて、ほのかに輝かがやいている。天に届かんばかりの高さにあるバルコニーに立ち、街を見下ろしながらも、その明めい眸ぼうには少しも傲ごう慢まんなところがない。

　超ちよう大国ブリタニアの第三皇女である彼女は、七年前に日本からエリア11と名前の変わったこの属領の副ふく総そう督とくでもある。

　元来ブリタニアという国は、皇族が軍事や政治の表舞ぶ台たいに立つことが多い。十六歳という、本来であれば学生生活を送っていてもおかしくない年とし頃ごろのユーフェミアが、名目上とはいえ、一つの国家に匹ひつ敵てきする属領の統治者として名を連ねているのも、ブリタニアという国ならではと言えるだろう。無論、それが少女にとって幸せなことかどうかは、まったく別の話だが。

　静かな夜の気配に誘さそわれて、政庁の執しつ務む室を出たユーフェミアが遠望しているのは、トーキョー租そ界かいと呼ばれるブリタニア人専用の街であった。しかし、実はその専用という部分がユーフェミアの心に引っかかる。本国出身のブリタニア臣民と、属領出身のナンバーズと呼ばれる人々を区別するのが、ユーフェミア自身も属する大国ブリタニアの国こく是ぜではあるが、その自己中心的な自分たちの考え方こそが、いま目の前に広がる街を本当の意味で安らかに眠ねむらせない騒そう音おんとなっているのではないか。常々、そんなことを思っている。

　不意に、背後で物音と人の気配がした。

「よい月だな。しかし、あまり夜風にあたるのも感心しないぞ。風邪かぜでもひいたら、大変だ」

　この政庁内でユーフェミアにそんな口がきける人間は、もちろん一人しかいない。

「お姉さま──」

　振ふりかえり、その呼び名を口にしたところで、ふとユーフェミアは言葉を控ひかえた。

　姿勢を正し、うやうやしく会え釈しやくしてから、

「ご機き嫌げんうるわしく。総督閣下」

　すると、相手はからりと晴れた表情で笑った。

　躍やく動どう感を感じさせる動作で、彼女はユーフェミアが立つバルコニーに出てくると、

「さすがにこの時間はプライベートだ。他人行ぎよう儀ぎはよせ、ユフィ」

　ごく自然にユーフェミアの愛あい称しようを呼ぶ。その顔立ちは成熟した女性のものだが、やはりユーフェミアとよく似たところがある。こちらの名をコーネリア・リ・ブリタニア。ミドルネームの一いつ致ちは、腹はら違ちがいではなく、彼女たちが父も母も同じ姉し妹まいであることの証あかしだ。

　姉のくだけた態度に、ユーフェミアもにっこりと笑ってみせた。

「はい。お姉さま」

「それにしても、静かな夜だな、今日は。本国の離り宮きゆうを思いだす」

「お姉さまはあそこがお好きでいらしたから」

「母上にもしばらくお目にかかっていない。お前のことを案じていらっしゃるだろうな」

　言いながら、コーネリアの手がユーフェミアの髪に伸のびた。白くしなやかな指が、柔やわらかい髪を優やさしげにすく。

　ユーフェミアはそっと目を閉じた。

「慣れないことばかりで疲つかれているだろう？　辛つらいようなら、一度、母上のもとに帰ってもよいのだぞ」

「いえ……」

　ひんやりした夜気が頰ほおをかすかに撫なでている。

「自分で選んだことですから。お姉さまのお手伝いをすると」

「頑がん固こだな。困ったやつだ」

「お姉さまゆずりなのです」

　くすりという笑い声がして、コーネリアの手が離はなれた。それで、ユーフェミアも閉じていたまぶたを開いた。

「確かに、お前がそばにいてくれるのはありがたい。私は敵を撃うつのは得意だが、民たみの慰い撫ぶなどはどうも苦手な部類に入るからな。このエリアがもう少し落ち着けば、お前の力が必要になるときが来るだろう」

「だとよいのですけれど──」

　そのときだった。

　コンコンという控えめなノックの音が姉妹の時間に割りこんだ。バルコニーとひと続きになっている執務室の扉とびらだ。

「──コーネリア殿でん下か。おくつろぎのところ、申し訳ありません」

「ギルフォードか」

　たちまち、コーネリアの顔が引き締しまったものに変わった。すぐさま妹のそばを離れ、執務室に戻もどる。

「どうした」

[image: ]

「至急、お知らせしたいことがございまして。夜分なれど、お時間を拝借できればと」

「分かった。私の部屋で聞こう。ダールトンも来ているのか？」

「は。先ほどからお待ちです」

「うむ。では、すぐに行く」

　重々しくうなずいたあとで、コーネリアはバルコニーに残ったままだったユーフェミアを振りかえった。その整った顔には再び笑えみが浮ういていたが、さすがに先ほどまでの甘やかさはもうない。

　それでも、声だけは穏おだやかに、

「すまんな、ユフィ。プライベートは終わりのようだ」

「お気き遣づかいにはおよびません、お姉さま」

「お前は早く休め。最近あまり寝ねていないのだろう。夜よ更ふかしは美容の大敵だぞ」

　最後は悪戯いたずらっぽく忠告めいた言葉を残して、コーネリアが部屋を出ていく。

　姉はユーフェミアにとって憧しよう憬けいの対象そのものだ。

　強く優しく美しく。

　いつも自分を包みこんでくれる。自分を守ってくれる。

　だが、その後ろ姿を見送るユーフェミアの目には、どこか複雑そうな表情も浮かんでいた。







　エリア11と呼ばれるこの属領が成立した過程は、他ほかの属領とそれほど変わりがあるわけではない。

　当時、日本という名だったこの国は神聖ブリタニア帝てい国こくと戦争をし、ブリタニアに敗れ、併へい吞どんされた。当たり前の植民地化であり、ブリタニアはすでに同じことを十八回は繰くりかえしている。他国を力で支配することはブリタニアにとって悪ではない。それは国家の目標であり、戦略なのである。敵対国の非難などどこ吹ふく風だ。

　もっとも、それゆえにブリタニアは、価値観の違う人々から激しく憎にくまれる。

「──帝国主義粉ふん砕さい！」

「──侵しん略りやく者ブリタニアに死を！」

「──日本万ばん歳ざい！」

　そう叫さけび、エリア11各地で頻ひん発ぱつするテロ活動、抵てい抗こう運動はいまのところ収束する気配がなかった。

　いや、収束するどころか、つい数ヶ月前には前総そう督とくであったブリタニア帝国第三皇子クロヴィス・ラ・ブリタニアすら凶きよう弾だんに倒たおれた。ここまで激げき烈れつな反ブリタニア闘とう争そうはエリア11以外の属領ではあまり見られないものであり、言い換かえれば、それほど、この地が戦前からブリタニアに対する反発が根強く、統治するのが困難な土地だったともいえよう。

　しかし、そういった難しい属領に、いわばブリタニア側の切り札として送りこまれてきたのが彼女、コーネリア・リ・ブリタニアである。

　一部の兵士たちの間では戦いくさ女め神がみとうたわれるほど、優ゆう秀しゆうな軍人でもある彼女は、着任後さっそく、いくつかのテロ組織を壊かい滅めつさせた。内ない偵ていを進め、組織の本ほん拠きよ地ちを特定するなり、自ら先頭に立ち、一気呵か成せいにこれを攻せめ落とした手しゆ腕わんは彼女ならではのもので、前総督クロヴィスを失い、一時は混乱の極きわみにあったエリア11が、多少なりとも落ち着きを取り戻しているのは、間ま違ちがいなくコーネリアの功績である。

　ただ、一方でこの辣らつ腕わんの皇女は、テロや反政府運動とは別の戦いにも目を向けている。

　それは本来であれば、総督と呼ばれる者にとって、最も求められ、同時に最も困難な闘争でもあろう。

　すなわち──。

　内部の腐ふ敗はいとの戦いだ。







　副総督ユーフェミアの執しつ務む室ではなく、自身の執務室に戻ったコーネリアは、渡わたされた書類に目を通していくうちに、みるみるその顔を険しくした。

　それでも、口をついて出た言葉だけは冷静で、

「死者に鞭むち打うつのは本意ではないが──我が異い母ぼ弟ていは、どうやらあまり優すぐれた司令官ではなかったようだ」

　この場合、コーネリアがいう異母弟とは、前の総督であったクロヴィスのことを指している。

　実を言うと、いまのところコーネリアはこのエリア11に駐ちゆう在ざいするブリタニア軍の全すべてを掌しよう握あくしきってはいない。総督として赴ふ任にんする際に親衛隊として外から連れてきた者たちは別だが、元々このエリアに常駐していた兵は彼女の私兵ではなく、前総督クロヴィスの配下である。加えて、ブリタニアという国は属領の総督にそれなりの裁量権を与あたえており、それぞれの属領に配備された軍はかなりの独立性を持つ。その総督の色に染まるといってもよいかもしれない。

「各軍管区を治める将軍の采さい配はいにご不満がおありですか？」

　重々しい声でそう述べたのは、ダールトンという名の軍人だった。声だけでなく、がっしりとした体もいかつい顔つきも、いかにも生きつ粋すいの武人を思わせる壮そう年ねんの男だ。もっとも、それでいて、戦うこと一いつ辺ぺん倒とうの単純な戦争屋ではなく、コーネリアが寄せる信しん頼らいも厚い。

　年長の側近の言葉にコーネリアはかぶりを振ふり、

「将軍個人への不満というより、権限の問題だな。与えすぎだ、これは」

　エリア11における占せん領りよう統治は、合計五つの軍管区に分割されて行われている。トウブ方面Ａ管区、チュウブ方面Ｂ管区、セイブ方面Ｃ管区、ホッカイドウ方面Ｄ管区、トウホク方面Ｅ管区の五区である。それぞれの軍管区には常備軍が配置されており、各地域の治安を担になっている。

　ただ、それはよいとして、着任して間もないコーネリアの目から見ると、各軍管区の動きや方針がいかにもばらばらなところが引っかかった。腹立たしいと言ってもいい。そして、それは結局、各軍管区の区長ともいうべき将軍が保持する権限の多さに起因している。要は、それぞれの軍管区の自立色が強すぎるのだ。緊きん急きゆう時じにおける常備軍の統とう帥すい権を将軍に与えているのはまだいいとしても、軍内部の昇しよう進しん人事まで丸投げとは正気の沙さ汰たではない。軍隊などというものは、中央集権であればあるほど強力になるというのがコーネリアの基本的な考え方で、しかしながら、いまのエリア11統治軍の現状はその基本にまったく反している。

「だから、こういった馬ば鹿か馬鹿しいことも起こる」

　吐はき捨てるように言って、コーネリアは手にしていた書類をテーブルの上に投げ出した。

　それは、エリア11に赴任することが決まって以来、コーネリアが配下の者を使って密ひそかに調べさせていた統治軍内部の不正人事がまとめられた報告書だった。コネ人事、情実人事、一つ一つのケースはパターンも様々だが、コーネリアを何よりいらだたせているのは、その数の多さである。正直なところ、いちいち査さ問もん会かいにかけていくのもうんざりするほどの量だ。

「予想はしていたが……これほどとはな。役に立たない者たちが金や親族の力でここまで地位を上げていたのでは、テロリストどもにいいように付けこまれていたのも納なつ得とくだ」

「いかがいたしますか？　各人事責任者になんらかの処分を下すことはやむを得ぬとは存じますが、すでに確定した人事をこれだけ是ぜ正せいするとなれば、かなりの混乱も予想されますが」

「しかし、やらなければ、総督府の威い厳げんが地に落ちるだろう。それに、一人の無能な上官は百人の兵士の士気を奪うばう。──とはいえ、確かにな」

「実績と併あわせて、ご判断をされてはいかがでしょう？」

　そう提案したのはダールトンではなく、もう一人の男だった。先ほど、コーネリアを迎むかえに来たギルフォードである。こちらはまだ若い。年ねん齢れい的にはコーネリアとそれほど変わらないだろう。オールバックにした髪かみと知的さを漂ただよわせる眼鏡めがね。こう書くと、まるで切れ者の文官のようにも思えるが、れっきとした軍人だ。ただし、彼はダールトンとはやや立場が違う。

　彼はコーネリアの騎き士しなのである。

　いわゆる騎士制というのは、ブリタニア独特のシステムとも言えるもので、この名めい称しようには二つの意味がある。

　一つは、ブリタニア軍のみならず、現在各国軍隊の主力兵器となりつつある人型自在戦せん闘とう装そう甲こう騎、ナイトメア・フレームのパイロットに送られる異名。

　そして、もう一つが、ブリタニア皇族に忠誠を誓ちかい、生しよう涯がいをささげる者に与えられる称号。

　元々の言葉が持っていた意味はもちろん後者である。ただ、ブリタニアは世界で最も早くナイトメア・フレームの実戦配備に踏ふみ切った国であり、同時に当時、騎士と呼ばれていた者たちが全員このナイトメア・フレームの騎乗訓練を義務づけられたこともあり、両者が混同して使われることになった。正式な国法には、まだナイトメアのパイロットに関する記述はなく、真の意味において、騎士とはギルフォードのような人間のことを指す。彼は生粋のナイトメア乗りであり、また、コーネリアに終生の忠誠を誓った人間でもある。場合によっては、異動等でコーネリアのもとを離はなれることもあるダールトンとは違ちがい、ギルフォードだけはそういった可能性はない。

　そのギルフォードの言葉に、コーネリアはわずかに首をかしげた。

「実績、だと？」

「はい」

　と、部屋の壁かべ際ぎわに立ったギルフォードは一度頭を下げて、

「正当でない昇進で地位を得たとはいえ、その地位に就ついた全ての人間がふさわしい能力を有していないとは限らないでしょう。以前の経過はどうあれ、現在の地位で謙けん虚きよにつとめ、相応の実績をあげている者も必ずいるはずです。そこで、力もあり、実績も残している者はそのまま据すえ置き、力の足りない者にのみ降格処分をくだされては？」

「ふむ……」

「無論、これをそのまま行えば、全体として処分の公平性が失われます。そこで、据え置く者たちに関しては過去の実績を調べあげ、その功績でもって罪との相そう殺さいをするのです」

「なかなか興味深いが、しかし、それでも道義的な問題は残るな。第一、それでは我々自身が、咎とがめているはずの情実人事を行っているとも受け取られかねないぞ？」

「ですので、降格処分自体は対象者の全すべてに対して行います。その後、実績を鑑かんがみて、据え置く者たちには総そう督とく府の名で新たな辞令を交付するという形にされては？　あくまでも形式的なものにはなりますが、これで筋は通るかと──。いずれにせよ、いまの統治軍に優ゆう秀しゆうな人材の確保は必要かと存じます。また、最初の調査さえ的確であれば、処分を行うことによって、総督府の権威を知らしめることにもなりましょう」

「その後、こちらが諸もろ々もろの権限を取りあげていっても、誰だれもが唯い々い諾だく々だくとして従う、か」

「御ぎよ意い」

　この意見はすでに一いつ介かいの軍人の幅はばを超こえたものであり、また、手法としては詐さ欺ぎにも等しいやり方ではあったが、コーネリアは特に不快そうな顔はしなかった。根本の思考として、軍に長くたずさわっているせいか、軍人色の強いコーネリアであるが、一方で彼女は大国ブリタニアの第二皇女であり、このエリア11の総督でもある。為い政せい者しやというものは、清せい廉れん潔けつ白ぱくなだけではやっていけない。時に世間をあざむくことになっても、それが最終的に公益につながることであれば、断固として行う義務を背負っている。そのことはコーネリア自身もよく分かっている。

　黙だまっていたダールトンが再び口を開いた。

「いまの提案に、私も賛同します。なにはともあれ、各地で蠢しゆん動どうする反政府勢力を駆く逐ちくするには、統治軍の強化が急務です。そのためにはまず、統治軍の全ての権限を姫ひめさまのもとに集中させることが必要かと」

「姫はよせ。いまは総督としての公務中だ」

　苦く笑しようまじりにダールトンをたしなめておいてから、コーネリアはしばしの間、考えこんだ。

　実際のところ、コーネリアには二人の部下の言いたいことがよく理解できた。残念ながら、彼らにしても、コーネリア自身にしても、まだこのエリア11に赴ふ任にんして日が浅い。しかも、赴任のきっかけは、前総督の暗殺という不ふ吉きつなところから発している。さしあたって、いくつかのテロ組織を電光石火の勢いで潰つぶしてはみたが、それでエリア11全体が落ち着くとはコーネリアも考えていない。要するに、この先エリア11はコーネリアの色に早そう急きゆうに染めていく必要があるわけで、そのための第一歩が軍制改革であるとダールトンもギルフォードも述べている。ちなみに、その意見にはコーネリアもまったく賛成だった。このエリアはまだ文官などに政治をやらせるのは早い。大体、そうでなければ、自分が総督として送りこまれたりするものか。いま自分たちに求められているのは力の養成。敵に反はん抗こうの気き概がいさえ失わせる強大な力を示すことが、何より肝かん要ようなのである。

　──クロヴィスは結局それを怠おこたった……いや、できなかったか。

　ふと、コーネリアは亡なくなったばかりの腹違いの弟のことを思った。

　実は、一見、冷れい徹てつ、峻しゆん厳げんとも見られがちなこのコーネリア・リ・ブリタニアという女性は、肉親に対する情が意外に深い。母が同じユーフェミアに関しては、その中でもさらに別格といえるが、その他ほかの異母兄弟に対しても、それなりの愛情を持っている。皇族の数が多く、どちらかといえば、皇位を巡めぐって兄弟姉し妹まいが反発し、争うことも多いブリタニアの中では、珍めずらしい人間ともいえるだろう。

　そういうコーネリアの目から亡くなったクロヴィスを見ると、政治家としても軍人としても頼たよりないところはあったが、それでも愛すべき弟の一人ではあった。ゆえに、いまのコーネリアはこのエリア11を安定させることが無残に殺された弟への何よりの手た向むけになると考えている。

　いや。

　よくよく思い返してみれば、この地で命を落とした肉親はクロヴィスだけではない。

　もう二人──。

「総督？」

　ダールトンの声に、コーネリアはハッと我に返った。

　どうやら、大事な話の最さい中ちゆうにずいぶん私的な物思いにふけってしまったようだ。

「すまぬ──そうだな、この件に関してはギルフォードの献けん言げんに従おう。それでよいか、ダールトン？」

「お疲つかれのようですな。このような時間、いささか配はい慮りよが欠けておりました。まことにお詫わびのしようもございませぬ」

「いや、構わん。──それよりギルフォード、今夜の案件はそれだけか？」

「はっ……」

　と応じたところで、ギルフォードの言葉は途と切ぎれた。姿勢は直立不動だが、眼鏡めがねをかけた怜れい悧りな顔に何やら躊ちゆう躇ちよの色が見える。

　コーネリアはいぶかしげに眉まゆをひそめた。

「どうした、ギルフォード。私のことなら案ずるな。他にも案件があるのであれば、申してみよ」

「は……では、御ぎよ意いを得て、申しあげますが」

　それでも、ギルフォードは慎しん重ちような口調で、

「他でもありません。クロヴィス殿でん下かを殺害したと思われる例のテロリスト──ゼロの件です」

　瞬しゆん間かん──。

　コーネリアの両の瞳ひとみが獲え物ものを見つけた鷹たかのように鋭するどくなった。







　　　　２




　統計的に見て、緑のない学校は荒あれやすい。

　もちろん必ずそうなるというのではなく、あくまでも確率の問題である。人間、鉄とコンクリートばかりに囲まれていては、どうも気分が荒すさんでくるものらしい。生徒ばかりでなく、教師もそうなのだから、そこは人が作りだす空間としての潤うるおいが失われてしまうのだ。

　そういった観点で見ると、エリア11トーキョー租そ界かいの中心にある私立アッシュフォード学園の環かん境きようは、理想的とも言えた。解放感のある広大な敷しき地ちのあちこちに点在する木々の数々。種類も様々で、場所によってはちょっとした森に近い様相を呈ていしているところもある。加えて、校舎などの建物や通路を除けば、地面のほとんどを覆おおっている鮮あざやかな芝生しばふ。殺さつ伐ばつとした世情とは裏腹に、生徒や教師の大半が、陽気で大らかな気き性しようの持ち主であることは、決してこの環境とも無む縁えんではあるまい。

　ただ、あまり陽気で大らかすぎるのも困りものだ──と、生徒会副会長のルルーシュ・ランペルージは、ため息まじりにハガキをめくった。

　別に自分が書いた手紙ではない。

　他人が書いたそれを読むのが、今日の彼の仕事なのだ。

　味も素っ気もない放送室のマイクに向かって、ルルーシュはぶっきらぼうに──だが、本人としては精せい一いつ杯ぱい愛あい想そのよい口調のつもりで──用意していた言葉を吐はきだした。

「さて、今日一曲目のリクエストです。ＰＵＰＩＬで『ＩＮＮＯＣＥＮＴ　ＤＡＹＳ』。いい曲ですね。自分も大好きです。それでは、お聴ききください」

　目配せを受けてルルーシュの隣となりに座っていた少年──枢くるる木ぎスザクがプレーヤーを回しはじめる。と同時に、ルルーシュは右手を伸のばしマイクの音量を落とす。これで数分は全すべての校舎と視し聴ちよう覚かく施し設せつに音楽だけが流れ続けることになる。

　備えつけのアンプを見て、作業が滞とどこおりなく進んでいることを確かく認にんすると、初めてルルーシュは誰だれに憚はばかることなく、うんと背伸びをした。

　やや強こわ張ばった顔で機材を動かしていたスザクが、そんなルルーシュを見て、にこりと笑った。

「さすがに慣れてるね、ルルーシュ。僕なんかは失敗しないか、結構緊きん張ちようしてるのに」

「ま、一年のときからちょくちょく借りだされているからな」

　ルルーシュの声はついさっきまでと違ちがって、完全にだらけきっていた。

「お前も何回かやれば……ふぁ……すぐに慣れるさ」

「寝ね不ぶ足そく？」

「退たい屈くつなだけ。大体、たかだか昼休みの校内放送でここまで凝こる必要もないだろうに」

「でもこれ、わりと好評なんだろう？　クラスの子たちが噂うわさしてるの、聞いたことがあるけど」

「好評なのは、会長がＤＪやってるときだけだって。まあ、あの人の場合、しゃべり倒たおしたあげく、午後の授業まで食いこみかねないのが、玉に瑕きずだが」

　しかし、本人の言とは裏腹に、ルルーシュの回もそれなりに好評だったりするのである。もちろんミレイとは違い、そのしゃべりがうけているというより、ルルーシュの声が流れるということで、一部の女生徒が歓かん声せいをあげているのだが。

「えんえん曲を流してるだけで十分だと思うんだがな。うちの学校のお祭り好きも、少し度がすぎてる」

「会長さんの薫くん陶とうが行き届いてるんだね、きっと」

「薫陶じゃなくて、悪あく影えい響きようだ」

　そんなことを話しているうちに、曲が終わりに近づいてきた。

「ルルーシュ」

「分かってるよ……ふぁ」

　もう一度あくびをしてから、ルルーシュは椅い子すの背もたれから身を起こした。

　タイミングを見計らってマイクの音量を上げ、それと同時に、顔つきも真面目まじめなものに変える。なんだかんだ言いながら、それなりの姿勢で仕事に取り組もうとしているところが、隣のスザクには少しおかしい。

　やがて完全に曲が終しゆう了りようし、ルルーシュはマイクに向かって口を開いた。

「はい。ＰＵＰＩＬで『ＩＮＮＯＣＥＮＴ　ＤＡＹＳ』でした。……続いては今日最初のお便りです。先週から当アッシュフォード学園生徒会では、十一月に開かい催さいされる学園祭のメインイベントのアイデアを募ぼ集しゆうしています。ではまず、それから──ご紹しよう介かいしましょう。ペンネーム・ピザ大好きっ子さん」

　──ん？

「こんにちは、初めてお便りします。唐とう突とつですが、名前の通り、私はピザが好きで好きでたまりません。シーフード、ツナコーン、てり焼きチキン。一日三食ピザでも構いません。というか、本当にそうして……います？」

　…………。

「そこで提案なのですが、学園祭で世界一の巨きよ大だいピザの作製にチャレンジしてみるというのはどうでしょう？　というのも、最近、私の近くにいるやつがうるさいのです。ピザピザ言って、偏へん食しよくにも程ほどがある……とか、お前のせいで俺までピザ信者と誤解される……とか、居い候そうろう……のくせに、少しは遠えん慮りよしろ……とか。──まったく、自分のほうこそ、私がいなかったら……ろ、ろくに女の扱あつかい方も知らない坊ぼうやのくせに──」

　……………………。

　読み進めるうちに、ルルーシュの顔が青ざめていく。徐じよ々じよに引きつっていく。

　スザクがささやき声で問いかけた。

「……ルルーシュ？」

「こ……こんな馬ば鹿かにピザのすばらしさを教えるためにも、ぜひ！　ぜひ、世界一の巨大ピザにチャレンジしてください。お願いします。それではシーユー……」

　無論、本来であれば、ここは多少なりともコメントが入るところである。

　ところであるが、ルルーシュは動かない。しゃべらない。ハガキを手にしたままの姿勢で、完全に固まっている。

　尋じん常じようでないことが起きている──それはスザクにもよく分かった。しかし、いまは横で石像と化した友人を蹴けり飛ばすよりも、先にやるべきことがあった。

　あわててスザクは身を乗り出すと、ルルーシュに向いていたマイクを自分に向け、

「はい。では、ここで今日の二曲目にいってみましょう。アーティストは先ほどと同じＰＵＰＩＬ。曲は『ＡＬＯＮＥ』。それでは、どうぞ」

　言いながら、自分でオーディオを操作し、マイクの音量も落とし、曲をかける。ユニットが同じなのは、急なことでディスクの入れ替かえが間に合わなかったせいだ。

　やがて、にぎやかな昼休みの雰ふん囲い気きにはあまり似合わない、どこか物悲しげな曲が流れはじめた。

　ほっとスザクは安あん堵どの息をもらしてから、さすがに疑念の目を、あいかわらず凍こおりついているルルーシュに向けた。

「ルルーシュ。いったい、どうし……」

「──スザク」

　そのとたん、ルルーシュはいきなり椅子から立ち上がった。

「今日の午後は腹痛だ」

「は？」

「だから、今日の午後は腹痛だから、俺は早退する。先生にはそう言っておいてくれ」

「言っておいてくれって……あっ。ちょ、ルルーシュ……！」

　しかし、呼び止めるスザクを振ふり切って、ルルーシュは日ごろの冷静さとは打って変わって、猛もうダッシュで放送室を飛びだしていく。

　あとに残されたスザクはぽかんとするばかりだった。

　ルルーシュの代わりに、しかも一人で放送を続けなければならないことに気づき、彼が真っ青になったのは、それから数分後のことである。







　あの馬鹿、あの馬鹿、あの馬鹿、あの馬鹿、あの馬鹿──！

　晴れあがった空の下した、思い思いにランチをつまんだり、どこから持ち出してきたのかバドミントンに興じたり、寝ね転ころがって本を読んだりと、ともかく、ごく当たり前に昼休みを楽しんでいる学内の生徒たちには目もくれず、ルルーシュが向かった先は、彼と妹のナナリーが暮らしているクラブハウスの一区画だった。

　広々とした屋内に、ナナリーの介かい助じよを引き受けてくれている咲さ世よ子この姿はない。この時間はナナリーも学校だから、たぶん買い物にでも出ているのだろう。

　まっすぐに自分の寝しん室しつを目指し、部屋の鍵かぎを開ける暗証番号を二度間ま違ちがえ、ようやく開いた扉とびらの先では──。

　そいつが堂々とルルーシュのベッドにもぐりこんでいた。

　すうすうと気持ちよさそうな寝息が聞こえる。

　あいかわらず自分の起きたいときにしか起きず、眠ねむりたいときにしか眠らない。そういえば、以前、夜中にいきなり目を覚まして「腹がへった、食糧ピザを買ってこい」と駄だ々だをこねたこともあった。

　なんの不安もなく、なんの気き遣づかいもなく、人のベッドで眠りこけているその顔を見て、ルルーシュはそのままシーツも毛布も引っぺがしてやりたい衝しよう動どうにかられたが、さすがにそれはやめておいた。別に同情したわけではない。毛布の端はしから、色白の肩かたが見えたのだ。服を着ていない。傍ぼう若じやく無ぶ人じんの上に、女性としての慎つつしみもないときた。

　代わりに、ルルーシュはわりと乱暴な手つきでその小さな頭をつついた。

「おい。起きろ、Ｃ．Ｃ．シーツー」

　反応なし。

「起きなければ、このままベッドごと窓から放ほうりだすぞ。起きろっ」

　やはりなし。

　ルルーシュはいらいらと考えこんだあとで、

「……お待たせしました。シーフードピザＬサイズでございます」

「……ん……？　今日、注文したのは確か……期間限定・激げき辛からサラミだったはずだが……」

　これで反応するのだから、正直言って泣けてくる。

「それに……配送指定は三時だったはずだ。いくら私でも……間食の前に昼食を二度とったりはしないぞ」

　しかも、さらりと問題発言をする。それでは一日三食ではなく四食ではないか。

　ベッドの中の少女はまぶたを開いて、ぼんやりとルルーシュを見あげていた。が、やがて本格的に目が覚めてきたらしい。瞳ひとみに鮮せん明めいさが戻もどり、ゆっくりとその場で起きあがった。

　一応、前は毛布で隠かくしている。それくらいの節度はあったということだ。実に喜ばしい。

「……なんだ、お前じゃないか。いまのは何の冗じよう談だんだ？」

　だが、その先はまったく喜ばしくない。

「資金繰ぐりに困ってアルバイトでも始めたか？　いいぞ、いつでも協力してやる。もちろん割引はきくのだろうな」
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　はらりとこぼれる長い髪かみに、どこか作り物めいた美しい顔。体の造りの一つ一つが細く、華きや奢しやで、黙だまって座ってさえいれば、神秘的な美少女で通るかもしれない。

　しかし、ルルーシュは知っている。

　中身は──うちの会長以上だ。

　怒ど気きも毒気もまるごと抜ぬかれた感じで、ルルーシュは悄しよう然ぜんと言った。

「──とにかく服を着ろ。話はそれからだ」

「ん──ああ、そうだな」

　促うながされてうなずくと、そばにルルーシュがいることにもまるで構わず、少女はごそごそやりはじめる。

　舌打ちと共に、ルルーシュは後ろを向き、ベッドから離はなれた。

　と、そこに──。

「ルルーシュ」

「なんだ？」

「お前の足元に下着が落ちている。取ってくれ」

「自分でやれっ！」

　結局、怒鳴りつけた。







　出会ったのは、数ヶ月前だ。

　あの崩ほう壊かい寸前の街。

　ブリタニアという巨きよ大だい国家に搾さく取しゆされ、ブリタニア人からはイレヴンと蔑さげすまれる旧日本人たちが暮らす貧ひん民みん区。

　シンジュク・ゲットー。

　もちろん、ルルーシュ自身はそこに住んでいたわけではない。彼は──残念ながら──生きつ粋すいのブリタニア人であり、正規のブリタニア国こく籍せきを持っており、その容姿も日本人とは違う。その場所にいたのはあくまでも偶ぐう然ぜんで、もっと言えば、単に巻きこまれただけだ。

　しかし、偶然であろうがなかろうが、ルルーシュは少女と出会った。

　いまでも、ルルーシュはあのときの言葉だけは鮮明に覚えている。その響ひびきも、口調も。

　──これは契けい約やく。

　少女は単に鼓こ膜まくを震ふるわせる声ではなく全身に、そう、仮にそういうものがあるとするならば、魂たましいに伝わるような声で語った。

　──力をあげる代わりに、私の願いを一つだけ、かなえてもらう。

　──契約すれば、お前は人の世に生きながら、人とは違う理ことわりに生きることになる。

　──王の力はお前を孤こ独どくにする。

　──その覚かく悟ごがあるのなら……。

　もちろん、そのときはそうする以外になかったというのもある。

　しかしだ。

　本当の意味で自分が「契約」とやらを結んだのは、彼女の神秘さにうたれたせいもあったのではないか？

　少なくとも、彼女の存在はあのとき自分を圧あつ倒とうしていた。

　その威い圧あつ感、包容力、絶対という名の世せ界かい視し、遺伝子の一つ一つが分解され、自分という存在が無から再び創造されていくような感覚。

　人は、それを畏い怖ふと呼ぶのだろう。

　そう、確かにあのときの自分は目の前の少女に畏おそれを感じていた。

　神を見ていた。

　ゆえに、彼女の手を取ったのだ。

　彼女の言葉にうなずいたのだ。

　だというのに。

　まったく、だというのに──！







「なにをかりかりしているんだ、ルルーシュ？」

　本気でそう思っていそうな顔でたずねてきたとき、少女の格好はとりあえずまともになっていた。もっとも、勝手にルルーシュのシャツを着て、勝手にルルーシュのズボンをはいた姿だったが。

　名は──Ｃ．Ｃ．シーツー。本名？　知ったことか。

　ほんの数ヶ月前からこの部屋に転がりこんできて、あろうことか、当然のような顔で居い候そうろうをやっている。正直なところ、ルルーシュにしてみれば、こんな訳の分からないやつを自分の部屋どころか、そもそも、妹のナナリーと暮らしている家にあげたくもないのだが、こればかりはどうにもならない。

　そのＣ．Ｃ．はきょろきょろと辺りを見回したあとで、部屋の壁かべにかけられた時計に目をやった。

「お前、また学校をサボったのか。まだ、こんな時間じゃないか」

　しかも言うに事欠いて、他人の注意ときたものだ。

「……サボったんじゃなくて、サボらされたんだ。お前にな──ああ、結構。何も答えなくていい。そうだ。確かにあのハガキには決定的なことは何も書かれていなかった。冷静に対処しなかった俺が悪い。未熟だったってことだ。修しゆ行ぎようが足りない。しかし、どこの馬ば鹿かが、軍からも追われているような身でありながら、うちの目安箱に投書なんかすると予想できる？　戦術的な意味も戦略的な配はい慮りよも、自己節制と協調性と危機意識の欠片かけらもない。いや、そうだな。お前はそういうやつだ。いつもいつもいつもいつも！　俺の生活をかき乱したあげく、わりと自分は不死身なものだから一人で勝手に行動する。俺の言うことなんてまるで聞いていない。どうぞどうぞご自由に。でも、俺のいないところで突つっ走ってくれ自じ爆ばくしてくれ。俺が嫌きらいなのはブリタニアを除けばお前だけだ。二に兎と追うものは一兎をも得ずとはよく言ったものだな。しかし、ときどきお前の顔を見ずにすむなら、俺は自分の計画が破は綻たんしてもいいように思えてくる。病やんでいるな。お前が言う覚かく悟ごとはこのことか。面おも白しろい。いつか俺がこの手でぶっ壊こわしてやる。満足だろう──」

　一気に語りつくしたあとで、じろりとにらみつけてやった。少し息をきらせて。

　すると、Ｃ．Ｃ．はあいもかわらず冷静にこう言った。

「だから、なにをそうかりかりしているんだ、ルルーシュ」

「…………」

　疲つかれた。

　二、三歩よろめいてから、ルルーシュは手近なソファに倒たおれこむようにして座った。

　こめかみに手をあて、そのままずるずると横になる。

「……寝ねる。夕方になったら起こせ、Ｃ．Ｃ．」

「む。私はお前の目覚まし時計じゃないぞ」

「それくらいは役に立ったらどうだ？　お前の食費、月にいくらかかっていると思っている」

　少なくとも、安物なら目覚まし時計五十個は軽く買える金額だ。

　ベッドの上のＣ．Ｃ．がまだ何かぶつぶつ言っているが、ルルーシュは構わず目を閉じた。

　まったく──。

　いまさら言っても仕方のないことだが、自分にとって、こいつと出会ったことは吉きちだったのか凶きようだったのか。

　もちろん、有益なことも分かっている。

　ルルーシュには「ある目的」がある。

　その目的を達成するために、こいつからもらった力は何かと都合がいい。

　もちろん、ないならないで、他ほかの手段を探さぐるところだが、目の前に便利なナイフやフォークがあるのにそれを使わないのも愚おろかな話だ。利用し、また利用されるだけの関係。結構。自分たちにはふさわしい。

　しかし、それとは別に、この少女がここにいることのデメリットを考えると、ルルーシュは頭が痛くなってくるのだった。

　こいつのおかげで、いままで培つちかってきた価値観は崩ほう壊かいだ。

　こいつのおかげで、いままで穏おだやかだった学園生活も、緊きん張ちよう感でいっぱいだ。

　ついでに、家計簿ぼも赤い字でいっぱいだ。

　なにより、妹のナナリーからは最近、自分に恋こい人びとができたのではないかと疑われている──！

（……怒ど劇げきだ）

　目をつぶったまま、ルルーシュは心のうちでそんなことをつぶやいた。

　これは怒劇なのだ。全すべてのストーリーの根幹には怒いかりがあり、全ての力の源にも怒りがある。やがて、高まり爆発する怒りが天を裂さき、地を震ふるわせ、世界を破は滅めつに導くだろう。願わくは、その崩壊にこいつも巻きこまれますように──しかし、どちらにしても無意味か。額を銃じゆうで撃うち貫ぬかれてもあっさり生き返るような女に、レクイエムは流れない──。

　不意に、ブンという小さな、そして、耳みみ障ざわりな音がした。

　それで、穏やかでも平和でもない午ご睡すいに落ちようとしていたルルーシュは、ほんの少し現実に引き戻もどされた。

　部屋に備えつけられたテレビがついた音だ。Ｃ．Ｃ．だろう。あいかわらず居候の自覚の欠片かけらもない。やりたい放題だ。

　閉じたまぶたの向こうから、賑にぎやかで空々しい人の声が耳に入ってくる。と思ったら、すぐに途と切ぎれ、今度は堅かた苦くるしいニュースの声が流れはじめた。

　意外なことに、この少女はニュース好きなのだ。普ふ段だんからよく見ている。

　聞くとはなしにその音を聞いていたルルーシュだったが、ふと、一つのニュースがぼやけていた意識に引っかかった。







『──それでは引き続き。七日にトーキョー租そ界かい外Ｄ２１８地区で起きた爆ばく弾だんテロ関連のニュースをお伝えします。標的となったのは、会社員リック・ボガードさんの自宅でしたが、今日になって、焼け跡あとから発見された遺体の身元がようやく確かく認にんされました。被ひ害がい者しやはこの家に住むリックさん始め、妻のエヴァさん、三歳の娘むすめエイミーちゃんの三名。警察および統治軍保安局はなぜリックさんがテロリストに狙ねらわれたのか、今後も事件との関連性を調べると共に、犯人逮たい捕ほに全力をあげるとのコメントを発表しております。幼い子どもの命を無む慈じ悲ひに奪うばった今回の事件は──』







　まぶたを開き、ルルーシュはソファの上で起きあがった。

　やがて、一通りの出来事を伝え、番組が終わる。

　すると、またチャンネルがＣ．Ｃ．の手によって変えられ、同じようにニュースが始まった。どうやらニュース番組が集中している時間帯らしい。

　いつのまにか、Ｃ．Ｃ．がルルーシュの座るソファの背後に来ていて、背もたれに両手をついていた。

　四角い画面の中で、たったいま流れたのと同じニュースがろくに変わらない言葉で伝えられている。

　ふと気づくと、少女が横からまじまじと自分の顔をのぞきこんでいた。

　そして、平然とこう言った。

「お前がやらせた事件か？」

　一いつ瞬しゆん、ルルーシュは不快そうに眉まゆをひそめた。

　だが、それは文字通り一瞬のことで、すぐにルルーシュは表情を変えた。

　冷たく応じてやる。

「あいにく、そこまで悪あく趣しゆ味みではないな」

　そこだけは、一いつ介かいの学生とは到とう底てい思えない、酷こく烈れつといってもいい、凄すごみのある笑えみを少年は浮うかべていた。







　　　　３




　世間を騒さわがせているレジスタンスの一団がある。

　いや、レジスタンスというのは、ブリタニアに支配された日本の側から見た呼こ称しようで、逆にブリタニアから見れば、それはまぎれもないテロリストの集団なのだが、いずれにせよ、その一団が異い彩さいを放っていることは衆目の一いつ致ちを見ている。

　グループの名は、「黒の騎き士し団だん」。

　なぜ、この一団が他のテロリストたちとは一線を画しているのか？

　それは、ひとえにこのグループの主義主張のせいである。







『──我々は戦いを否定しない。しかし、強い者が弱い者を一方的に殺すことは断じて許さない！　撃っていいのは、撃たれる覚かく悟ごのあるやつだけだ。我々は力ある者が力なき者を襲おそうとき、再び現れるだろう。たとえ、その敵がどれだけ大きな力を持っているとしても！』







　この言葉を好意的に解かい釈しやくするのであれば、要するに、彼らは相手がブリタニアであろうと、逆に自分たちと同じ反ブリタニアを掲かかげるテロリストであろうと、武力を持たない民間人を犠ぎ牲せいにするようなやり方は許さないと主張したいのであろう。

　実際、彼らは自らの行動によってそれを実証した。

　──シンジュク事変と呼ばれる事件があった。

　無差別に日本人の街を破は壊かいするブリタニア軍に対し、彼らは決然と戦いを挑いどみ、一時はこれを壊かい滅めつ寸前にまで追いこんだ。

　──オレンジ事件と呼ばれる事件があった。

　前総そう督とくクロヴィス皇子殺害実行犯として無実の罪でブリタニア軍に捕とらえられた容疑者を、彼らは命をかけて守りぬいた。

　──河かわ口ぐち湖こ畔はん事件と呼ばれる事件があった。

　ここエリア11における反ブリタニア勢力の最大派は閥ばつ、日本解放戦線の系列に属するテロリストたちによって人ひと質じちとされたブリタニアの民間人を、同じテロリストの立場でありながら、彼らは鮮あざやかに救出してのけた。

　立場としては反ブリタニアに立ちながらも、向けられる矛ほこ先さきは決してブリタニアだけではない。

　彼ら自身も主張するように「横暴な強者」こそが彼らの真の敵なのだ。

　だからこそ、いま、このグループはエリア11で熱い視線を浴びている。少なくとも、ブリタニアの支配を嫌きらっていながらも、テロという手段にはあまり賛成できない、いわゆる「沈ちん黙もくを続ける穏おん健けん派」の日本人にはおそろしく受けがいい。もちろん、これを違ちがう立場から見れば──例えば河口湖畔で彼らの救出劇によって、命を落とした日本解放戦線のメンバーなどから言わせれば、「きれいごとを主張して、仲間同士の仁義すら捨てさる裏切り者」であり、あるいは、エリア11総督コーネリア・リ・ブリタニアいわく「人気取りの行動のあげく、偽ぎ善ぜん者顔で民衆を煽せん動どうする不届き者」ということにもなるのだが。

　そうして、彼らの主張は最後にこう結ぶ。







『力ある者よ、我を恐おそれよ！　力なき者よ、我を求めよ！　世界は……我々、黒の騎士団が裁くっ！』







　この言葉にも、なぜその裁く資格が彼らにあるのか、そもそも裁くという行こう為いそのものが彼らの否定している強者と弱者の関係に繫つながるのではないのか、などといった矛む盾じゆんが含ふくまれていたのは確かだが、しかし、そんなもの彼らがやってのけた快挙の前では全すべて吹ふっ飛んでしまった。

　分かりやすい表現を探すとするならば、彼らは「正義の味方」だ。

　強大なブリタニアに屈くつすることなく、それでいて、無関係の人間を巻き添ぞえにすることなく、このエリア11に住む多くの日本人のために敢かん然ぜんと戦いつづけている者たち──。

　少なくとも、ブリタニアを嫌う日本人の間では、まさしく降ってわいたような英えい雄ゆうの登場だった。人々の熱ねつ狂きようは彼らに向けられ、賞賛の声は彼らの先頭に立つその人物に浴びせられる。

　そう。

　彼の名は、ゼロ。

　黒の騎士団のリーダーであり、しかし、常に黒い仮面で顔を覆おおう謎なぞの人物。

　その素す顔がおを知っている者は誰だれもいない。

　──というのは、実は事実ではない。

　少なくとも、いまのところ、ゼロの正体を知っている者が一人だけいる。

　他ほかでもない。いまここにいる少女、Ｃ．Ｃ．だ。もちろん、Ｃ．Ｃ．自身がゼロだというのではない。

　つまり、ゼロの正体とは──。

　彼、ルルーシュ・ランペルージ……いや、本当の名前をルルーシュ・ヴィ・ブリタニア。

　八年前、人ひと質じち同然にこの日本に送りこまれ、その後に起こったブリタニアとの戦争の最さ中なか、死亡したとされる神聖ブリタニア帝てい国こくの第十一皇子。

　現在は、仮の名前を使い、実の父すなわち皇帝シャルル・ジ・ブリタニアが支配するブリタニア帝国の転てん覆ぷくをはかり、仮面の生活を続けている少年──ルルーシュこそがゼロなのだ。







　最初の宣言どおり、夕方まで仮か眠みんをとったルルーシュは、妹のナナリーが帰ってくる前に起きだすと、あちこちに電話をかけはじめた。

「……扇おうぎか？　私だ。ゼロだ。……ああ、そうだ。昨日の件だ。今晩、人を集められるか？　……いや、そこまで数は必要ない。ただ、幹部クラスは全員だな。──無論。カレンもだ。まあ、玉たま城きくらいは別にいてもいなくても構わんが……」

　そんなルルーシュの姿を、Ｃ．Ｃ．はあいかわらず無感動な眼まな差ざしでベッドの上から眺ながめている。

　やがて、ルルーシュが電話を終えると、ぶっきらぼうにこう言った。

「毎回毎回思うのだが。人に警けい戒かい心しんが足りないとか言っておきながら、お前の度胸も相当なものだな」

「学校の敷しき地ち内でゼロとして電話なんかしていいのか──ということか？」

　手にした携けい帯たい電話をソファに放ほうりなげながら、ルルーシュはふんと鼻で笑った。

「安心しろ。迷めい彩さいはかけてある。しかも、この機器自体、情報戦では世界一とも言われるブリタニア軍の特注品だぞ」

「どこでそんなものを手に入れた？」

「蛇じやの道は蛇へびというやつかな」

　軽くはぐらかしておいてから、ルルーシュは仮眠の前から着たままだった制服を脱ぬぎ、着き替がえはじめた。

　当然、見ているＣ．Ｃ．は気をつかって毛布をかぶるなどということはしない。目もそらさない。そして、ルルーシュもそこまではいちいち咎とがめない。

　上の肌はだ着ぎをルルーシュが脱いだところで、Ｃ．Ｃ．はもう一度声をかけた。

「で、なにを始める気だ？」

「なにが？」

「とぼけるな。さっきのニュースだろう。そういえば、お前、あの事件が起きた日から、ちょくちょく家を空けていたな」

「そうだったか」

「まさか、民間人を犠ぎ牲せいにするテロは許せないから、犯人を叩たたき潰つぶしに行く──とか言い出す気じゃないだろうな」

　これを聞くと、ルルーシュの表情に一段と冷ややかさが加わった。

　上半身裸はだかのまま、ベッドの少女を振ふりかえり、

「お前までそんなことを口にするのか？　Ｃ．Ｃ．」

「…………」

「勘かん違ちがいするなよ。俺は正義の味方になりたいんじゃない。正義の味方のふりをしているだけだ。特にいまはこのエリア11の人間に向けて、な。河口湖で言ったあれは、本心でないとは言わないが、いつもいつも理想主義に縛しばられる気もない」

「つまり撒まき餌えか。味方を増やすための」

「言葉は悪いが、そんなところか」

「とんだ詐さ欺ぎ師しだな。あの勇ましい総そう督とくがコメントした通りだ」

　Ｃ．Ｃ．が何気なくつぶやくと、ルルーシュは高らかに笑った。

「まったくだ。俺は偽ぎ善ぜん者で煽せん動どう者だよ。しかし、結果的にそれであのブリタニアをぶっ壊こわせるのなら、万ばん々ばん歳ざいだ」

　幼年期の体験のせいなのか、それとも、元々生まれ持ってきたものなのか。

　このルルーシュ・ヴィ・ブリタニアという少年の性格には、本質的にどこか歪ゆがんだところがある。

　そもそも、彼が自分自身の祖国でもあるブリタニアという国に対して反逆を企くわだてているのは、もちろん日本のためでもなければ、日本人のためでもない。

　完全に私情であり、私し怨えんである。

　──自分たち兄妹きようだいを見捨て、母すら見殺しにした父、ブリタニア皇帝に思い知らせてやる。

　──心と体に傷を負っている妹に、本当の意味で笑って暮らせる世界を与あたえてやりたい。

　その二つが、いまのルルーシュを動かしている原動力だ。これのどこが私情でないと言えよう。

（まあ、だからといって、非難するつもりもないが）

　と、再び着替えに戻もどったルルーシュを眺めながら、Ｃ．Ｃ．は胸のうちでそんなことをつぶやいた。

　私情で多数の人間を巻きこみ、一つの国家を転覆するのを悪だと決めつける。それはそれで結構。しかし、ならば、公益を振りかざして多数の人間を巻きこみ、国家を揺ゆるがすのはどうなのだ？　そちらは善だ、やむを得ないとでも言うのか。馬ば鹿か馬鹿しい。それはどちらが良いかという問題ではなく、どちらも非難するか、どちらも非難しないかの問題だ。他人の都合で死のうが、みんなのために死のうが死は死だ。絶対的な個にとって、そこに差などない。少なくとも、Ｃ．Ｃ．はそう考える。だったら、非難などしない。

　自分は──この男の共犯者なのだから。

（役に立ってくれればいい……私に必要なのはそれだけだ──）

　そんなことを思ったとき、ルルーシュの着替えは終わっていた。

　身に着けているのは、ごく目立たない私服だった。たったいま黒の騎き士し団だんのメンバーに連れん絡らくをとっていたから、そちらに向かうつもりなのだろう。ただし、当たり前といえば当たり前だが、例の仮面はかぶっていない。ゼロの正体については、騎士団のメンバーにも明かしていない（というより、明かせるはずもない。本来ならルルーシュは彼ら日本人の敵。ブリタニアの人間なのだ）から、彼らと会うときにもあれが必要なはずだが、だからといって、あんなものをかぶったまま、このクラブハウスを出ていくわけにもいくまい。

　付け加えると、Ｃ．Ｃ．にはやはりルルーシュが何をしようとしているのか、よく分からなかった。さっきのニュースが関かかわっているのは間違いないと思うのだが、そこから先は当のルルーシュがはぐらかすばかりで見えてこない。

　少しいらついた。

　別に、この男の性格がどうだろうが、何を考えていようが、そんなことはＣ．Ｃ．の知ったことではない。が、少なくとも、いま死んだり捕つかまってもらったりしたら困るのだ。

　すると、そんなＣ．Ｃ．の考えを読んだわけでもないだろうが、着替えを終えたルルーシュがあいかわらず冷れい笑しようを浮うかべたまま口を開いた。

「俺が何を始めようとしているかについては──一つだけ言っておこう、Ｃ．Ｃ．。ここエリア11の総督で、うるわしいコーネリア・リ・ブリタニア殿でん下かはな、いま、このエリアの軍制改革を急ピッチで進めておいでだ」

「そんなことはお前に言われるまでもなく知っている。このところ、テレビであの顔が出るたびにその話だからな。お前にとっては、なかなか厄やつ介かいなことになりそうじゃないか」

「その通り。しかし、果たしてそれは俺だけに言えることかな？」

　？

「どういう意味だ？」

「なに、獅し子し身中の虫というのは、どこにでもいるということだよ」

　やはり意味不明の言葉で煙けむに巻いてから、ルルーシュは急に笑いをおさめ、真面目まじめな顔になった。

「もう一つ。お前はこの部屋で大人しくしていろ。はっきり言って、お前に勝手に動かれると、こっちの予定が狂くるう」

「その勝手な動きとやらで何度か助かったおぼえもあるはずだがな」

「っ……とにかくだ。今回の件はお前に出てもらうような話じゃない。邪じや魔まをして計画を破は綻たんさせるようなことがあれば、俺にも考えがあるぞ」

「はいはい、分かったよ」

　と、Ｃ．Ｃ．はおざなりに返事をした。

「どうせ、もうすぐ夕食の時間だしな。私はのんびり見物させてもらう」

　それでもルルーシュは疑わしそうな目でＣ．Ｃ．をにらんでいたが、これ以上警告したところで効果はないと思ったのだろう。

　不ふ機き嫌げんな顔のまま、ルルーシュは部屋を出ていった。

　シュンと自動で扉とびらが閉まる音がそれに続く。

　あとに残されたＣ．Ｃ．は、ぼんやりとベッドの上に座りこんでいた。

　窓の向こうから強い夕日が差しこんでいる。

　基本的に、この部屋は主あるじの性格を反映してか、物があまり多くない。それでも、生まれのせいなのか、単純に趣しゆ味みなのか、ソファやテーブルはわりと高級品が置かれている。が、逆に言えば、そのせいで生活感というものにとぼしい印象がある。いや、実際そうなのだろう。ここはあくまでもあの男にとっては、借りの住まいでしかないのだろうから。

　大して関心もなさそうな目で部屋に並べられた調度品を見ていたＣ．Ｃ．だったが、ふとその言葉が口をついて出た。

「正義の味方のふりをしているだけ、か……」

　どこか遠くで物音がした。兄と入れ違ちがいに妹が帰ってきたのだろうか。

　しかし──とＣ．Ｃ．は言葉を続けた。

「お前にそれが貫つらぬけるかな、ルルーシュ」

　まあ無理だろうな──と自分の独り言に対して、Ｃ．Ｃ．は自分の心の中で正解を出した。

　夜が近づいている。







　ルルーシュ・ヴィ・ブリタニアという少年が仮面をかぶっているのだとすれば、ここにも仮面をかぶっている少年が一人いる。

　ただし、彼の仮面は他人の目には映らない。それを誰だれかが知ることはないし、誰かに理解してもらえることもない。あるいは、本人ですら分かっていないのかもしれない。

　さらに言えば、ルルーシュがブリタニア人でありながら、ブリタニアの破は壊かいをもくろむ人間だとすれば、彼は異国人──しかも、ブリタニアに支配され、屈くつ服ぷくを強しいられる日本人でありながら、ブリタニアを守る側に立つ人間だ。

　名めい誉よブリタニア人、枢木スザク。

　エリア11統治軍・特別派は遣けん嚮きよう導どう技術部所属、准じゆん尉い。

　思えば、皮肉な話ではある。

　正確に言えば、彼ら二人が最初に出会ったのは、あのアッシュフォードの学び舎やではない。

　幼おさな馴な染じみなのだ。少なくとも、共に過ごした幼年時代がある。

　それは一年にも満たない短い期間ではあったが、無論、時間の長さと時間の密度は同一ではない。

　彼らはそこで互たがいを見、互いを知った。

　おそらく、そのことは現在の彼らの中でも大切な、何ものにも代えがたいものとして存在しているのだろう。

　しかし、それが大切であればあるほど。

　破壊されたときの衝しよう撃げきと怒いかりと哀かなしみは、計り知れないのだ──。







　軍隊の食事などというものは、味気ないものと相場が決まっている。

　ところが、何ごとにも例外はあるもので、この基地の食堂で出るものは意外にいけるとスザクは思う。

　……まあ、これはあくまでも相対評価というか、いまの部署に配属されてから、たまに世界の終わりを感じさせる料理を食べさせられることがあるので、そろそろ味覚が狂ってきているだけなのかもしれないが。

　辺りにはしんとした夜の帳とばりが降りていた。

　ありあわせのもので作ってもらったヌードルを、食堂ではなく人ひと気けのない格納庫でつつきながら（時間が遅おそいので、外で食べてくれと言われた）、スザクは片手に持った本を読みふけっていた。

　なにをしているのか？

　無論、勉強をしているのである。ただし、これは学校の勉強とはまた違う。

「……えっと。融ゆう体たいサクラダイトと固形サクラダイトを一定圧の……反応膜まくによって分ぶん離りさせたとき、超ちよう高こう速そくの震しん動どう波はが生まれる。これを……微び速そくのユグドラシルシステムとリンクさせることによって、エネルギー変へん換かん率の上じよう昇しようを得、その後、確立済みのマンマシーインターフェイスからのフィードバックを利用し、各関節部のパラサイトケーブルを……ん～」

　口元に持っていきかけた箸はしの動きが止まる。

　一度ため息をついたあとで箸を置くと、スザクはすぐそばで分厚いホロをかぶせられて立つ「彼」を見上げた。

　やれやれと肩かたをすくめたあとで、苦く笑しようをまじえてつぶやく。

「本当に難しいな。君の体の仕組みは」

　まるで誰かがそこにいるかのような言葉だが、無論、相手は人間ではない。大体、四メートルを超こす人間などいるはずもない。

　しかし、それでも、それは確かに現在のスザクにとって自分の分身なのだ。

　鎧よろいを身に着けた騎き士しを思わせるその姿は、いまはホロに隠かくされて見えなかった。が、輪りん郭かくだけはおぼろげながら分かる。ひとたび命を吹ふきこまれ、最後のパーツであるスザクが乗れば、圧あつ倒とう的なスピードと運動性能で大地を駆かけ巡めぐる。主武装たるＭＶＳとヴァリスが備われば、その力はもはや他の同類の追つい随ずいを許さない。実際、初めて騎乗したときはスザクも驚おどろいたものだ。

　ブリタニア軍特別派遣嚮導技術部製、試作嚮導兵器、第七世代ナイトメア・フレーム。

　通つう称しよう、ランスロット──。

「精が出るわね、スザクくん」

　不意にそんな声がして、広々とした格納庫の入り口をスザクは振ふり返った。

　蛍けい光こう灯とうの淡あわい光の下に、すらりとした影かげが立っている。

　士官服を着た女性だ。こんな時間だというのに、こちらも仕事中だったのか、右手に小さなバインダーを抱かかえていた。化け粧しようの薄うすい顔が、かえって理知のきらめきを感じさせるようで清すが々ずがしい。

「セシルさん」

　名前を呼ぶと、その女性──特別派遣嚮導技術部所属、セシル・クルーミー中尉はにこりと笑ってから、スザクのもとに近づいてきた。

「頑がん張ばるのもいいけれど。ただ、君がそこまでやる必要はないのよ。君は『これ』の開発者でもなければオペレーターでもなく、乗り手なんだから」

「それはそうなんですが……」

　と、スザクも微笑ほほえんだ。ちなみに、相手はまぎれもない上官だが、敬礼などしない。呼び方もさん付けだ。この部署ではそういったものが全ぜん廃ぱいされているのである。主に主任の意向によって。特に意味があるわけではなく、趣しゆ味みの問題なのだろう。着任したばかりのころはスザクもまごついたが、いまでは大分慣れている。

　スザクはもう一度、かたわらのランスロットを見あげた。

「でも。僕は正規のパイロットカリキュラムを受けていませんし」

「あら？　シミュレーションプログラムをやった経験はあるはずでしょう、ここに来る前にも」

「ええ。ただ、あれは元々、軍が名めい誉よブリタニア人部隊を使って実験データを取っていただけのことですから。理論的なことはあまり──」

「感覚だけで乗るのは不安？」

「そうですね。まあ、最終的にはそこに落ち着くような気もするんですけど」

　しかし、それでも機体を預けられている以上は、やるべきことをやっておきたいとも思うのだ。九十九パーセントは無む駄だに終わるかもしれないが、残りの一パーセントはどこかで役に立つかもしれない。それに機体の限界を知っておくことは、パイロットとして最低限の義務だとスザクは考えている。どこまで耐たえられるのか、どこまで動けるのか。現場などというものは状じよう況きようが常に流動的で、場合によっては、無茶をしなければならないこともあるが、限界を知らずにその無茶をやるのは、単なる暴走であって、臨機応変とはいえない。それで機体を壊こわしてしまったのでは、いま目の前にいるセシルなども含ふくまれる開発チームにも申し訳が立たない。

　そんなスザクの考えは最初から知っているのか、セシルは「そう」と笑っただけで、それ以上は特に意見を述べようとはしなかった。

「学校のほうは？　ちゃんと授業についていけてるかしら？」

「……そちらはもっと苦労しています。そもそも僕は基き礎そが出来ていないので」

「まあ、あそこはエリア11でもトップクラスの名門校だものね。それに君の場合、編入学の上に、いきなり高校二年生からだし──確か、君が軍に入ったのって」

「十四のときです」

　それからずっと軍務についていた。二度と学校に行けるなどとは思ってもいなかったし、もっと言えば、そんなことを期待してもいなかった。

　だが、それでは駄目だと強く言われたのだ。

　ある高貴な人に──。

　結局、その人のおかげで軍人を続けながらも学校──しかも、名誉ブリタニア人としては破格の扱あつかいとも言える、あのアッシュフォード学園への通学が特例として認められるようになっている。

「でも、そのせいでセシルさんやロイドさんにはご迷めい惑わくばかりおかけしていますよね。本当にすみません」

「いいのよ、そんなことは」

　と、セシルはやはり柔やわらかい笑みを浮うかべて首を振った。

「むしろ私も大賛成だったから。君がごく当たり前の高校生として学校に通うことは。──ま、さすがにアッシュフォードというのは予想の範はん疇ちゆうを超こえていたけれど……って、あっ」

「はい？」

　思わず問い返したところで、さっとスザクの顔から血の気がひいた。

　セシルがそれを見ている。

　いや、見ているというより、にらんでいる。

　そう。

　自分の目の前にある発はつ泡ぽうスチロール製のカップ、食堂で作ってもらったヌードルが入った器うつわを──。

「また、君はそんなものを食べて……」

　この上なく不ふ吉きつなつぶやきが聞こえた。

「あ、いや。こ、これは、その、あの、違──夜食なんです！　そう、夜食」

「だとしても、体にいいわけがないでしょう。君はまだ育ち盛ざかりなのよ。──いいわ。ちょうど私も一段落したところだから。これからちょっと厨ちゆう房ぼうを借りて」

「で、ですから──」

　と、そのときだった。

　救いの主は意外なところから現れた。

　ぱっと赤く染まる周囲の景色。

　回る赤色灯。いきなり響ひびき渡わたる、やかましいサイレン。

「え……？」

　さすがにはっとなってスザクは周囲を見渡した。が、セシルのほうはなぜか頭痛をこらえるように、こめかみに手をあてた。

　どうやら、彼女にはいま目の前で起こっていることの意味が分かっているらしい。

　そうして、格納庫内のスピーカーから、どこか調子はずれの甲かん高だかい声が流れはじめた。

『あー、エマージェンシー、エマージェンシー。諸君、お仕事ご苦労さまでした～。アフターファイブは楽しんでいるかな？』

　もちろん、聞き覚えはある。

　これは……間違いなく、ここ特別派は遣けん嚮きよう導どう技術部主任、ロイド・アスプルンド少しよう佐さの声だ。

『でも──ザ～ンネ～ン！　お休みはここまでだよ～。出しゆつ撃げき準備。ハイキングの用意も忘れずに～』

「出撃──」

　繰くりかえすスザクの横で、セシルが深々とため息をついた。




　　　　４




　その場所は本来、村と呼べるものではなかった。

　薄うす闇やみの中、濃こく覆おおいしげる樹木に、ろくに耕された様子もない荒あれ地ち。別に戦争で破は壊かいされてそうなったというわけでもないのだろう。元々の姿がそれなのだ。道路整備もろくに進んでおらず、森を抜ぬける道はおそらく獣けもの道みちを除いてない。そのくせ、水と電気だけは一応ひいてあるらしい。無論、誰だれの許可を得ることもなく不法な手段で。センサーの反応を見るに、地下に空くう洞どうがある。自然のものではなく人工。つまりは、真の隠かくれ家ということか。

　場違いなほど頭上で明るく輝かがやいている月が、妙みように寒々しく感じられた。

「──気に入らんな」

　丘おかの上に立ち、眼下にあるその村とも呼べぬ村を見下ろしながら、軍服に身を包んだコーネリアは小さくつぶやいた。

　皇女のそばには、いつものように騎き士しギルフォードが影かげのように付き従っている。

　ゆえに、コーネリアのその言葉を聞くことができたのは、このギルフォードだけだった。

「なにかご懸け念ねんがおありですか？」

　いぶかしげなギルフォードの問いかけに、コーネリアは直接答えようとはしなかった。

　やはり不快そうな視線を丘の下に向けたまま、

「情報では──十五歳以下の少年兵も多くいるそうだな、あの集落には」

「は……ですが、それは──」

「勘かん違ちがいするな、ギルフォード。武器を持って立ち向かってくるのであれば、相手の歳としがいくつであろうが、私は手を抜いたりしない。対等の敵として敬意を払はらい、殲せん滅めつしてみせよう」

　しかし──と、そこで、コーネリアの目が針をさすような鋭するどさをおびた。

「それが分かっていながら、自分たちの身勝手な主張に子どもを巻きこむような者ども──敵としての敬意すら払えそうにない」

　骨の髄ずいまで思い知らせてくれる。

　コーネリアは心中で吐はき捨てた。







「大だい日につ本ぽん蒼そう天てん党とう？」

　スザクがその名を口にすると、野営地に持ちこんだ携けい帯たい型パソコンの画面に向かっていたセシルは「ええ」とうなずいた。

「構成員自体はそれほど多いグループではないけれど。このチュウブ管区では結構有名よ。その……」

「知っています。軍人、民間人問わずブリタニア人の徹てつ底てい排はい除じよを訴うつたえている過激派組織ですね」

　やり口も相当ひどい。主張が主張なので、標的対象をまったく選ばないテロ組織だ。民間人だろうがなんだろうが、相手がブリタニア人であれば、容よう赦しやなくこれを狙ねらう。

　あまりにも救いがない──スザクはそう思う。いや、これは特にそのテロ集団がというわけではない。テロという行こう為いそのものに対して、スザクはそう思うのだ。

　彼らはまた七年前に戻もどりたいのだろうか。

　あの、人の命が紙切れほどの値打ちもなかった戦乱の時代に──。

　それに、とスザクは心の中でつぶやいた。実際のところ、戦争というものは単に勝った負けたで終わるものではない。特に敗戦国の人間にとって、さらに凄せい惨さんな目にあわされるのは勝負のついた後、つまり戦争の直後だ。どれほど計算しつくされた戦いであろうと、戦乱というものは凶きよう気きを撒まき散らす。そこでは人という存在が、平和な時代であれば知らなくてすむ醜みにくさをさらけ出す。勝者が敗者を虐しいたげるだけではない。敗者同士ですら、自らが生きのびるためにエゴをむき出しにして奪うばいあう──貶おとしめあう。この七年で、スザクはいやというほど見せつけられてきた。あんなもの二度と見たくない。……見せたくない。

　七年もの時間をかけて、やっと、このエリア11も敗戦後の超ちようのつく混乱期を抜けだし、多少は安定してきたというのに。

　もちろん、スザクにしても、現在のエリア11の状じよう況きようを全すべて肯こう定ていしているわけではない。

　特に、属領出身者と本国出身者を明確に区別するブリタニアのナンバーズ政策に対しては言いたいこともある。しかし、力を前面に打ち出すブリタニアに力で対たい抗こうして何になるというのだ？　それでは結局、七年前の焼き直しではないか。愛国心という言葉の意味を履はき違えていると思う。あまりに愚おろかしい。

　力で救えるものなど──。

　所しよ詮せん、たかが知れている──。

「スザクくん？」

　不意に名を呼ばれて、スザクは我に返った。

　普ふ段だんはわりと頭で考えずに行動するところがあるくせに、一度、考えこむと長くなる。自分の悪い癖くせだ。

　着き替がえの途と中ちゆうだったパイロットスーツのファスナーを首まで引きあげ、手首の弁でスーツ全体の空気を抜いてから全身にフィットさせると、スザクは体ごと隣となりのセシルに向き直った。

「──すみません。で、その大日本蒼天党の本ほん拠きよ地ちがあそこだと？」

「え、ええ」

　と、セシルは怪け訝げんそうにもう一度うなずいて、

「四日前の事件、聞いているかしら？　ほら、あの三歳の女の子も巻きこまれた爆ばく弾だんテロ」

「……はい」

「まだ、マスコミには発表されていないけれど。あれもどうやら彼らの仕し業わざだったらしいの。でも、結局、それで情報を得られたみたいね。逮たい捕ほされた構成員の一人が、この場所を白状したって話よ」

　なるほど、とスザクは納なつ得とくしかけたが、そこに少し離はなれたところから別の声が割りこんできた。

「というのは、あくまでも表向きの発表になると思うけどね～」

　ランスロットを積みこんだ大型車、ヘッドトレーラーの前方部。

　ドアの開いた助手席に半分だけ腰こしをあずけ、夜空を見あげているその人物は、正直あまり軍人らしくなかった。身に着けているのは軍服ではなく、むしろ研究者が着るような白衣で、助手席からぶらぶら投げ出している脚あしも鍛きたえられているようには見えず細い。身長こそ高いが、筋肉の張った体をしていないのだ。加えて、色白の肌はだに縁ふちなし眼鏡めがね。同じ眼鏡でもあのギルフォードのように切れ者を思わせるものではなく、研究が好きで好きでたまらない学者といった印象がある。

　しかし、それでも彼はれっきとした階級を持つ軍人なのである。

　名はロイド・アスプルンド。

　スザクやセシルが所属する特別派は遣けん嚮きよう導どう技術部の長だ。

「どういう意味です、それは？」

　セシルがたずねると、ロイドはなぜか楽しそうに空を見たまま答えた。

「ん～言葉どおりの意味」

　待機命令が出ているとはいえ、一応は作戦行動中だというのに、その声にはまるで緊きん張ちよう感というものがない。もちろん、悲ひ壮そう感などあるはずもない。だが、こういう人なのだ。

「ま、単なる邪じや推すいでもあるけど。大体さ、大日本蒼天党っていったら、徹底した思想教育をしてるので有名なとこでしょ？　若い子は平気で自爆テロをやっちゃったりなんかもするし」

「それは……」

「そりゃ、ロボトミーまではやってないだろうけどね～。でも、あそこの構成員が軍に捕つかまったからって、簡単に自分たちの基地を白状するとは思えないんだよね。しかも、たかだか二日や三日で」

　言っていることの重要性に、スザクよりも先にセシルが気づいた。

　わずかに顔色を変えて、

「──待ってください。では、上層部は最初からここのことを知っていたと……」

「もしくは、他ほかのルートから情報提供があったと考えるべきだね。第一」

　と、そこで初めて、ロイドの笑え顔がおにほんの少し不ふ穏おんなものが加わった。

「おかしいとは思わないかい？　僕ら一昼夜かけてここに駆かけつけたっていうのに──しかも、テロリストの居場所はもう分かってるのに、その後はこうしてろくに攻こう撃げきもせず待機中。ついでに、なぜか最前線はナイトメア戦を想定した陣じん形けい。相手は地下にこもってるんだから、空からバンカーバスターでもばらまけば、それで終わっちゃうのにさー」

「でも、それは事件の首しゆ謀ぼう者しやを捕とらえて軍法裁判にかけるためで──」

「このエリアに来たとたん、問答無用であちこちの組織を潰つぶしてきたコーネリア殿でん下かが？　ないね。まーったくない」

　大げさに首を左右に振ふってから、ロイドはひょいとトレーラーの助手席から飛び下りた。

　文系に見えて、意外に身は軽い。

　そのままセシルたちのところへ歩み寄ってくると、ロイドは眼鏡越ごしに悪戯いたずら小こ僧ぞうのような目で、停車しているトレーラーを見上げた。

「まあ、もちろんボクとしてはどうでもいいけどね、そんなこと。このランスロットを動かす機会をもらえるなら、それでおっけー、円満解決」

　たちまち、セシルの顔がさっきとは別の意味で渋しぶくなった。

「……というより、その件です」

　はい？　とロイド。

　セシルはため息まじりに、

「ここだけの話ですけど……。出撃命令なんて、本当は出ていなかったんでしょう？　私たちには」

「アハ。ばれた？」

「当たり前です。コーネリア総そう督とくは──その、良くも悪くも、典型的なブリタニア人でいらっしゃいますから」

　つまり、ブリタニアという国を体現している人間だということだ。

　では、なぜ、そのコーネリアが軍事的な行動を行う際に、ここ特別派遣嚮導技術部の出撃を命じないのか？

　決まっている。

　スザクの存在である。

　本国出身のブリタニア人と属領出身のナンバーズを同列に扱あつかわない──先にも述べたが、それがいまのブリタニアという国である。もちろん、個人としては、ここにいるセシルやロイドのように、スザクのような属領出身者に対して偏へん見けんを持たない人間もいるにはいるが、国家としての姿勢はそれなのだ。実際、エリア11統治軍の中にも、純血派と呼ばれる一派があって、そういった者たちは、自分たちの血を誇ほこり、統治軍内部に属領出身者がいるだけで目の敵かたきにする。国が差別を肯こう定ていしているようなものなのだから、愛国心の昂こう揚ようをうたう軍隊がそれにならうのは、むしろ当たり前というべきかもしれない。

　しかも、ここで問題なのは、ブリタニア帝てい国こく第二皇女コーネリア・リ・ブリタニアという女性が、ある意味において高潔な人格の持ち主であるということだった。例えば、属領出身者など自分たちブリタニア人の下に立つ人間なのだから、むしろ道具として扱い、戦場でも捨て駒ごまとしてこき使えばいい──などということを、彼女は考えない。コーネリアの中で、国や民たみを守るということは気高い任務であり、ならば、それは支配者である自分たちブリタニア人の手でやらなければならないという意識がある。いわゆる高貴なる者の義務──ノブレス・オブリージュ的な考え方だ。要するに、彼女にとって、ブリタニアの支配を受け入れている属領出身者というのは、守られる側の民であって、守る側に立つ人間ではない。

　ちなみに、そんなコーネリアの下もとで、なぜスザクが現在のブリタニア軍の中でもある種、独特の敬意をもって遇ぐうされる地位──つまり、ナイトメアのパイロットとして認められているかというと、これはもう、特別派は遣けん嚮きよう導どう技術部という部署の特とく殊しゆ性に理由がある。通つう称しよう、特派とも呼ばれるこの部署は、形としてはエリア11統治軍の統とう率そつ下に置かれているが、実態は「特別派遣」の名が示す通り、本国直営の部隊である。つまり、本国にコーネリア以上の力を持つ人物がいて、その人物が特派やスザクを認めている以上、それをコーネリアが自分の考えだけで覆くつがえすことは許されない。しかし、内心ではコーネリアも面おも白しろくなく思っていることだろう。

　ゆえに、コーネリアはここ特別派遣嚮導技術部に対して温顔は見せない。

　とりたてて冷遇したり、迫はく害がいしたりするようなことはないが、少なくとも「自分の軍隊」としてあてにはしていない。従軍したければしてもいいが、積極的に使う気もないという姿勢を貫つらぬいている。

「直接、敵に襲おそわれでもしないかぎり、私たちに戦せん闘とうの機会は与あたえてもらえません。ランスロットの戦闘データが欲しくて、またゴリ押ししたんでしょうけど……はっきり言って、無意味ですよ。こういうのは」

「だからさー。無意味かどうかは分からないじゃない？　それこそ、君の言うように、直接、敵に襲われることもあるかもしれないし。少なくとも、基地でシミュレーションばっかりやってるよりマシでしょ」

「でも……スザクくんには学校もあるのに──」

「アハハハ。なんだ、要点はそっちかあ。ねえ？　セシルくん。君って、実は軍人より保育士さんのほうが向いてるとか言われたことなーい？」

「……そろそろ。本気を出してよろしいでしょうか？　私」

「あ、い、いや。それは……」

　何やら不穏な空気が漂ただよいはじめた二人の上官の間には入らずに、スザクは野営テントの横から西の方角に目をやった。

　月明かりの下に、濃こい雑木林が見える。視界の半ばをさえぎっている黒い木々の影かげ。そのせいで、テロリストの本ほん拠きよ地ちとも目される集落は、ここからではよく見えなかった。

　というより、そもそも、いまスザクたちが待機しているこの場所は前線ではないのだ。前線どころかはるか後方。コーネリア率いる本来のブリタニア軍ナイトメア部隊は目の前の林のさらに向こうで展開している。

　セシルも言ったが、確かに不測の事態でも起こらない限り、自分たちに出しゆつ撃げき命令が下ることはないだろう。

　しかし、それでもいいとスザクは思う。

　別に、戦う相手が同じ日本人だから直接戦わずにすむのはありがたい──そんなことを考えているのではない。残念ながら、そんな感傷はとっくに捨てた。このブリタニア軍に兵士として志願したときに。だから、たとえ相手が日本人だろうと、それが平和に暮らしている誰だれかを傷つける存在ならば、いまの世界のルールを守れず混乱をもたらす存在であるのならば、それはスザクの敵だ。

　ただ、そんなことを思う一方で、スザクはさっきのロイドの話が気になった。

　言われてみると、確かにこの作戦には不可解なところがある。

　加えて、理り屈くつではなく、勘かんのようなものだが、どうも嫌いやな感じがする。

　その予感の正体が何であるのか。

　それがはっきりしないうちは、こうして待機したままでいるほうがいいのかもしれない。







　実は、スザクと同じような勘が働いている者が、この軍には他ほかにもいる。

　アンドレアス・ダールトンといって、実質的に現在のエリア11統治軍では総そう督とくコーネリアについでナンバー２、副将格にもあたる男である。

　ダールトンは今回の作戦について、無論スザクより多くのことを知っている。

　はっきり言ってしまえば、今回の作戦はテロリストの本拠地を叩たたき潰つぶすことだけが目的ではない。大体、それだけなら、いみじくもあのロイドが言ったように、テロリストの集落にミサイルでも撃うちこんでやればいい。

　それをやらないのは、他にも目的があるからだ。

「……総督。分遣のグロースター部隊、指定された位置に到とう達たついたしました。いつでも仕し掛かけられます」

　グロースターというのは、現在ブリタニア軍の主力となっている第五世代ナイトメア・サザーランドを改良した機体のことである。どちらかというと、サザーランドよりはナイトメア同士の接近戦に重点を置いた機体で、格闘戦においては無類の強さを誇ほこるショットランサーを標準装備している。付け加えると、総督コーネリアの親衛隊は多くがこのグロースターで構成されており、彼らの紫むらさき色いろの機体は、ブリタニアの戦いくさ姫ひめ、コーネリア皇女直属であることの証あかしだ。

『……分かった。では、突とつ入にゆうの時間までそこで待て。合図はこちらが出す』

　そのグロースターの通信機から、コーネリアの声がダールトンの報告に応じた。

『情報通りであれば、ナイトメアも出てくる。分かっているとは思うが、そちらは完全に叩け。地下突入後の指揮は任せる』

「──心得ました」

　それで通信は終わるはずだったのだが、そこは何度も同じ戦場を疾しつ駆くしてきた主君と臣下なのだろう。

　ダールトンが、自身の操縦するグロースターの内部で通信パネルをオフに切り替かえようとしたとき、くすりと場ば違ちがいなほど艶あでやかな笑い声がコクピットに響ひびいた。

『何か注進がありそうだな、ダールトン』

　一いつ瞬しゆん、ダールトンは瞠どう目もくし、ついで、こちらも渋しぶみのある顔に微び笑しよう寸前の表情を浮うかべた。

「姫ひめさま。あまり部下の心を読みすぎるのは、主あるじとしては美質というより瑕か瑾きんですぞ。臣下に気き疲づかれさせない君を名君と呼ぶのです」

『口で言わずとも、迫はく力りよくで押してくる部下が多いものでな。それより、申してみよ』

「は」

　と、ダールトンは表情を改めて、

「総督。いまさらではありますが、ここの連中はまことにあのゼロと繫つながりがあるのでしょうか？　やはり主義主張が違いすぎます」

『分かっている。どちらかといえば、ゼロが例の人気取りで潰しにかかる類たぐいの輩やからだな。しかし、繫がりとはなにも同盟関係のことだけを指すわけでもあるまい』

「逆に対立関係にあると？」

『そう考えるのが自然だろう。ギルフォードが得た情報によれば、ここの連中が我々と同じようにゼロの所在を突つきとめようとやっきになっているのは間ま違ちがいない。それに、あの河かわ口ぐち湖こ畔はんの事件でゼロに殺されたテロリストの中には、ここの構成員も何人かまじっていた。握あく手しゆをしたいのではなく、銃じゆうをつきつけたいのだ、むしろ』

　しかし──。

「そうなると結局、彼らもゼロの居所は知らないということにもなりますぞ」

『ゼロがまだ生きていればな。ただ、同じ捜そう索さく中といっても、我々の握にぎっている情報と、やつらが得た手がかりが同じとは限るまい。何より、やつらは立場上、ゼロと同じ反ブリタニアの勢力だ。我々が知りえていない情報を持っている可能性は十分ある』

「大人しく洩もらしてくれますかな、我々に」

『そうさせるためにも、主要メンバーはできるだけ生かしたまま捕とらえたいところだ。──もっとも、司法取引などを持ちかける気はさらさらないがな。こやつらは私の趣しゆ味みにあわん。やるとすれば、薬物か苦痛による自白だけだ』

　そこで、コーネリアの声はふっと低くなり、さすがのダールトンもひやりとしたものを感じた。この皇女が敵対する者たちから魔ま女じよとも恐おそれられるのは、こういうところだ。敵を滅ほろぼすということに関しては、コーネリアの中に一いつ切さいの妥だ協きようはない。やるといったら必ずやる。無論、だからこそ、いままで輝かがやかしいばかりの戦績をあげてきているとも言えるのだが。

　──しかし、時と場合によっては、それが弱点になることもある。

　より経験豊富な軍人として、ダールトンがそんなことを思ったとき、コーネリアはもう次の話題に移っていた。

『ともかく、ゼロの件もそうだが、それ以上にこやつらを野放しにしておくわけにはいかん。いささか面めん倒どうな手間は踏ふむが、一息で決めるぞ、ダールトン』

「お任せください」

　──まだお分かりにはなられまい。

　淡あわい憂ゆう愁しゆうと、やはり胸に残ったままの嫌いやな予感を消せないまま、ダールトンはいつもの重じゆう厚こうな声でそれだけは約束した。







　そして、結局、ダールトンやスザクの予感は的中してしまうことになる。







『……本気でやる気か、ゼロ？』

『案ずるな、扇。コーネリアの直属部隊は出で払はらっている。……ふふ、いまのところ自分の親衛隊でなければ、もう一つ信じて任せられないのが弱みだな、コーネリア。一つの拠きよ点てんを確実に潰つぶそうと思ったら、お前は軍管区の将軍に命じるのではなく、自分で動くしかない』

『でも、蒼天党のやつらを囮おとりにするなんて──』

『元々、あの連中と我々は相あい容いれない。そもそも、一方的に敵対視し、こちらを襲しゆう撃げきする構えを見せていたのは向こうのほうだぞ。この場合、返り討うちにブリタニア軍の力を借りただけだ』

『…………』

『事の軽重を履はき違えるな、扇。我々の目的は、犠ぎ牲せいなくして到とう達たつできない。障害となる者に情けをかける余よ裕ゆうなどない』

『……分かったよ。こっちは準備万ばん端たんだ。いつでも合図をくれ』

『よし。それでは──』

　雲が夜空の月にかかる。

　わずかばかりの光が失われる。

　その瞬しゆん間かん、

『──開演だ』

　それとほぼ同じ時刻、まったく離はなれた場所で、コーネリアも自分専用のグロースターの中で、突とつ撃げき命令を下していた。

「──落とせっ！」

　耳をつんざく轟ごう音おんが、かつて日本と呼ばれていた列島の二箇か所しよであがり、静かだった夜を阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずに変える。







　地鳴りのような爆ばく発はつ音が建物を揺ゆらした瞬間、男は椅い子すから飛びあがった。

「な、何ごとだっ!?」

　それでも錯さく乱らんせず、すぐさま部屋の窓に駆かけ寄って外の様子をうかがったのは、一応は軍務につく人間と言えた。が、男の自制心もそこまでだった。

　男が見下ろす窓の下、まっすぐに延のびる通路の先で火の手があがっている。厳重にシャッターが閉められていた正門の横に大穴が開き、砕くだけたコンクリートの塊かたまりが子どもの散らかした積み木のように飛び散っている。

「な、なっ……！」

　けたたましく内線電話が呼び出し音を鳴らした。半ば反射的に男はそれを手に取った。

『きょ、局長！　テロですっ。テロリストの集団が我が基地に──!!』

　無論、本来であれば、男はそれに対して的確な指示を与あたえるべきであった。彼は現在、この施し設せつの最終責任者なのだ。施設に詰つめている兵たちに向けて、迎げい撃げきを命じるなり、重要箇所の防備を固めさせるなり、ともかくなんらかの対応策を瞬時に行う義務があった。あるいは本当にそうしていたら、この一挙も完全な成功には終わらなかったかもしれない。

　しかし、結局、男はそうしたことを行えず、右往左往するうちに、混乱はまたたく間に施設全体に広がった。

　あちこちで銃声や爆発音が響ひびき渡わたる。

　飛び交かう怒ど声せいと絶ぜつ叫きよう。襲撃は正面からだけではなかったのか、逆側の裏門からも炎ほのおがあがっている。

　事ここにいたって、男の混乱は恐きよう怖ふに変わった。

　──ここにいたら殺される。

　そう思った瞬間、男はすでに責任者ではなくなっていた。

　部下の者たちに悲鳴のような声で「防げ！」とだけ命じ、男は丸々と肥えた体を揺らして地下に走った。そこには緊きん急きゆう避ひ難なん用のシェルターがある。閉じこもってしまえば、そうそう破られるものではない。待っていれば、そのうち他はかの施設からも応おう援えんが来るだろう。

　タッチパネルに暗証コードを入力し、分厚いシェルターの扉とびらがゆっくりと開くのももどかしげに、男は中に飛びこんだ。やや天てん井じようの低いその空間に身を隠かくす。

　そうして、男はようやくほっと安あん堵どの息をついた。

　だが──。

　そのときこそ、男は本物の恐怖を味わった。

『これはこれは──さっさと部下を見捨てて逃にげ出すとは。とんだ司令官もいたものだ』

　男の目が大きく開かれる。

　誰だれもいないはずのそこに。

　闇やみをそのまま映したような人ひと影かげが立っていた。

　黒いマント、黒い手て袋ぶくろ、黒い靴くつ──そして。

　黒い、仮面。

　全すべての要素が一つの単語となって、男の脳のう裏りを埋うめつくす。

　次の瞬間、それは男の口から吐はきだされていた。

「お、お前は──ゼロッ!?」

　仮面の内側でゼロ──いや、ルルーシュ・ランペルージは口元を冷ややかな微び笑しように染めた。

『いかにも──こうして話をするのは初めてかな？　といっても、お前の性しよう根ねはよく知っているつもりでね。行動も読みやすかった。だから、のんびり地の底で待っていられたというわけだ』

　内蔵マイクで強調されたその声。

　男が二歩、三歩と後ずさりした。

「ま、待て！　私は……」

『よく知っていると言っただろう。──神聖ブリタニア帝てい国こくエリア11統治軍参さん謀ぼう本部・中央軍管局長、ギゲルフ・ミューラー。かつての総そう督とくクロヴィスの下もとでは、実質的な統治軍ナンバー３。参謀部のドン。もっとも、コーネリアはお前のような名ばかりの参謀は必要としていないだろうから、いまは冷や飯食ぐらいだろうが』

「私は……！」

『というより、私がコーネリアであれば、お前などには冷や飯すら食わせないがな。なぜなら、お前は──』

　そこで、ルルーシュはふっと声に出して笑った。

『──いや。この先は私が語っても意味がない。断頭台への階段は、自分の足で上がってもらおうか』

「な、なんだと……？」

『勘かん違ちがいしなくていい。私はお前に直接手を下したりはしない。ただ──命じるだけだ』

　言いながら、ルルーシュの左手が仮面の左目に伸のびる。小さなスイッチを押す。開くシャッター。あらわになる瞳ひとみ。

　そこに──。

　奇き妙みようなマークが浮うかんでいた。

　眼球だ。

　その中だ。

　本来であれば、澄すみきっているはずのルルーシュの瞳を、内部から侵しん食しよくしていくかのようにそれはある。

　灰から蘇よみがえった不死鳥が天に向かって羽ばたいていくようなマーク。

　左目の奥底から光が生まれ、赤く輝かがやく奇き怪かいなその模様──。

　そうして、ルルーシュは静かに命じた。

『では──話せ』

　刹せつ那な。

　世界は反転する。

　現世の理ことわりは、はまるあてのないパズルのピースとなって霧む散さんし、その矛む盾じゆんを解消するべく、合わせ鏡の常とこ世よが解読不能の原理でもって失われた理想郷を仮に再構築する。

　ここでは天は上にない。地は下にない。海はダイヤモンドよりも硬かたく、星々はどんな闇よりも昏くらい。正と否は入れかわり、混じりあい、ただ、誰よりも尊い誰かが涙なみだを流し、生まれた混こん沌とんだけが静かに浸しん透とうしていく無限宇宙。

　──そう。

　これこそがあの少女、Ｃ．Ｃ．によって、ルルーシュに与あたえられた力。

[image: ]

　何なん人ぴとたりとも、たった一度だけは、どんな命令でも従わせることを可能とする、滅めつ世界の計算式。

　その名を──ギアス。

　男の目にルルーシュの瞳から羽ばたいた鵬おおとりが飛びこむ。

　ルルーシュは言葉を続けた。

『語るのだ。リック・ボガード事件について、お前が知っている全すべてのことを』

　男は──。

　全てを語りはじめた。
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「で、結局どういうことなんだ？」

　あいかわらず、そこが自分の居場所だとばかりにルルーシュのベッドの上で座りこんだＣ．Ｃ．は、やはり大して関心もなさそうな口調でたずねた。

　当のルルーシュはちょうどシャワーからあがったばかりで、濡ぬれた黒くろ髪かみを意外に乱暴な手つきで拭ふいていた。

　一通り作業を終わらせると、役目を終えたタオルをそのまま首に巻く。

「どうもこうもない。ギゲルフ・ミューラーはブリタニア軍の重じゆう鎮ちんでありながら、任務とは無関係なアルバイトに手を染めていた。それだけだ」

「アルバイト？」

「裏切り者とまでは呼べないのかもしれないな。あれは単に私腹を肥やすことだけが目的だったんだから」

　火ほ照てった体を投げ出すようにして、ルルーシュは部屋のソファに腰こしをおろした。キッチンから持ってきていたジンジャーエールの缶かんに手を伸のばし、喉のどを潤うるおす。

　それでようやく一息ついたのか、ルルーシュはうんと軽く背筋を伸ばした。

　そうして、首だけを回してベッドの上のＣ．Ｃ．に目をやった。

「あの男はな、エリア11に存在する反ブリタニア勢力と裏取引しては、そのたびに大金を稼かせいでいた。参謀の立場を利用して得た情報を密ひそかにテロリスト側に流したり、払はらい下げ間近の武器を横流ししたり」

「ほう……。なかなかの悪党っぷりだな」

「小物だよ。エリア全体を揺ゆるがすような大それたことはできなかった。小こ遣づかい稼ぎがせいぜいだ。しかしまあ、それでいまの地位を買ったわけだから、この先はどうなっていたか分からない。欲というやつは、身分が上がるにつれて大きくなっていくものだからな」

「だが、その途と中ちゆうでお前の手によって邪じや魔まされた、と──これもお得意の人気取りか？」

「そういうことだ。あとは録画したミューラーの告白映像と証しよう拠こ資料を、黒の騎き士し団だんの名でマスコミ各社に送りつける。ネット上にも晒さらす。ま、映像のほうは脅きよう迫はくと見なされるだろうから、正式な証拠としての価値はないがな。しかし、信じるやつは信じる。ブリタニア軍の腐ふ敗はいを暴あばいた黒の騎士団──それで十分だ」

「ふーん……」

　ベッドの上にあった大きなクッションを胸むな元もとに引き寄せ、Ｃ．Ｃ．は首をかしげた。

　素そ朴ぼくな疑問が胸にわいた。

「しかし、お前、よくそんな男のことを知っていたな？」

　これを聞くと、急にルルーシュは人の悪そうな笑えみを浮うかべた。

　そして、平然ととんでもないことを口にした。

「それは知ってるさ。なにしろ、黒の騎士団もやつには世話になっていたからな。カレンのグラスゴーなんか、元をたどれば、あいつのところから流れてきたものだぞ。まあ、俺はその辺の取引には直接タッチしていなかったから、やつと顔をあわせたのは今夜が初めてだったが」

　さすがに、あんぐりとＣ．Ｃ．は口を開けた。

「お前……協力者を売ったのか。自分の名を上げるために」

「やつとの縁えんはそろそろ切るつもりだった」

　そう言ったルルーシュの笑みが冷れい笑しように変わった。

「幸い他はかのルートで武器を調達できるめどもついたことだし。それに、あのタイプの男は状じよう況きよう次し第だいですぐに裏切る。偽にせの情報をつかまされて、やつの出世のために組織が一いち網もう打だ尽じんなんていうのは願い下げだ。転ばぬ先の杖つえというやつだな」

　ごく淡たん々たんと語るルルーシュの言葉にも口調にも、まったく罪悪感のようなものはない。感じられない。端たん整せいな顔も笑ったままだ。

　そして、Ｃ．Ｃ．はそんなルルーシュをややあぜんと見つめていた。

　──歪ゆがんでいる歪んでいるとは思っていたが。

　まさか、これほどとは──。

　だが、これだからこそ、自分の契けい約やく者にはふさわしいと言えるのかもしれない……。

　と、そのとき、ふとＣ．Ｃ．の脳のう裏りにもう一つの疑問が浮かんだ。

　特に考えもせず、そのまま口にする。

「そういえば……あのリック・ボガード事件というのは、結局何だったのだ？」

　とたんに──。

　ルルーシュの顔が強こわ張ばった。

　笑みも消え、Ｃ．Ｃ．から目線をはずす。

　そうして、黒髪の少年は横を向き、さらに深くソファに身を沈しずめた。

　無言で手に持っていたジンジャーエールの缶を傾かたむける。

「ルルーシュ？」

　再度、Ｃ．Ｃ．が問いかける。すると、しばしの間をはさんで、缶がことりとテーブルの上に置かれる音が聞こえた。

　静かな言葉が返ってきた。

「その件に関しては、確かに一歩出で遅おくれた」

「なに？」

「判断を間ま違ちがえたということだ。──リック・ボガードはな、表向き租そ界かいの銀行に勤める会社員だが、正体は別のところにある。あれは諜ちよう報ほう部員だ、しかも、おそらくコーネリア直属の」

　Ｃ．Ｃ．ははっと息をつめた。

「ボガードはコーネリアの命令で、ギゲルフ・ミューラーの内ない偵ていを進めていたんだ。主にその金の流れを中心にな。これは別にボガードに限った話じゃない。他にも同じように動いている連中はごまんといるだろう。いま、コーネリアはエリア11統治軍の綱こう紀き粛しゆく正せいを最優先でやっている。──で、ボガードはギゲルフ・ミューラーの不正の証拠をつかんだんだ。しかし、だからこそ殺された。ミューラーと繫つながりがあった大日本蒼天党の手によって」

「…………」

「ミューラーのやつは、事もあろうに、最初は黒の騎士団にやらせたがっていたらしいがな。しかし、相手にされないと見て、頼たのむ相手を替かえたんだ。俺のミスだ。気づいた時点で、すぐにやつと蒼天党の連中を切り捨てておくべきだったよ」

　黙だまりこくって、Ｃ．Ｃ．はルルーシュの話を聞いている。

　すると、ルルーシュがもう一度振ふり返った。

　その顔には今度は何の感情も浮かんでいなかった。

　そして、顔と同じ表情のない声でルルーシュはこう言った。

「誤解するなよ、Ｃ．Ｃ．。俺はボガード本人には何の思いも抱いだいていない。諜報部員などというものは、そのくらいの覚かく悟ごはしておくべきだ。やるかやられるか。互たがいに命を賭かけているのは同じだ。それこそ、コーネリアや、俺とてそうであるように」

　そう。

　それは確かにそうだ。

　しかし──。

「付け加えるのであれば、ボガードの妻にしても、そういう男と知って一いつ緒しよになったのなら、同じ覚悟が多少は必要だろう。……だが」

　三歳の娘むすめはそうじゃない──。

　ルルーシュはつぶやくようにそう言い、再び横を向いた。

「子どもは──親を選べないのだからな」

　そういうこと……か。

　クッションを胸に抱いたまま、Ｃ．Ｃ．はなぜか数日前のことを思い出していた。

　この部屋で、ルルーシュを見送ったあの夕方のことを。

　この男に正義の味方のふりは貫つらぬけない──あのとき、Ｃ．Ｃ．はそう結論づけた。そして、それはやはり間違っていないと思う。この男はひどく冷れい酷こくなように見えて、そして、自身も冷酷に振る舞まおうとしながらも、根本の部分で情を捨てきれていない。いいや、捨てられるはずもないのだ。そもそも、この男の目的こそが情から発しているのだから。

　大切な妹を守りたい。

　自分を捨てた父に復ふく讐しゆうしたい──。

　結局、この男はそうやってどこかで情にとらわれ、そして……これからも取り返しのつかないことを繰くりかえしていくのだろう。世界の三分の一を支配する帝てい国こくを根底から覆くつがえす。そんな大事をなす者は、本来「ヒト」であってはならない。巨きよ大だいな欲望とは、それ以外の余分なものを捨て去ったときに、初めて成じよう就じゆの道が見えてくるものなのだ。しかし、この男はあまりに「ヒト」でありすぎる。

　前言撤てつ回かいだ。

　この男は、まだ自分の契約者としては足りない……。

　だが、そんなことを思いながらも、Ｃ．Ｃ．はそっとベッドの上から下りていた。

　ゆっくりとルルーシュが座っているソファに近づく。

　よくよく見ると、いつの間にか、ルルーシュは船をこいでいた。かなり疲つかれていたのだろう。実際、この数日はほとんど寝ねずに動き回っていた。

　わずかにためらってから、Ｃ．Ｃ．はベッドに戻もどった。たたんであった毛布を手に取り、再びソファに近づく。

　ふわりと上から毛布をかけてやっても、座ったまま眠ねむっているルルーシュは目を覚まさなかった。

　小さくため息をついて、Ｃ．Ｃ．は部屋の電気を消す。

　暗くら闇やみの中で。

　そのつぶやきはほんの少し、本当に微かすかだったが、いつもより柔やわらかい声だった。

「おやすみ──ルルーシュ」

　明日はあの学校に戻るといい──。

























【極東事変】

　皇歴２０１０年、神聖ブリタニア帝国と日本との間で行われた全面戦争。膨ぼう大だいなサクラダイトの埋まい蔵ぞう量を誇ほこる日本が、その分配率の恣し意い的な操作に乗り出したことをきっかけに起こった。圧あつ倒とう的な軍事力を保持するブリタニア軍に対し、当時の日本首相、枢くるる木ぎゲンブは無条件降こう伏ふくを決意。徹てつ底てい抗こう戦せんを叫さけぶ軍部を、自らの命を断たつことによっていさめ、戦争は終結した。（ただし、枢木首相の死については政権内のクーデター等、異説もある）これにより、日本はエリア11としてブリタニアの属領に加えられ、一時は完全にブリタニアの支配下におさめられたが──。
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────２０１７・６　エリア11







　──死は。

　きれいなものなんかじゃないってことを知った。

　そのことが一番、許せなかった。そんなこと知りたくなかった。

　あんなに好きだったのに。

　あんなに愛していたのに。あんなに愛されていたのに。

　だが、思ってしまったのだ。

　母と呼んだその人の、穴だらけの死体を見たときに。







　──汚きたない、と。







　吐はいた。

　血や臓ぞう物もつの臭においよりも、そう思った自分の心の醜みにくさに吐いた。

　吐いて吐いて吐きつづけて、それから、手当たり次し第だいに周囲へ当たり散らした。

　あんまり暴れたせいだろう。無理やり何かを飲まされて眠らされた。

　目を覚ますと、妹までもが瞳ひとみを閉とざし、世界を拒きよ絶ぜつしていた。

　──許せない。

　どうしても許すことができない。母をあんなふうにしたやつら以上に、そいつのことが許せない。自分たちにこんな思いをさせたことが何より許せない。

　なぜ守ってやらなかった。なぜ助けてやらなかった。なぜ見捨てた──！

　そうして、いつしか思うようになっていた。







　同じ思いを味わわせてやる──。







　貴様の大切なものを奪うばい、貴様という人間の人格を奪い、貴様の心を奪い、地に叩たたきつけてやる。

　何も残してなどやらない。死すら与あたえてやらない。そんな逃にげは許さない。その老いぼれた命が続くかぎり苦しめ。泣け。絶ぜつ叫きようしろ。

　正しいか間ま違ちがっているかじゃない。

　お前はそうなると、俺が決めたのだ。







　そして、ルルーシュは反旗を翻ひるがえす。

　何よりも認められない父という肩かた書がきの男に対して。
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　六月、コーネリアは一度ブリタニア本国に帰国した。

　このとき、コーネリアは、総そう督とく権限でエリア11に駐ちゆう在ざいする文武の高官九名を更こう迭てつしたことを、父、ブリタニア皇こう帝ていシャルル・ジ・ブリタニアに報告すると共に、本国からエリア11への兵員補ほ充じゆうを要よう請せいし承しよう認にんを得ている。無論、これもエリア11統治軍の強化のためである。

　ちなみに、これに先立って、コーネリアは一人の男と会談の場を持った。

　名をシュナイゼル・エル・ブリタニアといい、神聖ブリタニア帝国の第二皇子だ。コーネリアにとっては腹違いの兄にあたる。

　帝国宰さい相しようでもある彼は、父への口くち添ぞえを快かい諾だくしたのち、笑いながらコーネリアにこう語った。

「なかなか苦労しているようだね、コゥ。あのエリアのことは、本国でもいまちょっとした話題だ」

「宰相閣下のご期待に応こたえられず、お詫わびのしようもありません」

「いや。君が手を焼くくらいだ。他ほかの人間なら、もっと収拾がつかなくなっていたはずだよ。中ちゆう華か連れん邦ぽうへの押さえはエリア10のラシェルに話して、君のバックアップに回ってもらうことにしよう。他にも私が手伝えることがあったら、何でも言ってくれ」

「はい。感謝します、兄上」

　用件を終えると、コーネリアは離り宮きゆうで暮らす母の顔も見ずに、あわただしく帰国の途とについた。わずか一日半の里帰りである。実際、この時期のコーネリアは驚おどろくべき多た忙ぼうさの中にあった。着任間もない、しかも落ち着かない属領の総督としては無理もない。

　トーキョー租そ界かいの政庁に戻もどるなり、コーネリアは妹のユーフェミアを呼びだした。

「今後、総督主しゆ催さいのものを除いて、儀ぎ礼れい的な公式行事には私の代理でお前に出てもらう。よいな、ユーフェミア副総督」

「つつしんで承うけたまわります。総督閣下」

「すまんな。苦労をかける。しかし、現実問題として、私の強面こわもてよりお前の顔を見るほうが民たみも安心するだろう」

　これを聞くと、ユーフェミアは目を丸くしてから、ついで花が咲さくように微笑ほほえんだ。

「お姉さまはお優やさしい方です。わたくしはよく知っています」

「私はお前にそう言ってもらえるだけで十分だ、ユフィ」

「いいえ。いずれ、このエリアの方々にも分かっていただけることでしょう」

　ユーフェミアが退室すると、今度は側近のギルフォードを執しつ務む室に呼んだ。

「ＮＡＣから目を離はなすな」

「ＮＡＣ──キョウトのことでございますか？」

「そうだ。不ふ審しんな動きがあれば、すぐに私に知らせよ」

　それは戦前から、そして、戦後のいまにかけても、このエリア11で隠いん然ぜんたる力を保持している日本人の一団を表す名だった。戦前は政界というより財界の重じゆう鎮ちんが多かったのが特とく徴ちようだが、それだけに食えない者たちばかりだとコーネリアは思っている。

「文官たちは、我々の統治にも非常に協力的だ、などと申していたがな。しかし、そもそも、そこが怪あやしい。元々、かつては有数の経済大国であったこのエリアを好き勝手に動かしていた連中だ。我々に実権を奪われて面おも白しろいと思うか？」

「まことに」

「我々に従っているふりをして、反政府勢力に資金を流していてもおかしくないような輩やからだ。機会があれば、一度叩たたいておきたい。それに、金の亡もう者じやどもがのさばるようでは、我がブリタニアの沽こ券けんにも関かかわる」

　このあたりは、どちらかというと軍人気質、というより、経済よりも軍事至上主義者の傾けい向こうがあるコーネリアの偏へん見けんが発言に表れた形だったが、しかし、情勢を見るその目は確かだったと言えよう。結果的に、その判断は間ま違ちがってはいなかった。

　ギルフォードを下がらせた後、コーネリアは次の職務に取り掛かかろうとしたが、今度は秘書官の一人から連れん絡らくを受けた。

「ジェレミア卿きようが来庁され、殿でん下かへのお取次ぎを願い出ておられます」

「ジェレミア？」

　一度、怪け訝げんそうにその名を繰くりかえしてから、すぐにコーネリアは「ああ」とつぶやいた。ただし、そのつぶやきにはいくらか軽けい蔑べつがまじっている。

　その男は以前の総督クロヴィスの配下だった軍人で、さらに言えば、クロヴィスの死の直後、総督を失ったエリア11で代理執しつ政せい官として一時はトップに立っていた人物でもあった。もっとも、コーネリアの目から見ると、明らかに有能な男ではない。ナイトメアのパイロットとしてはまあまあだという話も聞くが、それ以外の評点は最低だ。本来、代理執政官などという役職は公式には存在せず、言わば緊きん急きゆう時の助っ人とのようなものなのだが、それにしても、この男ほど見事に上層部の期待に背そむいた者はいない。次の総そう督とくが着任するまで、混乱を最小限に抑おさえておくのが代理執政官の役割だというのに、テロリストどもにいいように引きずりまわされ、混乱を収めるどころか、さらに広げたのだ。言ってみれば、現在のコーネリアがエリア11の統治に苦労させられているのも、この男に責任の一いつ端たんがあるわけで、コーネリアからしてみれば、良い印象など持てようはずもない。

「階級を下げられたことに、不満でも言いにきたのか？」

　秘書官に応じたコーネリアの声には、明らかに不ふ機き嫌げんさが加わっていた。

「つくづく見下げ果てた男だな。追い返せ」

「は……しかし」

「総督への謁えつ見けんには正規の手続きを踏ふむことが義務づけられている。そう言ってやれ」

　その程度のことにも考えが及およばぬようだから、失態を犯おかすのだ──。

　そう告げなかったことだけが、コーネリアの部下に対する配はい慮りよだった。

　秘書官の姿が消えてから、コーネリアは留守中にたまっていた書類を片付け、それを終えると、最後にダールトンを呼んだ。

「そろそろ、よいか？」

　生まれながらの武人といった雰ふん囲い気きさえ漂ただよわせて、最も信しん頼らいする部下が執務室に姿を現すと、開口一番、コーネリアはたずねた。

　主語も何もかも省いたその問いかけに、ダールトンは一度首をかしげた。だが、すぐに太い笑えみを浮うかべてみせた。

「よろしいでしょう。租そ界かい周辺の防備も徐じよ々じよに固まりつつあります。総督がここを空けられても、もはや先日の事件のようなことは起こりますまい。──ただし、今回も空くう爆ばくではなく、ナイトメアによる制圧戦を進言します」

「言わば総本山だからな、あそこは」

「御ぎよ意い。できれば、首領のカタセと、それを補ほ佐さしていると思われる例のトードーは生かして捕とらえたいところです」

「奇き跡せきの藤とう堂どう──か。面白い。久々に歯ごたえのある相手と戦えそうだ」

　コーネリアも不敵な笑顔をつくった。

　それは、彼女が本来の自分の能力を最大限に発揮できる機会を得たことを表している。

「よし。部隊の編制は任せる、ダールトン。先行の偵てい察さつ隊を再度、派は遣けんせよ。その報告を受けた後──ナリタの日本解放戦線を叩く！」

「はっ！」

　租界のブリタニア軍が密ひそかに、しかし、一いつ斉せいに動きはじめた。







　いわゆる日本解放戦線を名乗る組織は、戦前の日本軍が母体となっている。

　戦後、ブリタニアは当然のことながら、日本の軍事機構を解体したのだが、中にはその命令に従わず、逃とう亡ぼうをはかり、抵てい抗こうを続けようとした軍人もいたということである。そういった者たちがブリタニアの残党狩がりの網あみをくぐりぬけ、密ひそかに結集し、反ブリタニアをかかげる団体を造りあげた。それが日本解放戦線の出発点だ。そして、このことはつまり、日本解放戦線が決して素人しろうとの集団ではないということも示している。ブリタニアの圧あつ倒とう的な軍事力の前に敗れさったとはいえ、元々は相応の訓練を受け、実戦の経験もある者たち。そこらの不良少年が集まったようなレジスタンスとは、威いも格も違う。

　実際、この組織の実力は相当なもので、エリア11全土が形としてはブリタニアの統治下に入った現在でさえ、いくつかの地域を勢力圏けんとし、ブリタニアの侵しん入にゆうを拒こばんでいる。独立を夢見る日本人の間でも、彼らこそ唯ゆい一いつの希望と見る者は多い。しかし、中にはこういう意見もある。

「滅ほろび去る以外ない連中だ」

　クラブハウスの自分の部屋で、ルルーシュ・ランペルージはきっぱりと断言した。

「歴史上、あの手の輩やからが政権の再さい奪だつ取しゆに成功した例は少ない。なぜだか分かるか、Ｃ．Ｃ．？」

「さあな」

　Ｃ．Ｃ．はどうでもよさそうに応じた。本当に興味はないのだろう。なにしろ、その手にはいま香こう辛しん料りようの瓶びんがあり、目の前には届けられたばかりで、湯気をあげるピザがある。

「思想の切り替かえができていないんだよ。軍事力はあっても、考え方が古い」

　つけっぱなしのテレビに目をやったまま、ルルーシュは勝手に続けた。

「過去に、その考え方のまま戦って敗れているにもかかわらずな。旧時代の遺物を象しよう徴ちようしているような連中だ。確かにブリタニアの侵しん攻こうはこの国の人間にとって、内側からの革新ではなく、外敵による強制的な変革だが、しかし、一度壊こわれた花瓶は二度と元には戻もどらない。それを戻そうとしているところに、連中の愚おろかしさがある。先細りしていくだけで、未来への旗手には決してなれない存在だな」

「お前ならなれると言いたいのか？　その旗手とやらに」

　死ぬほど好きと自負するわりには、無表情にピザをぱくついていたＣ．Ｃ．がたずねると、ルルーシュは振ふりむきもせず、端たん整せいなその顔にあざけるような笑みを浮かべた。

　当然だという答えなのか。それとも、そんなことは知ったことではないという意味なのか。

　しかし、その点には言げん及きゆうせず、ソファに寝ねそべったルルーシュは言葉を重ねた。

「まあ、組織全体としてはそういう連中だが、個人個人に目を向ければ、また話も違ちがってくるだろうな。というより、そういう組織だからこそ、心中させるには惜おしい人間もいるかもしれん」

「で、今回はそういうやつを助けるために、日本解放戦線の助すけ太刀だちか？」

「まさか」

　と、ルルーシュは肩かたをすくめた。

「そんなものは特に期待してなどいない。今回に関しては、ただ状じよう況きようが嚙かみ合っただけだ」

　現在、ルルーシュが指揮する黒の騎き士し団だんは、爆発的な勢いで入団希望者が増えている。

　最初に引き起こしたシンジュク事変からここまで、あれほどの話題を振りまき、成功を重ねてきたのだから、当然といえば当然だ。資金提供者の数もうなぎのぼりで増加しつつある。人材面に関してはもう一つ不満が残る部分もあるが、勢力の拡大自体は着実に進んでいる。

　ただし──だ。

「それ以上に、コーネリアがエリア11を再編するスピードが速い。正直、予想以上だ。このまま手をこまねいていると、つけ入る隙すきすらなくなってくる」

「お前の悪わる知ぢ恵えより、あの総そう督とくの方が一枚上手ということか」

「スタートラインが違っただけだ」

　ルルーシュが強調すると、Ｃ．Ｃ．は冷然と笑った。

「前に言わなかったか？　そういうのを負け惜しみというのだ」

「ふん……」

　不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすと、ルルーシュはその艶つややかな黒くろ髪かみを軽くかきあげた。

「ともかく──ここらでもう一度、コーネリアの頭を叩たたいておく必要がある。新しく入った団員にも経験を積ませなければならないからな。それに……」

　と、そこでルルーシュは言葉を切った。

　その先はこの少女、Ｃ．Ｃ．にも言うわけにはいかなかった。なぜなら、これはあくまでも、個人的な動機だからだ。

　ソファから手を伸のばすと、ルルーシュはこちらも届けられたばかりのポテトをつまんで、口に放ほうりこんだ。冷めると食べられた代しろ物ものではなくなるが、やはり揚あげたてはいい。昼食はすでにとっていたが、間食には最適だ。ちなみに、太るなどということは考えたこともない。経験もない。体質だろう。

　速くもなく遅おそくもないペースで熱いポテトを口元に運び、ルルーシュはなんとなくつけっぱなしのテレビに目をやっていたが、ふと、その眉まゆ根ねが寄った。

　画面に一人の少女が映っている。

　どうやら、何かのスポーツの大会のようだ。華はなやかな礼装に身をつつんだ少女は演台に立ち、マイクに向かっている。

　テレビ画面越ごしにも、その整った顔はやや緊きん張ちようで強こわ張ばっているように見えた。ただ、不快感を覚える姿ではなく、どこか初うい々ういしい。懸けん命めいに自分の役目をこなそうとしている気持ちが伝わってくるせいだろう。思わず微び笑しようを誘さそわれてしまいそうなほどだ。

『……で、では、わたくしユーフェミア・リ・ブリタニアの名において、今大会の開会を宣言いたします。選手の皆みなさん、本日は……』

　演説のほうも、おせじにも達者とは言えない。しかし、それでもなぜか、心が和なごむ光景なのだ。

　不意に、黙だまっていたＣ．Ｃ．が口を開いた。

「あの総督の妹か。こう言ってはなんだが、血のつながった姉し妹まいにはとても見えないな」

「それを言うなら、俺やナナリーも半分は血がつながっている。まあ、ナナリーとは姉妹と言われても、違い和わ感はないだろうな」

　ルルーシュの声には特に何の感かん慨がいもこもっていないようだった。

　Ｃ．Ｃ．がそんなルルーシュにちらりと目線を走らせた。

　そうして、静かにたずねた。

「これも、お前の倒たおすべき敵の一人か？」

「いや──」

　ルルーシュはゆるやかにまぶたを閉じた。

　どこか遠い日の出来事を語るような口調で、

「彼女は毒にも薬にもならないよ。コーネリアと違ってな。──しかし、だからこそ」

「だからこそ？」

「できれば、早めにこのエリアから出ていってほしいところだ。ここはもうすぐ……彼女が見ていいような世界ではなくなる」







　演台を下り、用意されていた衝つい立たての裏側に隠かくれたところで、少女──ユーフェミア・リ・ブリタニアは大きく息を吐はきだした。

　まだ心臓が暴れている。手が少し震ふるえている。

　だから、黙っていられなくなる。あまり意味はないと分かっていても、つい近くの人間にたずねてしまう。

「あの……あれで、よかったでしょうか？」

　すると、油断なく辺りの様子をうかがっていたＳＰの女性は一いつ瞬しゆん、怪け訝げんな顔になり、それからにっこりと笑った。

「すばらしかったですわ、殿でん下か」

「そうですか……、ありがとう」

　ただ、礼を述べながらも、ユーフェミアには彼女がそう答える以外ないということも分かっている。というより、ここで「だめでした」とか「お話になりませんね」などと口にする人間がいるはずもないのだ。結局のところ、自分への評価は自分が下す以外にない。

　大会そのものは観戦せず、専用のリムジンに案内されたときも、ユーフェミアの心臓の動きはまだ少し速かった。

　本音を言えば──。

　情けない、と思う。

　たぶん、姉なら、こんなことはワインの一いつ杯ぱいでも飲み干すように軽くこなしてしまうだろう。でも、自分はまだ慣れていない。うまくいかない。経験の差──だとも思いたいが、それだけじゃないという声もささやいている。考えてみれば、姉はいまの自分と同じ年ねん齢れいのころ、すでに堂々と人前で演説していた。それなりの役職にも就ついて、てきぱき仕事をこなしていた。現在にしても同じことだ。最近の皇族に義務付けられているナイトメアの操縦訓練。あれだって自分と同じくらいしかやっていないはずなのに、もう軍のエースたちを軽くあしらえるほどになっている。

　人には持って生まれた品格のようなものがあるのではないか。

　静かに走るリムジンの中で、ついユーフェミアはそんなことも思ってしまう。

　自分はたぶん──お姉さまのようにはなれない。

「……このあと、ユーフェミア様には一度、政庁にお戻もどりになっていただきます。その後、一四時からは定例の記者会見、一五時半には先日開館した国立博物館の記念式典にご出席いただき、一八時から貴族院の方々主しゆ催さいの晩ばん餐さん会かいという流れになっております」

　正面の座席に腰こし掛かけた女性が今日のスケジュールを確かく認にんしていた。こちらは先ほどのＳＰとは違ちがう。ユーフェミアに付けられた秘書官だ。

「どうなさいました、ご気分でも？」

「あ、いえ……。大だい丈じよう夫ぶですから。時間もちゃんと把は握あくしています」

「そうですか。何よりです」

　それっきり会話は途と絶だえた。

　居い心地ごこちが悪くなって、ユーフェミアは窓の外の街の景色にぼんやりと目をやった。

　この辺りは繁はん華か街がいというより、むしろ高級住宅街だ。ビルの類たぐいはほとんどなく、なだらかな家々の屋根が延々と続いている。街路樹が並ぶ歩道を歩く人ひと影かげも多くない。気持ちの良さそうな初夏の日差しだけが、さんさんと辺りに降りそそいでいる。

　交差点を右に曲がり、道がやや上り坂になった。

　と、そこで、ユーフェミアは車の進む先にそれまでの住宅とは趣おもむきの異なる建物を見つけた。

（あ……）

　広々とした敷しき地ちを取り囲む塀へいの向こうに、空に浮うかんでいるような高い鐘しよう楼ろうが見える。生おい茂しげる針葉樹、落葉樹。それらを従えた五階建てくらいの、横長の建物。一つではない。いくつも並んでいる。

　学校だ。校名も知っている。

　私立アッシュフォード学園──。

　それ自体にも心をひかれなかったと言ったら噓うそになる。なにしろ、ユーフェミア自身、ここエリア11の副ふく総そう督とくに就任する前は、本国でごく当たり前のように──同年代の子たちと同じように、学校に在ざい籍せきしていたのだ。帝てい国こく第三皇女という立場が立場だけに、他ほかの子たちとまったく同じというわけにはいかなかったが、それでも身分を超こえて親しくしてくれた友達はいた。こう見えて、自分も結構悪戯いたずら好きというか冒ぼう険けん好きなので、ある意味では皇女らしからぬ無茶をやったこともあったが、そんなとき、一いつ緒しよになって悪乗りしてくれる子もいた。自分が学校をやめると知って、本気で哀かなしんでくれた子もいた。なつかしいというにはまだ早い。そこは確かに自分にとっての穏おだやかな日常だったのだ。形はまったく違うが、こうして同じ匂においがする場所を見ると、どこか胸が痛む。

　加えて、いま、目の前に近づいてくるこの学校には──。

　そんなことを考えていたものだから、その後ろ姿を見た瞬間、心臓の鼓こ動どうがどくんと跳はねあがってしまった。

　見間違いかと思い、いや、そういうこともあるのだとすぐに思い直した。確かに、この時間は学校の生徒が外をうろうろしている時間ではない。が、彼に限ってはそうではない。これくらいの時間に帰らなければいけないこともあるはずだ。

　日差しを受けて、かなり茶色っぽく見える髪かみ。すらりとしている学生服姿。服装違い反はんなんて考えもしていないような雰ふん囲い気きが、なぜか少しおかしい。長い脚あしがきびきび動く。それに、この角度では見えないけれど、あの目。初めて会ったときには思わずまじまじと覗のぞきこんでしまった、その瞳ひとみ。柔やわらかくて、優やさしくて、でも、どこか厳しくて、哀しそう──だから、学校に行ってほしいと思った。十七歳なら学校に行くべきだ、などとずいぶん偉えらそうなことを言ったけれど、それでも間違ってはいなかったと思う。あのとき話しているうちに、この人はひょっとして自分自身のことをひどく嫌きらっているんじゃないかと思った。だから、他人には優しいけれど、自分にはとても厳しい。だったら、少しでも誰だれかの優しさが感じられる場所にいてほしい。そういう場所を持っていたほうが、絶対にいい。

　いまはもう、あのときのように自分の名前を呼んでくれることはまずないと思う。

　あのとき、彼に出会った自分はわざと皇女だということを隠かくしていた。ふとそうしたいと思ってしまったのだ。でも、いまはもう彼も自分のことを知っている。

　リムジンが、歩いているその横を通り過ぎていく。

　もちろん、ユーフェミアは車を停とめて、声をかけるなどということはしなかった。そんなことをしたら、かえって迷めい惑わくがかかる。彼も困るだけだろう。

　だから、一度だけ振ふり返って、その姿を見た。向こうからはおそらく見えない。気づかない。そういう処理が施ほどこされた車なのだ。

　だが──。

　たったそれだけのことで、ついさっきまで沈しずみかけていた気持ちが晴れた。

「どうなさいました？」

　また秘書官がたずねてくる。

　ユーフェミアはそれに対して「いえ」と応じたあとで、小さく笑った。

「なんでもありません」

　自分でも声に張りが戻もどったことが分かる。

　甘えてはいられない。確かに、自分はお姉さまのようにはなれないだろう。しかし、自分にもできることはあるはずだ。

　一つ一つ、学んでいこう。

　彼もおそらくそうしているように。

　そう。

　一つ一つ──。







　ふと誰かに見られているような気がして、スザクは目をあげた。

　視界の先で、ずいぶん立派な車が走り去ろうとしている。

　別に害意のようなものは感じられなかったので、そのまま見送ってから、再びスザクは歩道を歩きはじめた。

　角を曲がり、目的の場所に急ぐ。いや、この場合は目的というより、約束の場所というべきか。

　学園に隣りん接せつしている大学の裏門。その正面。

「やあ、スザクくん。お勤め、ご苦労さま」

　いつものように白衣を着たロイドが、いつ見ても腹に一物抱かかえていそうな笑え顔がおでスザクに手をあげた。その後ろには、ランスロットを積みこんだヘッドトレーラーが停まっている。厳密にいえば、特別派は遣けん嚮きよう導どう技術部というのは、あのトレーラーだけを指すのだ。とりあえず諸もろ々もろの機材を補給したり、格納したりするための基地もないことはないが、しかし、あれはあくまでもエリア11統治軍の所有物であって、本国直属の特派からすれば借り物だ。占せん有ゆう物ではない。この先、特派が目を瞠みはるほどの功績でもあげれば話はまた変わってくるが、現実的にはそれもなかなか厳しい。

「学校にはちゃんと伝えてきた？」

　助手席からセシルも顔を出し、スザクはそれに対して「はい」と答えた。

「週末から来週にかけて、しばらくお休みをいただいてきました」

「よしよし。それじゃあ──」

　ロイドの眼鏡めがねがきらりと光った。

「今日から三日間、午後は本番前の予行演習といこうか。仮想シミュレーションプログラムはＣ─13とＥ─49を中心でやるからね。きついよ～？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

「でも、結局これも前回みたいにコーネリア殿でん下かが敵をボッコボコにしちゃったら、無意味になっちゃうんだよねえ。あ～あ、たまにはぱーっと負けてくれないかな。ぱーっとランスロットが暴れられるくらいに」

　さすがにスザクは少し返答に困った。







　　　　２




　一、八、一七、二五、一四、六、一三、五二。

　七、四八、一五、二七、三、九、六五、五、五、一一、二。

　無む作さく為いに次々と出現する標的に対し、少女は精確な操縦で機体を滑すべらせ、そのことごとくを破は壊かいしていく。

　かなり赤い髪かみをした少女だ。頰ほおをひとすじ流れる汗あせは、運動によるものというより緊きん張ちようのせいかもしれない。額に赤と藍あい色いろで染め分けられたバンダナを巻いている。操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手は力強く、そのくせ手さばき自体は繊せん細さいで素す早ばやい。

　髪と対照的な青い色の瞳には、密林を駆かけ抜ぬける雌めす豹ひように似た鋭するどさがあった。

　もし、そんな彼女の姿を見れば──学校の教師などはひっくりかえるだろう。彼女をよく知る生徒なら尚なお更さらだ。

　名は、カレン・シュタットフェルト……いや、紅こう月づきカレン。

　私立アッシュフォード学園生徒会メンバーで、ブリタニア貴族の名門、シュタットフェルト家の病弱なお嬢じよう様さま。しかし、本当の顔は、ブリタニアに反旗を翻ひるがえす組織、黒の騎き士し団だんのエースパイロット──。

　ここにも仮面をかぶった人間が一人いる。が、彼女の仮面は比ひ較かく的、誰だれからも分かりやすい形をしているとも言える。要するに、彼女はブリタニア人と日本人の間に生まれた人間であり、しかしながら、自らの意志としてブリタニアではなく日本を選んだ人間だ。

「……一七、二一、七三、四二、六、三、一四、九──八っ！」

　瞬しゆん間かん、カレンの動きがぴたりと止まる。

　続いて、下を向き、ほうと大きく息を吐はきだした。動どう悸きがおさまらないのか、形よく張った胸が目に見て分かるほど上下している。

　と、そこへ、どこからともなく別の女性の声が響ひびいた。無線だ。

『お疲つかれ、カレン』

　そのとたん、カレンはさっと顔をあげて、相手にたずねた。

「どうだった？」

　女性の声がわずかに沈ちん黙もくする。そして、

『お見事。百発百中。ま、格かく闘とう戦主体の機体でこの言い方もどうかと思うけどね』

「やったっ」

　満面の笑えみを浮うかべて、カレンは胸の前でぐっと両の拳こぶしをにぎりしめた。この姿も学校の人間が見れば、自分の目を疑うだろう。

　上じよう機き嫌げんのまま、カレンは円形になった操縦席の電源を全すべて落とした。ちなみに言うと、これは本体ではない。本体と直結したシミュレーションポッド。つまり、いまのはあくまでも訓練だ。

　タッチパネルで天てん井じよう部の開閉口を開け、カレンがポッドから外に出たとき、また声をかけられた。ただし、今度は女性ではない。

『──さすがだな、カレン』

「あ……」

　オペレーター役を務めていた女性──井いの上うえという名の団員だ──の横に、いつの間にか、その人ひと影かげがあった。

　全身を闇やみ色に染めた姿。

　頭につけた仮面の表面だけが、格納庫の明かりを反射して鈍にぶく光っている。

「ゼロ！」

　はつらつとした声をあげて、カレンはその前に走り寄っていった。

「見ていたんですか？」

『ああ』

　と、仮面の男、黒の騎士団のリーダー・ゼロは小さくうなずいてみせた。

『井上がすごいすごいと連発するものだからな。ついつい、興味をひかれて見にきてしまった』

「光栄です」

　仮面を見あげるカレンの目には、先ほどの訓練のときの鋭さはなく、純じゆん粋すいな憧あこがれがある。

　──無論。

　カレンは知らない。この仮面の内側がどんな顔なのか。それが本当は誰なのか。

　知ったときは、どうなるのか？

　それは……いまは分からない。

　ともかく、現在のカレンにとって、その人物は数々の奇き跡せきを起こした天才であり、おそろしく優ゆう秀しゆうなリーダー。それだけだった。それ以外は別に必要なかった。

「で、感想は？　ゼロ」

　横から井上が笑いながらたずねると、ゼロは軽く肩かたをすくめた。いつも通りのマイクによる音声で、

『そうだな……戦場で君に会ったら、私なら一目散に逃にげる、というところかな』

　カレンの顔がぱっとさらに輝かがやいた。

『実際、大したものだ。前に乗っていたグラスゴーとは、根本的に設計思想が違ちがうというのに。短期間でよくここまで──』

「ありがとうございます。でも、半分は機体のおかげです。これなら、あの白しろ兜かぶとにも……」

『勝てる、か』

　言いながら、ゼロはすぐそばに立つそのナイトメアを見あげた。つられて、カレンや井上も目を移す。

　真しん紅くの機体は、まるで専属パイロットにあらかじめ合わせたかのようだ。

　ブリタニア軍の主力機、サザーランドやグロースターとはフォルムも大分違う。人型は人型なのだが、ブリタニア軍のそれが明らかに「騎き士し」をイメージしたものに対し、こちらはそういった優ゆう雅がさには程ほど遠とおく、代わりにいかにも殺さつ戮りく者めいた威い圧あつを感じさせる形をしている。直立しても、やや背を屈かがめたような姿。体高に比べて長い腕うで、逆に安定感と力強さを思わせる短い脚あし。そして、何より──右腕の先に備えつけられた、その巨きよ大だいな銀の爪つめ。

　ブリタニアから流れてきた中古品ではない。ブリタニア軍から強ごう奪だつした量産機でもない。これこそが、七年前にナイトメアを所持せず、所持するブリタニア軍に完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされた日本が、ようやく完成させた初の純日本製ナイトメア。

　正式名めい称しようを、紅ぐ蓮れん弐に式しきという。







　──確かに使えそうだ。

　自室に戻もどり、ゼロ＝ルルーシュは内心でそんなことをつぶやいた。

　もちろん仮面は脱ぬいでいない。ここは自宅ではなく、シンジュク・ゲットー内部にある黒の騎士団のアジト。この部屋もルルーシュとしてではなく、ゼロとして用意された部屋だ。この場所にいる限り、ルルーシュは仮面を取るわけにはいかない。

　紅蓮弐式に関しては、カレンのパイロット能力の高さもさることながら、基本スペックだけでも既き存そんの機体をはるかに凌りよう駕がしていた。マニュアルを読みこんだが、運動性能といい、あの「切り札」といい、格闘戦では無類の強さを発揮するだろう。鬼おにに金棒という言葉だったか。あれはカレンに任せておけば、一騎だけでも相当な戦力となる。付け加えると、ルルーシュにはあの機体を自分自身の指揮官機として使う発想はまったくなかった。ルルーシュもナイトメアの操縦はできるが、あくまでもブリタニアの平均的な騎士レベル。が、カレンはそうではない。半ば天性に近い力を持っている。戦場で戦いぬこうとする強い意志もある。その機体の能力を最大限に引き出せるパイロットを使わないことほど、指揮官として馬ば鹿か馬鹿しい話はない。

　まあ、より現実的な問題としては、あれを気前よく提供してきた「キョウト」の連中への対応を、これから先よく考える必要があるが。

　しかし、今回に関しては、存分に活用して構わないだろう。

　──さて。

　そうなってくると、今度はその力を生かす戦術の問題となってくるのだが──。

　ルルーシュは部屋にあるパソコンで、そのデータを呼びだした。

　地図だ。ただし、二次元的なものでなく三次元表示されている。上下左右、さらには地質から植生まで。必要な情報はほぼ九割方、これで得ることができる。

　波打ち、盛りあがった地面の上部に、小さくＮＡＲＩＴＡの文字があった。

　そう。

　その山々こそ、ナリタ連山。標高は軽く二〇〇〇を超える。日本解放戦線の本ほん拠きよ地ちであり、いまやブリタニア軍の侵しん攻こうを目前にし、風前の灯ともしびとなりつつある反ブリタニア勢力の拠点。

　実を言うと、ルルーシュはここ数日、この地図を使って作戦を練りあげていた。今回はコーネリアの留守を狙ねらって行動を起こすわけではない。あのコーネリアが率いるブリタニア軍と正面からぶつかりあうことになるのだ。作戦を練って練って練りすぎるということはない。

　そうして考えた作戦案は実際、二十四通りほどもあったのだが、ルルーシュはこれを一度全すべてリセットした。もちろん、理由はカレンの紅蓮弐式への適応が意外に早く進み、戦力として計算できるようになったからである。あれを使わない手はない。

（そうだな……）

　まずは、初心にかえって、敵味方の戦力比ひ較かくからいってみようか。

　現在、ここエリア11に常じよう駐ちゆうしているブリタニア統治軍の兵数は、諸もろ々もろの情報から推測すると、総数約六十五万。

　これに対し、ルルーシュが指揮する黒の騎士団の兵数は、単純な情報提供者など非ひ戦せん闘とう要員を除いて、七百。

　六十五万対たったの七百。

　数だけ見れば、笑いすら出てこない。

　しかし、この数字だけでは実態を測れない。視点を変えよう。

　ブリタニア軍六十五万といっても、当然それはエリア11全域に散っている。そこで、今回の戦場となるナリタ連山のある軍管区、トウブＡ管区に目を移してみる。ここはエリア11の中心といってもいいトーキョー租そ界かいと政庁があるだけに、他ほかの地区より常駐している兵の数は多い。推定で約二十万。だが、これも全てブリタニアの軍事行動に参加するわけではない。

　──先月のミューラーの件があるだけに、コーネリアも慎しん重ちようになっていると考えて。

　各拠点への防備に兵力を割さいた上で、実質、動かせるのは最大五万。

　実は、この兵数に関しても実際はもう少し少なくなるだろうという予測がルルーシュの中にはあるのだが、それ以上の甘い観測はやめておいた。敵を侮あなどるのは愚おろかしい。少なくとも、多少の無理をすればコーネリアはそれだけの兵力を動員できると思っていたほうがよい。

　五万対七百。

　これでもまだ笑えない。

　だが、地図を見たまま、ルルーシュはゼロの仮面の内側で皮肉っぽい笑えみを浮うかべていた。

（これで勝てたら、まさしく奇き跡せきだな）

　といっても、ルルーシュ自身がそう考えているというのではない。他の人間が知れば、そう思うだろうということだ。ルルーシュ本人は負けることなど露つゆほども考えていない。

　──メシアですら奇跡を起こさなければ認めてもらえなかった。

　つまり、ルルーシュと黒の騎き士し団だんが本当の意味でこのエリア11の「救世主」に成りあがるためには、ここらでもう一度、奇跡を起こす必要があるということ。

　さて、そこでだ。

　奇跡を具現するための一つの鍵かぎとして浮ふ上じようしてくるのが、本来、コーネリアのブリタニア軍と対たい峙じすることになる日本解放戦線である。情報によれば、こちらの兵力は最大で七千。ただし、ルルーシュはこれを戦力としてはそれほどあてにしていない。例の河かわ口ぐち湖こ畔はんの事件からこれまで、黒の騎士団と彼ら日本解放戦線の関係は明らかに悪い。共闘を持ちかけたところで彼らの側から拒きよ否ひしてくるだろうし、そもそも、共闘する気もない。

（囮おとりと引き立て役──まあ、そんなところだな）

　第一、いくら現在のエリア11における反ブリタニア勢力の最大派は閥ばつといっても、これとコーネリア軍が正面からぶつかれば、百パーセントの確率でコーネリア軍の圧勝だ。コーネリアは今回の作戦で、主力兵器であるナイトメアを軽く三百以上は戦線に投入してくるだろう。対して、日本解放戦線が所持するナイトメアの数は、多く見積もっても、せいぜい五十から六十。戦局を決定づけるナイトメアの数にこれだけの差があるのでは、勝負にもならない。

　加えて、指揮官の問題もある。

　神聖ブリタニア帝てい国こく第二皇女、そして、エリア11総そう督とくコーネリア・リ・ブリタニア──。

　いまのところ、ブリタニアへの反逆の最大の障害とも言えるその敵将に関して、ルルーシュはまったく低い評価を下していなかった。なにしろ、過去にルルーシュ自身もコーネリアが率いる軍に挑いどんで、逆に完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされた経験があるのだ。しかも、あのギアスの力を使って、戦術を練ったにもかかわらずである。

　そのときの苦い経験から、ルルーシュもコーネリアに関して調査を行い、分ぶん析せきを進めていた。その結果、次のようなことが言える。

　一つ。

　コーネリアが率いるブリタニア軍兵士の士気は異常なまでに高い。

　元々、このエリアに赴ふ任にんする以前から世界各地で輝かがやかしいばかりの戦績をあげてきたコーネリアだ。兵士たちからはそれこそ戦いくさ女め神がみのようにあがめられている。これを崩くずすのは容易ではない。特に親衛隊に関しては、どれだけ戦局が混乱の極きわみに至っても、現場を放ほう棄きして逃にげ出すなどということはまずないだろう。まあ、今回に関しては、親衛隊だけでなく、元々エリア11にあった統治軍、つまり前総督クロヴィス配下の兵も交じっているだろうから、狙ねらうとするならそこくらいだが、これもそれほど期待はできない。なぜなら、コーネリアがそんな兵を重要な地点に配置するとは思えないからだ。

　二つ。

　性格からなのか、コーネリアは戦術として堂々とした正せい攻こう法ほうをとりたがるが、その戦法は決して硬こう直ちよくしたものではなく予想以上に柔じゆう軟なん。場合によっては奇き策さくも用いる。

　これはルルーシュ自身が身をもって経験した。過去、ルルーシュはあのシンジュク事変のときと同じように、ギアスを使い、敵のナイトメアを強ごう奪だつして、コーネリアの本ほん陣じんを急きゆう襲しゆうしようとしたことがあった。が、コーネリアは素す早ばやく陣の形を変え、逆に囮を使ってルルーシュを攪かく乱らんし、死地に引きこもうとした。そのときはルルーシュもなんとか逃のがれることができたが、同じ状じよう況きようにもう一度追いこまれれば、次はないと思っている。決して、猪ちよ突とつ猛もう進しんだけが取り柄えではないのだ、あの皇女は。

　三つ。

　配下にも優ゆう秀しゆうな人材をそろえている。

　これはコーネリアが過去に積み重ねてきた戦歴を繙ひもとけばすぐに分かる。ルルーシュが調べたところによると、側近のダールトンはコーネリアに仕える以前からも勇猛果か敢かんな軍人として数々の実績をあげているし、騎士ギルフォードも若いながらエース級のナイトメアパイロットとして名が通っている。その他、アレックス、クリフト、エンドーヴァー、フランドルなど、少なくともナイトメア戦に関しては、あれほど強力な部隊は世界中のブリタニア軍の中にもあまりない。コーネリア自身もナイトメア乗りとして相当優秀、というか部隊の中でも一、二を争うほどだが、しかし、彼女一人で戦っているわけではない。

　最後に。

　退くべきときは知っている。

　ブリタニアの皇女という生まれがそうさせるのだろう。コーネリアはプライドが高く、みじめな敗戦に耐たえられるような性格はしていない。が、一方で彼女は自分の部下に対して情に厚い。兵を無む駄だに死なせるくらいなら、どんな手を使ってでも、それを防ごうとするタイプだ。必要であれば、退たい却きやくを是ぜとすることもいとわない。

（実際、隙すきはないな──）

　指折り敵の司令官の特長を数えてみて、ルルーシュはさすがに少し胸のうちで憮ぶ然ぜんとした。

　日本解放戦線のことを笑ってもいられない。黒の騎士団にしても、これとまともにぶつかるのは、まさしく蟷螂とうろうの斧おのというべきだ。兵数や兵器の差だけではない。兵の士気や練度に関しても、いまの黒の騎士団には新入りの団員も多く、到とう底ていコーネリア軍には及およばない。普ふ通つうに戦えば、木こっ端ぱ微み塵じんどころか鼻息一つで吹ふき飛ばされて終わりだろう。

（そう、普通に戦えば、だ）

　ならば、普通に戦わなければよいのだ。ルルーシュはもう一度、パソコンに表示された地図に目をやる。

　コーネリアはこのナリタ連山の日本解放戦線に対して、おそらく包囲作戦をとるだろう。部隊を分け、四方から取り囲む。それができるだけの戦力差があるのだ。アリの一匹ぴき逃のがさぬ陣をしいて、その後、一気に山を攻せめ登る。これに対し、攻められる日本解放戦線の選せん択たく肢しは一つだけ。一点突とつ破ぱによる脱だつ出しゆつのみ。山の地形を利用してゲリラ戦を展開するには、敵のナイトメアの数が多すぎるし、そもそも援えん軍ぐんのあてもないのに山に立てこもるのは愚ぐの骨こつ頂ちようというべきだ。

（いや、そう断定するのも危険か）

　ルルーシュは少し考え直した。

　いまのは、ルルーシュが自分ならそうするという考えだ。しかし、コーネリアはともかく、日本解放戦線側が同じ動きを見せるとは限らない。解放戦線側の指揮官がよほどの愚ぐ者しやなら、意味もなく籠ろう城じよう戦を選択する可能性もある。

（相手の数におびえて、あっさり投降するという選択肢もあるわけだからな）

　冷れい笑しようまじりにルルーシュは思った。やはり、解放戦線の兵力はあてにするべきではない。

（問題なのは、ブリタニア軍の編制だ。コーネリアはクロヴィスと違ちがって、大人しく後方指揮官で待機していられるような女ではないから──）

　おそらく本隊とも言える部隊を率いて、自らナイトメアで出しゆつ撃げきしてくる。

（その位置は、八割方の可能性でここ……予備部隊を挟はさんで、ダールトンの部隊はこの辺りか。ギルフォードはコーネリアのそばを離はなれることはないだろうから、谷を挟んで反対側の斜しや面めんを登る部隊はエンドーヴァーあたりの指揮だな。後方に廻されるのは、兵の質から言っても、クロヴィスの部下だった連中……）

　ルルーシュがマウスを動かすたびに、画面上の地図ではぽつぽつと光点が生まれ、仮想の戦場が組みあがっていく。

（となると、やはり予備部隊、ダールトンの部隊との連れん絡らく線を切れば、コーネリアの本隊はかなりの確率で孤こ立りつする。立て直しにも時間がかかる……これが可能になれば、それなりの勝負ができるというものだが──）

　しかし、たったそれだけのことでも容易ではない。あからさまな陽動に乗ってくるような連中ではないし、何より、こちらの兵が足りない。

（黒の騎き士し団だんのナイトメア部隊は、カレンの紅ぐ蓮れん弐式を含ふくめてコーネリアの本隊とやりあうときに全機投入せざるをえない。つまり、それまでは温存するしかないということだ。まあ、その状じよう況きようを作ったとしても、コーネリアを打ち破るのは恐おそろしく困難だが……しかし、そうなると誰だれが他ほかを抑おさえる？……いや、待てよ。誰が、だと？）

　そこで、はっとルルーシュは身を乗りだし、目の前の地図に見入った。

　じっとにらむようにして、しばらくの間、それを注視したあとで──。

　にやりとした笑えみが仮面の中に浮ういた。

（なるほど、抑えるという発想自体が消極的すぎたな。この場合、奇き襲しゆうをかけるのはこちらであって、向こうではない。いささか古典的ではあるが──やってみるか）

　そんなことをルルーシュが思ったとき、部屋の扉とびらがコンコンと鳴った。

「ゼロ。いるか？」

　男の声だ。ルルーシュは素す早ばやく画面上の地図を消し去った。信用できない相手ではないが、立案中の作戦を他人に見られるのはあまり好みではない。

　そうして、ルルーシュは扉の向こうの声に応じた。

『扇おうぎか？』

「ああ。いま、いいか？」

『ああ』

　扉が開いて、その青年が中に入ってきた。かなり大おお柄がらな男だ。すり切れた革かわジャンにジーンズ。それだけ見れば、そこらの学生のようにも思えるが、実際、歳としはもっと上だ。さらに付け加えると、実質的にこの黒の騎士団においては、ルルーシュ＝ゼロに次ぐナンバー２。いくらか人が良すぎるところは欠点とも言えるが、その穏おだやかな性格からか、団員の間での信望は厚い。

　名を扇おうぎ要かなめという。

「例の男から、また情報が入った」

　ルルーシュの前にある椅い子すに座りながら、扇はいきなり切り出した。

「あのディートハルトとかいうやつだ。──なあ、ゼロ。正直、俺はあまりあの男を信用しないほうがいいとも思うんだが……」

『その点については、私に任せておけと言っただろう』

　ルルーシュはそっけなく応じた。

『それで？　情報とは？』

「あ、ああ……」

　と、扇はややためらってから、

「ブリタニア軍の出立が少し遅おくれるらしい。前の情報では、予定は週末だったが、来週の頭にずれこみそうな情勢だそうだ」

　さすがにルルーシュも眉まゆをひそめた。

『なにか、あったのか？』

「さあ。それについては、あの男も分からないと言っていた。ただ、予定がずれることだけは間違いないって断言している」

『ふむ……』

　少し気になった。

　コーネリアはこの日本解放戦線の制圧作戦を、かなり以前の段階から計画だけはしていたはずだ。実行すると決断したからには、相応のめどが立ったからのはずで、それがこの時期になってスケジュールに狂くるいが出るとはどういうことなのだろう。

『まあ、あちらにはあちらの都合があるということだろうが……』

「どうする？　少し様子を見るか？」

『いや──』

　と、ルルーシュは傾かたむけていた首を元に戻もどし、疑念を振ふり払はらった。

『確かにひっかかるが……逆に言えば、こちらとしても突とつ貫かん工事だった準備にいくらか余よ裕ゆうができたわけだからな。疑問は残るが、感謝してもいいくらいだろう』

「それじゃ……」

『計画に変へん更こうはないということだ、扇』

　この言葉を聞くと、扇はわずかに顔を曇くもらせた。

　元々、この青年は今度の作戦に対して賛成ではない。面と向かって反対意見を述べてくるようなことはなかったが、あまりに無む謀ぼうだと思っているのは横で見ていてもよく分かる。

　──それがごく当たり前の反応と言うべきだろうな。

　しかし、だからこそ、ルルーシュとしてはやらなければならないのだ。

『それより、扇。ナリタ周辺の状況だ。正確にまとめて、私に報告しろ』

「状況って……」

　扇の表情がますます渋しぶくなった。

「そんなの、言うまでもないだろう。道路はブリタニアの検問、林間部はブリタニアの偵てい察さつ兵……あちこちに立っているよ。完全封ふう鎖さするのは、実際に軍が動きだすときだろうが」

『そんなことは分かっている。私が知りたいのは、やつらの位置だ。どこで検問を行っているのか、偵察部隊はどこに展開しているのか』

「それを知ってどうするんだ？　まさか、連中が日本解放戦線と戦いはじめたら、背後から襲おそいかかるとか──そんな無茶な」

『ふふ……挟きよう撃げきは不可能。分かっているじゃないか、扇。確かに、はさみ撃うちなどというものは、互たがいの連れん携けいがかみ合い、なおかつ、それなりの兵力がある場合に有効な作戦だ。いまの黒の騎き士し団だんと日本解放戦線では、簡単に各個撃破されて終わりだな』

「だったら……」

『私の頭に挟撃などという選せん択たく肢しはない。あるのはむしろ、その逆だ。……そうだな』

　と、そこで、ルルーシュはやや芝しば居いがかった仕草で両手を大きく広げてみせた。

　ふっと仮面の内で笑ってから、

『この場合、多少意味は異なるが「逆落とし」とでも言っておこうか。だからこそ、我々はブリタニアの偵察網もうを秘ひ密みつ裏りにくぐりぬけなければならないのだ。無論、その先にある日本解放戦線側の偵察網も』

　──ギアスを使ってな。

　そこだけは扇にも聞こえないよう、ルルーシュは心の中だけでつぶやいた。







　研究所内の空気があわただしい。

「急ぐんだ。ここはあと数日で戦場になる」

　眼鏡めがねをかけた、そのスーツ姿の男性は額に汗あせを流して、部下に指示を出していた。彼の前では多くの研究員が右往左往している。ある者はフォークリフトで機材を積みあげ、ある者は巨きよ大だいなコンピュータからデータのコピーを取りつづけ、また、ある者は単なる段ボール箱を抱かかえて走り回っている。

　が、そこで、部下の一人らしい若い男が足を止めて、あきらめ気味の声をあげた。

「局次長、やっぱり無理っすよ。これだけの設備をたった数日で移転なんて……」

「分かっているよ」

　指示を飛ばしている眼鏡の男性の顔にも沈ちん痛つうな表情が浮うかんだ。

「しかし、局長が『あのお方』にまで頼たのんで、なんとか軍の出発を遅おくらせてくれたんだ。やれるだけのことはやっておかないといかん」

「でも……」

「テロリストの勢力圏けんに近ければ、監かん査さ官も足を踏ふみ入れにくい──諸もろ刃はの剣けんであることは最初から分かっていたが、こうも早く、こういうときが来るとはな……。ともかく、この計画がいまの統治軍に知られたら、ここにいる皆みなもおしまいだ」

　若い男が沈ちん黙もくする。

　それをいくぶん穏おだやかな目で見やってから、眼鏡の男性はこう言った。

「ある程度のことが終われば、君たちは退たい避ひすればいい。あとのことは、私や局長たちで何とかする」

「……冗じよう談だんやめてください。俺たちの仕事っすよ、これは。局次長だけに尻しり拭ぬぐいなんかさせられません」

「そうか……。すまない」

　そう言って、眼鏡の男性は深々と頭をさげた。

　若い男はにっと快活な笑えみを浮かべてから、その場を立ち去ろうとした。が、ふと何かに気づいたようにもう一度、足を止めた。

「あれ？　それ……」

「ん──ああ」

　相手の目線を追いかけ、眼鏡の男性は白い机の上に置いてあったそれを手に取った。

　写真立てと写真だ。

　手にしている眼鏡の男性も写っていて、その隣となりに腕うでを組んだ高校生くらいの女の子と、それとよく似た中年の女性が並んでいる。

「ご家族の写真っすか？」

「ああ。私物をまとめている余よ裕ゆうはないと思ったのでね。せめて、これだけは」

「へえ、きれいな娘むすめさんっすね。俺の彼女になってくれないかな」

「こらこら」

　苦く笑しようまじりに若い男をたしなめたが、きれいという褒ほめ言葉は純じゆん粋すいにうれしかったのだろう。眼鏡の男性の顔が初めて常つね日ひ頃ごろのようにほころんだ。

「なまいき盛ざかりだよ。昔は『パパのお嫁よめさんになりたい』などと可愛かわいいことも言ってくれていたのにな」

「そんなもんですって」

「いまはたぶん、学校に好きな男でもいるのだろう」

「だから、そんなもんですって。で、名前はなんていうんすか？」

　すると、眼鏡の男性の顔がさらに笑みくずれた。

　心の底から大切なものを呼ぶように、柔やわらかい声で、

「ああ──シャーリーだ。シャーリー・フェネット。どうだ、いい名前だろう？」
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　車くるま椅い子すに座った少女は、小首をかしげて考えこんでいる。

「えっと……時間を聞かれたアーサーはＡの字をくわえて戻もどってきました？　さて、いま何時でしょう……？」

　いつもと同じようにまぶたを閉じた顔は真しん剣けんそのものだ。

　私立アッシュフォード学園、クラブハウスの正面玄げん関かんから入ってすぐのところにある、生徒会用のレクリエーションルームでのことである。

　広々とした部屋には大きなテレビも置かれていて、賑にぎやかな音楽が流れていた。ただし、それを見ている人間は誰だれもいない。

　と、少女の横から素すっ頓とん狂きような声があがった。

「分かった！　一時！　アルファベットの最初だから」

　得意満面でそう言ったのはリヴァル・カルデモンドという名の男子生徒で、この生徒会の一員だ。あのミレイなどがお調子者と評したとおり、どことなく軟なん派ぱというか、お祭り野や郎ろう的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる少年。ちなみに、趣しゆ味みはバイクいじり。

　そして、その正面にいるのが、一人の女子生徒だった。

　美人というより愛あい嬌きようのある顔立ちをしていて、ぱっちりとした瞳ひとみはまだまだ幼さも感じさせる。ただ、こう見えて肩かた幅はばなどは意外に広く、スタイルはいい。それもそのはずで、彼女は生徒会メンバーでありながら、水泳部との兼けん任にん。そういう意味ではかなりの体育会系。

　名はシャーリー。シャーリー・フェネット。

　活発そうな顔に、にこりとした笑みを浮うかべると、シャーリーは胸の前で両りよう腕うでを交差させ、バッテンを作ってみせた。

「ぶぶー。不正解」

「えぇー？」

　大げさに不満そうな顔をするリヴァルの隣では、車椅子の少女──ナナリーがやはり「う～ん？　う～ん？」と首をひねっていた。

　で、結局、

「だめです、シャーリーさん。降参です」

　それを聞くと、シャーリーはナナリーの正面で腰こしをかがめ、そっと少女の手を取った。

　指先で白い手のひらに文字を書いてやる。

「え……Ｄ、Ａ、Ｙ──ｄａｙ。一日？」

　うんとシャーリーはうなずいてから、

「Ａの字はどこ？」

「真ん中……一日の真ん中──あっ。正午！」

「正解」

　ナナリーが「はあ」と感心したような吐と息いきを洩もらし、リヴァルが「なんだよそれー」と口をとがらせた。

　と、そこに今度は生徒会長のミレイが顔を出した。こちらはシャーリーとは別の意味でスタイルのいい娘こだ。まあ、なんというか、高校生というより大学生、さらに上と言われてもあまり違い和わ感がない。

「シャーリー、ちょっと手伝ってくれる？」

「は～い──って」

　元気よく答えてから、シャーリーはナナリーの前でかがめていた腰を元に戻した。

「何かあったんですか？」

「緊きん急きゆう事態。たぶん、あなたのわりと大きな地声と運動能力が必要」

「……う。なんか嫌いやな予感」

「あ、それじゃ俺も──」

　リヴァルも身を乗り出すが、すると、どういうわけかミレイはその大人びた顔をむっとしかめてみせた。

「リヴァルはだ～め」

「へ？」

「女子更こう衣い室に迷いこんできたスズメを逃にがしてあげるの。着き替がえ中の女の子から水をかけられたい？」

　確かに、そういうことなら彼に出番はないだろう。

　水をかけられるだけの価値はあるかも──などとぶつぶつ愚ぐ痴ちるリヴァルのことは放ほうっておいて、シャーリーは車椅子の少女に声をかけた。

「ごめんね、ナナちゃん。そんなわけだから、クイズはここでおしまい」

「そんな。私こそ楽しかったです。ありがとう、シャーリーさん」

　ナナリーがにっこりと笑い、それに対してシャーリーも笑いかえす。

　そうして、シャーリーはレクリエーションルームをあとした。

　時刻はちょうど昼休みである。

　外の廊ろう下かではミレイが待っていて、ついでになぜか、ついさっきとは打って変わって、にんまりとした表情を浮かべていた。

　シャーリーはいぶかしげに首をひねった。

「なんです、変な顔して」

「いやー」

　と、ミレイはシャーリーと並んで歩きだしながら、やはりどこか楽しげに、

「意外にいいお姉さんっぷりだなーと思って」

「は？」

「うんうん。将来のことを見み据すえるのは悪くないと思うわよ」

　一いつ瞬しゆん、シャーリーはぽかんとした。

　が、すぐにミレイの言葉の意味を悟さとったのだろう。

　普ふ段だんは元気いっぱいの顔が真っ赤になった。

「な、なに言ってるんですかっ。あれは、ナナちゃんが退たい屈くつそうにしてたから──」

「あはは。でも、いいんじゃない？　将を射んと欲ほつすればなんとやらとも言うし」

「だからっ。そんなのじゃありませんって、もう……」

　実際、本人の言うとおりでもある。元々、そういう策さく略りやくじみたこととは無む縁えんの少女なのだ。ミレイもそれを分かってからかっている。

　そう。

　この少女は、同じ生徒会に属するあの黒くろ髪かみの少年のことが好きなのだ──。

　ミレイはもう一度からからと笑ってから、

「で、今日は旦だん那なはどうしたの？　朝から見かけてないけど」

「だ……だ、だっ……！」

「は～い、それくらいの言葉のあやで動どう揺ようしないしない。──にしても、また賭かけ事？　しょうがないわねえ、大事な妹までほったらかしにして」

　困ったもんだと言いながらも、大して心配もしていない様子のミレイの横で、シャーリーは渡わたり廊下から外の空を見あげた。

　昨日までは晴天が続いていたのに、今日は明らかに天気が悪い。

　低く垂れこめた灰色の雲。

　──ほんと。

　こちらは言葉には出さず、胸の中だけでシャーリーはつぶやいた。

　──どこで、なにしてるのかな、ルル。

　少し冷たい風がさっとその横を通りすぎていった。
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　山の空気はもっと冷える。

　こんな季節だというのに、所々の岩場には雪さえ積もっていた。さらに頭上は鬱うつ々うつとした曇くもり空。また雪が降るのだろうか。あの、世界を凍こおらせるどころか、人の心さえも凍らせるような冷たく白い雪が。

　いまにも崩くずれそうな空の下、Ｃ．Ｃ．は山道をゆっくりと登っていた。

　腰こしまで届とどく髪が、吹ふき降ろしの風にあおられ、後ろに流れている。

　──別に何かを感じたわけじゃない。

　ただ、行くべきだろうなと思っただけだ。

　予知ではなく、必然として内側に動機が生まれてしまうのが、いかにも自分らしいと思う。

　そう。

　予感する力は自分にはない。しかし、運命に寄り添そう絶対性だけはある。

　仕方あるまい。

　──私は魔ま女じよだから。

　遠く捨て去った自分が、どこかで子どものように泣いていた。







　実際、便利な力だとは思う。

　しかし、自分が得た能力ではなく、もらった力だという点はいささか腹立たしい。これを使うたびに借りを作っているのかと思えば、あまりいい気もしない。

　ただまあ、

「ゼロッ!?」

　扉とびらが開いたとたん男たちは立ちあがり、身構えようとした。それに対し、ルルーシュは仮面すら取って平然と告げた。

　いや、命じた。

「落ち着け。話をしに来ただけだ。──お前たちは無視するだけでいい。全すべての異常を」

　それで見張りの男たちは見張りとして役に立たなくなった。ある意味では、見張りとして完全に死んだ。

　ギアス──相手の目さえ見て命じれば、一度だけは、何なん人ぴとたりとも従わせることのできる絶対の力──。

　役には立つ。確かに。

　何ごともなかったように、男たちは席に戻もどった。広くもない見張り小屋の中で、暇ひまつぶしにやっていたらしいテーブルゲームを再開する。その目にルルーシュの姿はもはや映っていない。異常を無視しろと言われた以上、この男たちは自分の命が失われても、彼らにとって異常と呼べる範はん囲いの出来事を察知できないのだ。

　ちなみに、この男たちはブリタニアの兵士ではなかった。その逆、日本解放戦線のメンバーだ。ここはすでに山の中腹。彼らの勢力圏けん。当然、外敵に対し、こうして監かん視しの目もある。が、ルルーシュにしてみれば脅きよう威いでもなんでもなかった。ここまで、同じような手段でブリタニアや日本解放戦線の監視の目をくらませている。相手が誰だれであろうと、個人と個人が相対するような状じよう況きようであれば、それはルルーシュにとって敵にはなりえない。──もちろん、相手の目を直接見なければならないというのは、効果としては限定的で、例えば、あまりに人数の多い集団を相手にするときなどは不都合も多いが。

　限界としては、せいぜい十人くらいまでか。

「さてと──」

　雑談まじりにゲームに興じる男たちは放ほうっておいて、ルルーシュは小屋の窓から、鏡の反射で麓ふもとに合図を送った。これで扇やカレンら黒の騎き士し団だんのメンバーも山に登ってこられるだろう。彼らは、ルルーシュとはまた別のルートをたどることになる。が、それこそがルルーシュがギアスによって作った監視の目の隙すき間ま──。誰も見張っていない、ただ一本の道。

「条件はクリア……コーネリア、ついに、この日が来たな」

　だが、笑いをまじえてつぶやいたそのとき。

　ルルーシュはぎくりとした。

　小屋の外に誰かいる。

　一いつ瞬しゆん、まだ見張りが残っていたのかと思った。

　だが、違ちがった。

　カーテンの陰かげに身を潜ひそめ、外の様子をうかがったルルーシュは、思わずぽかんと口を開けた。

　──少女がいる。

　長い髪の少女がひょこひょことその辺を歩いている。まるで、山を散策でもするかのような様子で麓の方角に目をやっている。下手をすれば──そのまま、「やっほー」とでも叫さけびだすのではないかと思えるほど、緊きん張ちよう感のない姿だ。

　あわてて、ルルーシュは小屋の外に飛びだした。

「Ｃ．Ｃ．、なにをしている？　こんなところで」

　声をかけても、少女は振ふり返ろうともしなかった。もっとも、だからといって、聞こえなかったわけでもルルーシュに気づかなかったわけでもないらしい。

　やはり山からの景色を眺ながめながら、いつものように淡たん々たんとこう言った。

「お前の作った『道』を拝借しただけだ。それにしても、広いな、ここは」

　ルルーシュは舌打ちした。

「おい。俺は、お前がこんなところに来ることを許した覚えは──」

「私はお前から命令を受ける立場にはない。忘れたか？」

　これにはルルーシュもぐっと言葉に詰つまった。そう。確かに、この少女だけはルルーシュの意のままにはならない。ギアスすら効かない。

　冷静さを取り戻すように、ルルーシュは軽く息をついてから、もう一度Ｃ．Ｃ．に声をかけた。

「だから──こんなこところでなにをしているかと聞いている。まさか、暇つぶしに見物に来たなどと言いだすんじゃないだろうな？」

　これにも少女は答えようとはしなかった。

　知らん顔で、岩場の隙間に生えた草に手を触ふれたり、足元の小石を坂道の下に蹴けり飛ばしてみたり、なんとなく空を見あげてみたりしている。

　しびれをきらしたルルーシュが、再び詰きつ問もんの声をあげようとしたそのとき、ようやくＣ．Ｃ．は口を開いた。

　ただし、形の良い唇くちびるから流れ出た言葉は、質問に対する答えなどではなく、逆にまったく意味不明の問いかけだった。

「ルルーシュ。お前はなぜルルーシュなんだ？」

　──は？

　一瞬の疑念は、すぐにいらだたしさに変わった。

「哲てつ学がくの問答でも始める気か、こんなときに。いいか、俺はいま……」

「家の名はランペルージに変えた」

　Ｃ．Ｃ．はまったく無視した。

「だが、ルルーシュという名だけは残した。つまり、個人としての自分は残したということだ」

「だから──」

「甘さだな。過去を捨て切れていない」

　きっぱりと言い切る。

　ルルーシュはわずかに沈ちん黙もくした。

　そうしてから、ふんと鼻を鳴らした。

「だからって、お前の名前はやりすぎだろう。Ｃ．Ｃ．なんて、人間の名じゃない」

　その瞬間──だった。

　初めて、Ｃ．Ｃ．が振り返った。

　向けられる眼まな差ざし。

　それを見たとたん、ルルーシュははっとなった。

　ひどく哀かなしそうだった。

　ひどくさびしそうだった。

　いつの間にか、辺りには雪がぱらついていた。

　灰色の空から、音もなくこぼれてくる白い雪──。

「ルルーシュ」

　白い結けつ晶しようを降らす空を見あげて、Ｃ．Ｃ．が普ふ段だんと同じように静かな口調で呼びかけた。

「雪がどうして白いか、知っているか？」

「…………」

「それはな、自分がどんな色だったか、忘れてしまったからさ」

　それっきり。

　沈黙だけが、寒々しい山の空気を支配した。

　雲が流れていく。どんよりとした空が無意味に模様を変え、また無意味な形となり、ゆるやかに山全体を覆おおいつくしていく。

　やがて、ルルーシュは軽く咳せき払ばらいした。

「とにかく──」

　あまり言葉に感情をこめないよう注意した。

「この先はついてくるな。お前のことは黒の騎き士し団だんの連中も知らない。顔を合わせてもらっては困る」

「つまり、私はお前の同志ではないということだな」

　ほんの少しルルーシュは言葉に詰まった。

　いくらかの間を挟はさんで、やはり冷静に、

「俺に同志などいない」

「そうだな。お前に同志と呼べる存在はない。あの仮面をかぶっているかぎり──黒の騎士団にしても、所しよ詮せんお前にとっては駒こまにすぎないのだろう。だからこそ、甘いと言ってるんだ」

　背を向け、その場を立ち去ろうとしていたルルーシュはもう一度ちっと舌を鳴らした。足を止めた。

　いったいどうしたというのだ、今日のこいつは。やけにからむ。

　こんな大事なときだというのに。

「おい、お前──」

「名を捨てられないというのは、結局、お前がその名にこめられた意味を捨てられないということだ」

　あいかわらず少女は勝手に話しつづけた。

「特に、自分の中にある意味ではなく、他者がその名を呼ぶときの意味を、な。あの大事な大事な妹か？　それとも、母親か？　あるいは──」

　ふっとＣ．Ｃ．は声に出して笑った。

「あの枢くるる木ぎスザクとかいう男か？　確か幼おさな馴な染じみだったな」

　初めて、ルルーシュの顔がぎくりと強こわ張ばった。

　正直に言えば、その名はいま一番聞きたくなかった。

　特に、こうしてブリタニアと一戦を交えようとしているいまは……。

「愚おろかな話だ。妹も母もあの男も、お前がやろうとしていることには決して賛成しないだろう。認めないだろう。──いいや。すでに、あの男などは認めない立場に立っているじゃないか。お前の敵として」

　また沈黙があった。

　雪はやまない。

　そうして、ルルーシュは先ほどまでとは打って変わって、少し苦しげな口調でこう言った。

「……あいつには手をかけない。手をださない。あいつは技術部の所属だ。戦せん闘とうで向かいあうことはない」

　そうだ。あいつ自身も以前に言っていた。

　技術部に配属されたから、いまはそんなに危なくない──と。

　Ｃ．Ｃ．がまた声をあげて笑った。クスクスと。

「それがお前の免めん罪ざい符ふか。馬ば鹿か馬鹿しい。根本的な解決には何もなっていないじゃないか」

「……いい加減にしろ、Ｃ．Ｃ．。いくらお前でも、それ以上、口にすれば──」

「お前は名を捨てられない。いや、名を捨てられないというより、その名を呼んでくれる者たちを捨てられない。ルルーシュと呼ぶ声にこめられた情を捨てられない。辛つらいだけではなかった過去を捨てられない。現在を、未来を捨てられない。──甘いな。やはり甘すぎる。いつか、その甘さがお前自身を打ちのめすだろうよ、ルルーシュ」

　本気でかっとなった。

　だが、それでも、それ以上のことを何も言えなかったのは理由があったからだ。

　目だ。

　山の斜しや面めんで振ふり返った少女のその目。

　あざけるような言葉とは対照的に、やはりどこか哀しげだった。

　さびしげだった。

　何かを──訴うつたえるような瞳ひとみをしていた。

　無言のまま、ルルーシュはきびすを返した。そのまま扇たちとの約束の地点に向かって歩きだす。

　Ｃ．Ｃ．はついてこなかった。

　背中に注がれる視線を感じながら、ルルーシュはふと思った。

　いまのは──。

　あいつなりの忠告だったのだろうか。

　いつか本当にそうなると、だから、よく考えろと。

　そう告げたかったのだろうか。

　あるいは。

　名前を捨てたというあいつ自身の経験からくる、たった一つの──。
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　コクピットに備えつけられた簡易型の戦略パネルには、すでに展開しつつある味方の大部隊のマークが夜空に浮うかぶ星のように表示されていた。

　山をぐるりと取り囲む、断罪の使者たち。

　その中で唯ゆい一いつ、橙だいだい色いろの点がぽつんと浮かんでいる。味方部隊の後方に。

　他ほかでもない、自分たちのトレーラーだ。

　別に不満などはない。こうなるのは、あらかじめ決められていたことだ。

　だから、口に出したのは別のことだった。

「降こう伏ふく勧かん告こくは……しないのか」

　ランスロットの操縦席に座ったまま、スザクがつぶやくように言うと、開け放たれたコクピットの開閉口の向こうで、ロイドが「ん？」という声をあげた。どうやら聞こえたらしい。

「そりゃしないでしょ」

　普ふ段だんどおりのどこか能天気な口調で、ロイドはスザクの言葉に応こたえた。

「無意味だもん」

「無意味って……」

「向こうの立場に立ってみようよ。末まつ端たんの人間はともかく、リーダークラスは降伏したって、情報を絞しぼりとられたあげく、見せしめに公開で絞こう首しゆ刑けいか銃じゆう殺さつか。よくて終身禁きん錮こだよ。自分が死にたくないから、降伏なんてしない。だったら、こっちも勧告なんかしない」

「そんな──」

　戦略パネルに目線を注いだまま、スザクはわずかに唇くちびるをかんだ。

　いや。

　分かっている。

　こういうものだということは、骨身に沁しみている。いやというほど叩たたきこまれている。理解させられている。

　だが、それでも思ってしまうのだ。

　だとしても──。

　だとしても、巻きこまれる人たちの死と苦痛をどうにかすることはできないのか、と。

「ま、確かに救われない話でもあるけどね～……って、あれ？　セシルくん、まだ戻もどってこないのかな？　トイレ？　ああ、女の子だもんね。大変だよねえ、便……」

「……ここにいますよ。いまのはセクハラと考えてよろしいですね？」

「いっ!?　あ、いやあ、それは……」

　妙みように緊きん張ちよう感のない会話を聞きながらも、スザクは黙だまって戦略パネルを見つめている。







　その戦略パネルはスザクが見ていたものなど比ひ較かくにならないほどの大きさだった。

　当然といえば当然だろう。

　ここは包囲作戦を展開するブリタニア軍の本ほん陣じん。Ｇ１ベース。

　全体としては、大型空母の艦かん橋きようを思わせる空間に、巨きよ大だいなパネルが広げられている。いや、この場合、「思わせる」という表現は間ま違ちがっているか。事実、ここは空母なのだ。ただし、海の上を進む船ではなく、陸を走る船。外から見れば、桁けた外はずれの巨体を持つクモが地面を這はっているようなその姿。収容可能なナイトメアの数は、軽く二十に届く。まさしく、最強を誇ほこるブリタニア軍の象しよう徴ちよう。動く要よう塞さいであり、誰だれもが認める戦局全体の要かなめだ。

　もっとも、いまその艦橋で指揮を執とっているのは、司令官のコーネリアではなかった。彼女はすでに自らのナイトメアを駆かり、部隊を率いて前線に出ている。そういう意味ではこのＧ１ベース、本陣というよりも、前線を支える基地とでも呼んだほうがいいのかもしれない。

　パネルの前に立ったその少女は、どう見ても十代の若さだった。

　役職としては、司令官の前に副という字がつく。

　神聖ブリタニア帝てい国こく第三皇女にして、エリア11副ふく総そう督とくユーフェミア・リ・ブリタニア。

　娘むすめらしさが残る顔は、さすがに緊張で硬かたくなっていた。無理もない。まったく訓練を受けた経験のない素人しろうとではないが、実際に戦場に立つのは初めての彼女なのだ。気を張るなと言うほうが間違っている。──もちろん、本人でさえも自分はお飾かざりで、前線にいる姉の意を受けて動くのは周囲にいる参さん謀ぼう官たちだと分かっていたとしても。

「降伏勧告はしないのですか？」

　その参謀たちに向けてユーフェミアが問いかけると、相手はうやうやしく頭をさげた。

「恐おそれながら、あまり必要のないことでございます」

「ですが、これだけの戦力差があるというのに……そろそろ、あちらも状じよう況きようを把は握あくするころでしょう？　勝てないことは分かっているのでは？」

「分かっていながら、これまでも我々に従おうとしなかった輩やからです。いまさら、何を申し送っても無む駄だでありましょう」

　ユーフェミアは沈ちん黙もくした。

　厳しいというよりも、どこか沈痛な目が再びパネルに向けられる。

　ふと──。

　その目があるものを見つけた。

　前線に展開しつつある部隊の後方、ただ一つ他と切り離はなされて浮かんだ橙色の光点。

　わずかにユーフェミアは首をかしげた。

「あの部隊は……何ですか？」

　隣となりに立っていた参謀がちらりとユーフェミアの目線を追いかけ、そして、それまではどちらかというと無表情だった顔に、はっきりと嫌けん悪おを浮かべた。

「イレヴンのパイロットを有する遊軍です」

「え──」

　一いつ瞬しゆん、ユーフェミアは息をのんだ。

「もしかして、ランスロットですか？」

「ナイトメアをナンバーズが動かすなぞ、本来であれば許されざることなのですが」

　口調こそ丁てい寧ねいだが、不快さは隠かくしえない声でその参謀が答えると、別の参謀も追従した。

「かの部隊は、第二皇子シュナイゼル殿でん下かの肝きも煎いりでして。我々の人事権は及およばぬのです。コーネリア殿下もいささか処しよ遇ぐうにはお困りで……」

　その先も参謀たちは不満の言葉を続けていたが、ユーフェミアはあまり聞いていなかった。ただ、その光点だけを見ている。

　あの少年もここにいる。

　いま、目の前の光景を見ている。

　これから起きることを見み据すえている。

　──スザク。

　ふとユーフェミアは心のうちだけでつぶやいた。

　あなたはどう思っているのですか？

　あなたの国の人たちと、わたくしの国の人間がいまもこうして争い、血を流しつづけていることを──。







　もちろん、彼女にはそんな感傷は露つゆほどもない。

　ひとたび戦場にのぞめば、彼女の心はまさしく軍神のそれと化す。慈じ悲ひはなく、同情はなく、立ち向かってくる敵は斬きり伏ふせるのみ。そのことは無論、彼女が姉であり、少女が妹であるからではない。年ねん齢れいと経験の差がそうさせているというのでもなく、資質の問題であろう。いみじくも妹が想おもったように、生まれ持った品格の質が違うのかもしれない。

　ただし、一方で、それはどちらが上というものではなく、上どころか、場合によっては、妹の資質のほうが周囲の世界に安定と幸福をもたらすこともあるものである。

　あるいは、真の意味でこの姉し妹まいが手に手を取りあえば、いまのエリア11の混乱などまたたく間に解消されてしまうのかもしれない。

「日本解放戦線……時に取り残された者どもが、慈愛を忘れた者どもが……」

　疾しつ走そうするグロースターのコクピットで、コーネリアは唄うたうように一人ごちている。

　すでに戦線は目の前。

　死と恐きよう怖ふと混こん沌とんと、それに数倍する昂こう揚ようを与あたえてくれる逢おう魔まの深しん淵えんはすぐそこに。

「いまこそ……まほろばの夢と共に──朽くちて消えゆけ！」

　刹せつ那な、戦いという名の凶きよう気きが静せい謐ひつだった山々に充じゆう満まんした。
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　──舞まう。

　本当の意味で熟練したパイロットの手によるナイトメアの戦いは、まさにその表現がふさわしい。

　ありとあらゆる陸上兵器を凌りよう駕がする速度で大地を駆かけめぐり、どんな地形であろうと抜ばつ群ぐんの運動性能と武器との兼けん用ようもできるスラッシュハーケンによって踏とう破はし、古いにしえの騎き士しさながらに剣けんや槍やりをふるい、遠方から狙ねらい撃うつ敵に対しては両手に構えたアサルトライフルで撃げき破はする。

　もちろん、この兵器は決して万ばん能のうではない。実際、超ちよう遠えん距きよ離りからのミサイル攻こう撃げきなどには、明らかになす術すべがない。現実的に使える戦場は限られている。

　しかし、だからこそ、使える戦場を用意されたとき、この兵器は強力無比な鬼き神しんとなるのだ。個別の状況に特化しているがゆえの絶対性。死を司つかさどる機械の人形でありながら、生気をみなぎらせ踊おどるようにして戦場を駆け抜ぬける。最新、最強、最大のナイトメア部隊を保持するブリタニア軍が、世界中の国々との戦いで勝利しつづけている理由の一つがまさにここにある。

　そして、その図式はいまこの瞬間にも再現されようとしていた。

　コーネリアは今回の日本解放戦線制圧作戦に関して、特に奇き策さくなど用意していなかった。

　奇策どころか、単純に彼らの本ほん拠きよ地ちを取り囲んで、正面から力押ししているだけである。しかし、愚ぐ直ちよくに見えるその戦法こそが、この場合、指揮官としてまぎれもない正解なのだ。敵を圧あつ倒とうする兵力をそろえた以上、そこにひねくれた考えはいらない。相手の力に対しては、より強大な味方の力をぶつけて、すり潰つぶすのみだ。

　山を駆けあがっていくナイトメア部隊が、敵の防衛ラインを次々と突とつ破ぱしていく。もちろん、その背後からは重装備の機動歩兵部隊も続いている。ナイトメアによって守られた彼らの役目は、山中に潜ひそむテロリストたちの武器庫、居住区をことごとく制圧し、殲せん滅めつすること。これこそ、ナイトメアを中心にした拠点制圧作戦の最も基本的な形だ。

「ふっ……」

　自ら手持ちのショットランサーを振ふりかぶり、コーネリアは目の前に立ちはだかった敵ナイトメアをなぎ払はらった。重く鋭するどい一撃を腹部にまともに食くらい、敵ナイトメア──確かブリタニアの旧世代機グラスゴーを改造した機体だったか──が岩場に叩たたきつけられる。そこに矢のように襲おそいかかったコーネリアのグロースターがランサーを真正面から突つき立てた。

　緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用ようのイジェクションシートが作動することすらなく、相手は爆ばく砕さい。

「多少は期待していたのだがな。しかしまあ、こんなものか」

　グロースターの姿勢を元に戻もどし、戦士としての顔でコーネリアは微笑ほほえむ。

　状じよう況きようは彼女の予想通り、思惑おもわく通りだ。

　まあ、一つ残念だったのは、自分の部隊の進む道が、敵の本ほん陣じんからはややそれていたことか。

　読み違ちがえといえば読み違えだ。が、だからといって大勢にはなんの影えい響きようもない。関かかわりもない。

　彼女の指揮する軍は、ただ勝利に向かって突き進む。







　同じころ、別の斜しや面めんではダールトン率いるナイトメア部隊が、山の表面における最後の防衛ラインの突破に成功しつつあった。

「後ろの歩兵部隊に伝えろ。敵の穴倉に通じる入り口は、あの山さん荘そうの裏だとな」

『はっ』

「我々が表のグラスゴーもどきを叩き次し第だい、すぐに突入だ」

『総そう督とくの部隊と合流なさらないので？』

　これを聞くと、アサルトライフルを連射しながら、ダールトンは不敵に笑った。

「どうやら、一番乗りの手て柄がらはこちらに譲ゆずってくださるおつもりのようだからな。気前のよい主君に仕えるのは、実に楽しい。そう思わんか？」

『まことに。では、後ほど』

　通信の相手も笑いまじりにそんな応答を返してくる。要するに、それほどの余よ裕ゆうが彼らにはあるのだ。

　全体として、戦局は事前の予想通りに推移し、ブリタニア軍の絶対的優位はゆるぎないものであった。

　ゆえに、いささか気が早いとはいえ、ダールトンやコーネリアがそんなひとり言をもらしたのも無理はなかったのであろう。

「これでエリア11の反政府勢力は──」

　自分のグロースターをさらに前方へ移動させながら、ダールトンはつぶやく。

「──おしまいだ」

　すでに戦う相手もいなくなった斜面で、コーネリアが笑う。

　だが。

　そのとき、彼らのはるか頭上で反撃の狼煙のろしをあげた者がいた。







　一つの考え方としては、背はい水すいの陣だ。

　日本解放戦線に攻せめかかったブリタニア軍の背後を襲うのではなく、逆にその陣をすりぬけ、自らを包ほう囲い網もうのど真ん中、押し寄せるブリタニア軍のベクトルの中心点、山頂に置く。

　逃にげ場はない。状況は圧倒的不利どころか絶体絶命。生きのびたければ、目の前の敵を蹴け散ちらす以外にない。それこそ死に物狂ぐるいで。

　もちろん、これには危険も多い。というより、それはそもそも戦法としては間違った手法なのだ。自じ暴ぼう自じ棄きになって指揮官のコントロールすら受け付けなくなった兵はすでに兵として役に立たないし、完全に戦意を喪そう失しつしたあげく、こちらの指示を無視して勝手に投降する者が出る可能性はたぶんにある。本質的には自殺行こう為い。戦術としては下策中の下策。

　ゆえに、こんな戦法は成功しない。ごく稀まれに成功した例もあるが、それはまさしく万分の一の確率。だからこそ、特筆すべき事柄として戦史にも残る。

　ただし──だ。

　万分の一の確率で成功したからといって、それらの例が偶ぐう然ぜんの産物かというと、そんなことはない。

　成功には必ず理由がある。計算がある。明確な合理性がある。

　であれば、同じように理由を与あたえてやればいい。合理性を持たせればいい。完全に計算してやればいい。

　すでに、各おの々おのの精神状態はヒステリーの一歩手前。死への恐きよう怖ふと絶望と、そこからくる生への渇かつ望ぼうに向かって針が振り切れそうになっている。

　その針を別の要素で傾かたむけてやればいい。

　絶望の淵ふちに、あざやかな希望を描えがいてみせ、恐怖を一いつ瞬しゆんにして勇気と覚かく悟ごに変え、限定的ではあるが最高潮の士気を生みだす。反動とはそういうものだ。不可能だと思っていたことが、可能かもしれないと思った瞬間ほど、人はよく動く。必死になる。

　では、そう思わせるためには、なにが必要か？

　二つだ。

　一つは、指揮官への信しん頼らい。

　このリーダーであれば、どうにかしてくれるのではないか。何かを起こしてくれるのではないか。時に過信につながる危険性もあるが、それでも、戦場においては絶対的、不可欠の要素。

　そして、もう一つが──。

　彼らに希望を指し示す明確な策略、および結果だ。







「よし！　全すべての準備は整った！　黒の騎き士し団だん、総員出しゆつ撃げき！」

　グラスゴーを改良した機体──無ぶ頼らいという名のそのナイトメアのコクピットで、ルルーシュは開幕のベルを鳴らした。

　団員たちの喚かん声せいやら怒ど声せいやらがそれに応こたえる。

「これより我が黒の騎士団は、山頂よりブリタニア軍に対して奇き襲しゆうを敢かん行こうする。私の指示に従い、第３ポイントに向け、一気に駆かけ下りろ。作戦目的はブリタニア第二皇女、コーネリアの確保にある！　突とつ入にゆうルートを切り開くのは、紅ぐ蓮れん弐式だ！」

　無頼のメインモニターには、そのポイントで身構えている紅蓮弐式の真紅の機体があった。

　頭部から顔面部にかけて、人間が使うサングラスのようなフェイスセットが下りていた。これから行うことに対して、ナイトメアの目ともいえるファクトスフィアのセンサーを守るためだ。そして、その前で地面に深々と突つき刺ささっている一基のパイルバンカー。

「カレン。貫かん通つう電極は３番を使う。一撃で決められるな？」

『はい！』

　無線から緊きん張ちようしたカレンの声が返ってきた。と同時に、紅蓮弐式も動く。あの右みぎ腕うで──空想上の殺さつ人じん鬼きの手を象かたどったような、銀の爪つめが手前のバンカーに当てられる。

『出力確かく認にん──』

　オープンチャンネルからカレンの声が流れる。

『輻ふく射しや波動機構、涯がい際さい状態維い持じ──』

　唐とう突とつに光が生まれた。

　紅蓮弐式の腕だ。あの腕が輝かがやきはじめている。

　一度だけ、カレンの深呼吸が聞こえた。

　そして──。

『鎧がい袖しゆう伝達──』

　瞬間。

　光はスパークとなって弾はじけた。







　おそらく、どんな敵が現れても、コーネリア率いるブリタニア軍はそこまで動どう揺ようしなかっただろう。

　日本解放戦線だろうが黒の騎士団だろうが、それどころか、虎こ視し眈たん々たんと大陸からこのエリア11を狙ねらっている中ちゆう華か連れん邦ぽうのナイトメア部隊が突とつ如じよ現れたとしても、それなりの対応でもって、これを出で迎むかえたに違ちがいない。指揮官のカリスマ性、統とう率そつ能力、それに従う騎士たちの勇ゆう猛もう果か敢かんさ、沈ちん着ちやく冷静さ、兵士たちの高い士気。どれをとっても、これだけ質のいい軍隊は、エリア11のみならず、世界中のブリタニア軍を見み渡わたしても決して多くはない。（唯ゆい一いつの例外は、あの以前の代理執しつ政せい官、ジェレミア・ゴットバルトのような男も従軍していることだったが、これは戦局にはあまり影えい響きようを与えないようコーネリアの手によって後方に下げられている）

　ただしだ。

　それはあくまでも、常識的な範はん囲いで起こる出来事に対してのみ言えること。

　では、常識的な範囲以外で起こることとは何か？

　そう。

　人はそれを「奇き跡せき」と呼ぶのだ。

　ゆえに。

　彼らの目の前に現れたのは、敵ではなかった。







　最初にその震しん動どうに気づいたのはダールトンだった。

　地の底からせりあがってくるような震ふるえ。

「ぬ──地じ震しんか？」

　ちなみに、この時点での最大震度はせいぜい２か３。

　はっきり言えば、大したことはない。この列島ではよくあることだ。しかし、「それ」が人じん為い的に引き起こされたものであることを考えれば、やはり凄すさまじい出来事だったと言えよう。人間が大して気にもとめないような地震でも、大地全体を震わせるような力──その中心核かくで解放された力は恐おそるべきものなのだ。（実際、ずっと後になって行われた調査でも、周辺地域一帯で同じような弱い地震が観測されていたことが明らかになる）

　そして、真の脅きよう威いはその直後に襲おそいかかってくる。

　ピ──。

　電子音は、ナイトメアのオートバランス機構が発した警告音だった。

　そして、一気に揺ゆれが激しくなった。しかし、これはもう地震ではない。地震を起こした何かが──あまりに大地の表面に近い場所で起きた何かが、その結果を招いたのだ。

「なっ……！」

　ナイトメアの機体が滑すべる。

　いいや、滑っているのはナイトメアではない。

　地面そのもの──だ。

「じ……地滑りだとっ!?」

　ダールトンが怒ど鳴なった瞬しゆん間かん、崩ほう壊かいは一気に加速した。







「これはっ……！」

　Ｇ１ベースの戦略パネルを前に、ユーフェミアは驚きよう愕がくに立ちつくした。その周囲で、参さん謀ぼうたちも怒声とも悲鳴ともつかない声をあげる。

「馬ば鹿かな!?　こんな巨きよ大だいな山やま崩くずれなど……！」

[image: ]

「退たい避ひっ、退避勧かん告こくを送れ！　このままだとアレックス隊とダールトン隊が吞のみこまれる!!」

　しかし、それの恐ろしさは、目で見て気づいたときにはもはや人の力では逃にげようのないスピードで襲いかかってくるところにある。

　パネル上でまったくの無事を示していた味方部隊の青い点が、一気に真っ赤に染まった。ＬＯＳＴ、ＬＯＳＴ、ＬＯＳＴ、ＬＯＳＴ、ＬＯＳＴ……頭にくるほど、的確に事実を伝える文字が巨大なパネルをあっという間に埋うめつくしていく。

　呆ぼう然ぜんとしていたユーフェミアは、はっと我にかえって叫さけんだ。

「お姉さまっ!!」







「状じよう況きよう把は握あくはっ!?」

　グロースターのコクピットでコーネリアは無線に向かって怒鳴った。彼女自身はぎりぎりで崩壊に巻きこまれていない。

　しかし、彼女の右側面に展開していた、彼女の部下たちは──。

『まだ確かく認にん中ですっ』

『殿でん下か！　お下がりください。そこは危険です！』

　別の回線から、近くでやはり無事だったギルフォードの声も飛びこんでくる。

　しかし、コーネリアは逆に叱しかりとばした。

「かまわぬ！　アレックスは!?　ダールトンの消息を調べよ!!」







　異変の情報はもちろん彼らのところにも入っている。

「あらら～。このままじゃ麓ふもとまでいっちゃうよ」

　ヘッドトレーラーのコンソールに表示された地図を見たまま、ロイドはあきれたようにつぶやいた。

　すでに崩れた土ど砂しやは土石流と化して、山頂から麓に向けて扇おうぎ形がたに広がりつつある。

　懸けん命めいにタッチパネルを操作していたセシルが愕がく然ぜんとしたように声をあげた。

「熱反応が異常です！　誰だれかが意図的に水蒸気爆ばく発はつを起こしたのでは!?」

「まさか。そりゃ、この山の下にはたっぷり地下水があるみたいだけどさ～」

　セシルと違ちがって、ロイドの声はまったくいつも通りで平然としたものだった。まあ、確かに彼らの部隊はユーフェミアのＧ１ベースと同じで、あれに巻きこまれる心配はない。

「大体、それだけの瞬間熱量をどうやって用意するんだい？」

「ですが……！」

「ま、そこらへんの活火山からマグマをすくってきて放ほうりこむくらいだね～。あとは、複数の反応棒と電極を組み合わせて、そこに超ちよう強力なレーザー兵器か何かで……」

　ふっと、ロイドの言葉が途と切ぎれた。

　それまでののほほんとした感じがわずかに薄うすれ、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが細くなる。

「待てよ。兵器……？」

　セシルの顔にもはっとしたような表情が浮うかんだ。

「まさか──」

　だが、そのときにはもう、ロイドの顔は元に戻もどっていた。

「輻ふく射しや波動かあ、ラクシャータの十八番おはこだねえ」

「でも──でも、そんな……」

「そういう可能性もあるってだけだよ。ま、彼女も気ままな人だからさ～」

　ロイドがのんびりと頭の後ろで両手を組む。

　と、そこに別の声がかけられた。

「何かあったんですか？」

　ランスロットのコクピットからスザクが顔をのぞかせていた。こちらはいま、どうやら戦略パネルを開いていなかったらしい。

　ロイドはにこやかに応こたえた。

「ああ、いいよいいよ。こっちには関係ないから。君はそのまま待機しててね」

「はあ」

　スザクはいぶかしげに首をかしげた。







　流れ下くだる土砂はいまだに止まらない。

「ちっ……」

　だが、それでもコーネリアは舌打ちと共にいくぶん冷静さを取り戻した。と同時に素す早ばやく頭が回りはじめる。

　自然災害か、いや、このタイミング。やはり人じん為い的な事故か。だとすれば、このあと、相手は何をする？　考えるまでもない。補ほ翼よくのアレックス部隊を失って、こちらの本隊は一時的とはいえ、半ば孤こ立りつした。いや、それどころか、本隊の一部にすら被ひ害がいが出ている。残った兵や騎き士したちの動どう揺ようも大きい。

　となれば──。

『山頂方向より新たな敵てき影えいを確認！　カリウス隊が迎げい撃げきに向かいました！』

「ふん。やはり、そうきたか」

　混乱に乗じての、本隊への斬きりこみ作戦。つまり、最終的な狙ねらいはこの私か。

「ギルフォード！」

『はっ』

「いったん陣じんを退さげるぞ。歩兵部隊は側面に迂う回かいし、負傷者の救助にあたらせろ。戦車隊は歩兵の掩えん護ごに回れ」

『はっ。ではすぐに』

「ナイトメア隊は戦線を維い持じしつつ、敵の攻こう勢せいをさばけ。まだ崩くずれるところがあるかもしれん。足場には注意させよ。──ダールトンとの連れん絡らくはまだ取れないか？」

『申し訳ありません。いまのところ……』

「確認急げ。この程度で死ぬような男ではない──いや、死なせてたまるものか」

　ぎりっとコーネリアは歯をかみ締しめた。

　と、そこに、また通信が入る。

『カリウス隊より、入電！』

　やけに緊きん迫ぱくした声だった。

「どうした？」

『敵の確認が取れました。相手は日本解放戦線ではありません！　黒の騎士団だと思われますっ！』

「なにっ!?　では、この奇き襲しゆう……！」







「ゼロだっ!!」

　そう叫さけんで、突とつ然ぜんナイトメアを走らせはじめた男の名を、ジェレミア・ゴットバルトという。

　かつてはエリア11統治軍のエース級パイロットとして、また、前総そう督とくクロヴィス亡なき後は代理執しつ政せい官として、その名を世間に知られていたが、現在はゼロと黒の騎士団によって堕おちるところまで堕ちてしまった男である……というのはさすがに言いすぎか。

　しかし、彼の人生が、ゼロという名の劇場型犯罪者によって悲ひ惨さんな道どう化け師しのそれに変えられたことは疑いようはない。

　そして当然、そんな彼のゼロを憎にくむ心は想像を絶したところにある。

「よくぞ現れてくれたっ！　ゼロォォォォッ！」

『ジェレミア卿きよう！　勝手に持ち場を離はなれては──！』

　通信機から別の騎士が制止の声をあげるが、聞く耳など持たない。

「非常時である！　立身栄達が望みならば、私に従えっ!!」







　幾いく多た諸もろ々もろの疑念や、怒いかりや、恨うらみが渦うず巻まき、自分に向けられる中。

　ルルーシュは薄うす笑わらいを浮かべ、ナイトメアで山の斜しや面めんを駆かけ下りている。







　　　　５




　後に発表されたところによると、この戦いで失われたブリタニア軍将兵の数は約五千二百──。

　これを多いと見るか少ないと見るか。それは解かい釈しやくの問題だが、しかし、実際、この戦せん闘とうにおいて無敵のブリタニア軍が一敗地にまみれたとするのはやや早計である。

　というより、この戦いには完全な勝者などいないと言ったほうがよい。

　なぜか？

　確かに、ルルーシュ＝ゼロの常識外れの奇襲によって、それまで圧あつ倒とう的な優勢を誇ほこっていたブリタニア軍は痛撃を与あたえられた。

　だが、現実的にいうと、この時点でブリタニア軍は予備兵力も含ふくめて、実に総兵力の九割近くをまだ残したままだったのだ。例の山崩れの直撃を受けたダールトンの部隊などは、損傷率八割を超こえる痛手を負っていたが、それでも、ナイトメアの装そう甲こうに守られ、なんとか難を逃のがれた指揮官が懸けん命めいに残存兵力をまとめ、なお一つの部隊として健在であった。直撃を受けていない部隊にいたっては言うまでもない。（私情にかられて飛び出したジェレミア・ゴットバルトなどが、後にルルーシュ率いるナイトメア部隊にあっさり返り討うちされることなど、単純な被害としては所しよ詮せん微び々びたるものである）

　また、この段階で戦いに参加した黒の騎き士し団だんはともかく、元々ナリタ連山に拠きよ点てんを構えていた日本解放戦線は、ここまでのブリタニアとの戦闘で相当消しよう耗もうしている。事実、この戦いのあと、日本解放戦線の勢力が急速に衰おとろえ、最終的には瓦が解かいという憂うき目をみることを思えば、彼らがこのときに受けた被ひ害がいがいかに甚じん大だいなものであったか、うかがい知ることができるだろう。結局、そういった観点から見れば、「日本解放戦線を叩たたきつぶす」というブリタニア軍の当初の目的は現時点で半ば達成されていたのだ。

　とはいえ、だからといって逆に、戦いの勝者がブリタニアであるなどということは、さすがに言えまい。少なくとも、総司令官たるコーネリアなどは、表向きの公式発表はともかく、内心では絶対に認めまい。ブリタニア軍は敵を圧倒する兵数を揃そろえ、敵を圧倒する兵器を並べ、にもかかわらず最後の最後であまりにも劇的な反はん撃げきを許してしまった。勝利という美酒に酔ようには、余計な不純物が多すぎる。

　では、これらの両勢力に比べて、最も被害が少なかったと思われる黒の騎士団はどうか？

　実はこれも勝者と断定するのは難しい。

　確かにルルーシュの奇策は、勝ち誇るブリタニア軍に効果的な一刀を浴びせた。

　しかし、本来、ルルーシュと黒の騎士団の目的は、ブリタニア軍を叩くというよりも、その指揮官であるコーネリアを捕とらえることにある。

　無論、その目標には本当にあと一歩のところ──それこそ、すぐ手が届く段階まで来ていたはずではあったのだが。

　しかし、そんなルルーシュの伸のばした腕うでの先に、あの「敵」が立ちふさがることになる。







　大地を揺ゆるがした土石流はようやくその動きを止めたが、戦場の混乱は拡大の一いつ途とをたどりつつあった。

「いかん！　このままでは、総督の部隊が完全に孤こ立りつする！」

「くそう、ジェレミアの大おお馬ば鹿か者めっ！　後ご詰づめの予備兵が勝手に動いたせいで、陣じん形けいに穴が……！」

「反対斜面に展開している部隊を早く回せ！　総督の救きゆう援えんに向かわせるのだっ！」

「駄だ目めだ！　アレックス隊は壊かい滅めつだ。ダールトン将軍の部隊もあの数では……」

「ギルフォード卿にまとわりついているあのナイトメア隊はなんだ!?　黒の騎士団ではないぞ！　日本解放戦線か、いったいどこから湧わいて出た！」

　周囲を飛び交かう参さん謀ぼうたちの怒ど号ごうの中で、ユーフェミアは戦略パネルに両手をついたまま、わなわなと肩かたを震ふるわせている。

　──考えなければ。

　考えなければ考えなければ考えなければ。

　このままではお姉さまが死んでしまう……いいえ。それは、それだけは考えてはいけないこと。そうじゃない。いま、ここにいる自分が考えることはそれじゃない。自分は副指令、副ふく総そう督とく。全すべての将兵に対して責任がある。お姉さま一人のことじゃない。違ちがう。そうじゃない。お姉さまはここにいない。自分が、自分がみんなのことを、みんなのことを考えて、そして、決断を──！

「ユーフェミア副総督っ！」

　参謀の一人がもはや悲鳴まじりの声をあげた。

「このＧ１ベースも突とつ入にゆうさせましょうっ。総督の救援に……」

「なりませんっ！」

　それをなぎ払はらうかのような、しかし、一方で泣き叫さけぶような激しい声でユーフェミアは拒きよ絶ぜつした。

「し、しかし、ギルフォード卿きようもダールトン将軍も動けないということは、総督のお命が……」

「なりませんっ！」

　もう一度強くしりぞけ、ユーフェミアは何度も何度も首を左右に振ふった。長く艶つややかな髪かみが乱れ、自分自身の頰ほおを叩く。

「ここには野戦病院も設置されていますっ。避ひ難なんしてきた周辺の民間人もいます！　それにこのＧ１ベースは本陣の象しよう徴ちよう。なにがあっても……」

　言っているうちに、涙なみだが目ににじんだ。

　みんなのことを──。

　けれど、その中に彼女と血のつながった姉のことは入っていない。

「なにがあっても、動くなとの総督の厳命──」

　握にぎりしめた爪つめの先が手のひらに食いこむ。

「ですから……ですから……！」

　と、そのとき。

　ピピッという電子音がその場の空気を震ふるわせた。

　続いて、戦略パネルの隅すみに生まれる小さなウインドウ。映ったのは、白衣を着た眼鏡めがねの男性と、士官服を着た女性と──そして、パイロットスーツに身をつつんだ少年。

「え──」

　思わず声をあげたユーフェミアの前で、白衣の男性がまったく場にそぐわない晴れやかな笑えみを浮うかべた。その後ろで士官服の女性は困ったような顔をしていて、少年は──。

　じっと真しん剣けんな眼まな差ざしで自分を見ていた。

「どうもどうも～。特別派は遣けん嚮きよう導どう技術部でございまぁ～す」

　男性が能天気というより、まるで小馬鹿にしたような口調で呼びかけてくると、とたんに周囲の参謀から怒声があがった。

「無礼者！」

「従軍しているだけのイレギュラーは大人しくしておれっ」

　男性ではなく、女性のほうがますます困ったような表情になった。ただし、こちらも威い圧あつされているような感じはない。

「あ、いえ、確かにそうなんですけど……」

「おかげで困ってるんですよぉ」

　男性が女性の後を引きついだ。

「ひまでひまで」

「あ……」

　その瞬しゆん間かん、ユーフェミアは全てを理解した。

　そして、それを実際に、黙だまっていた少年が口にした。

「ユーフェミア副総督」

「…………」

「お願いします。特派に命令を与あたえてください！」

　また参謀たちが口を挟はさむ。

「白々しい！」

「どうせ、総督救出の功績が欲しいだけだろうっ」

「たった一騎きで状じよう況きようを変えられるくらいなら、誰だれも苦労はせん。それにナンバーズなど……」

「いやいや～。だから、やらせてみてもいいじゃないですか。ダメもとで。それに、あなたたちにはどうせ、な～んにもできないでしょう？」

「貴様っ……」

　男性と参さん謀ぼうたちがなにやらやりあっているが、そちらのほうはあまりユーフェミアの耳には入っていなかった。

「あれ？　聞いてます～？」

「貴様、いい加減に……」

　少女はただ少年を見ている。

　いや、少年を見ているというより、その目を見ている。

　あのとき思った。

　柔やわらかくて、優やさしくて、でも、厳しくて、どこか哀かなしそうな瞳ひとみ──。

　不意に、少年の唇くちびるが動いた。

　だが、声はしない。

　形を作っただけだ。

（え……）

　少女が読み取る。

（ユ……フィ？）







　──わりと自分は卑ひ怯きようでずる賢がしこいと思う。

　その日は、このエリア11に来て三日目の朝で、ついでに言うと、次の日には副ふく総そう督とくの辞令が交付されることにもなっていた。

　要するに、自分にとっては最後の休日だったのだ。エリア11副総督ユーフェミア・リ・ブリタニアとしてではなく、ただのユフィとして過ごせる最後の。

　だから、ちょっと冒ぼう険けんしてみたくなった。

　こっそり一人で政庁を抜ぬけだして、街に行こうとした。

　そのとき、彼と初めて出会った。

　いま思い返してみても、あのときのことは少し気き恥はずかしい。だって、そうではないか。城を抜け出した皇女が、偶ぐう然ぜん出会った見知らぬ少年と一いつ緒しよに街を散策する──まるで、映画の恋こい物語みたいだ。

　それに。

　自分は映画の中の王女さまのように純じゆん粋すいではない。

　あのときの自分には他ほかにも目的があって、さらに言えば、その少年が誰なのか、顔を見たときから分かっていた。決して見知らぬ相手ではなかった。その……彼はこのエリアでは色々と有名だったから。

　かつて、日本とブリタニアの戦争の最さ中なか、国の安あん寧ねいのために降こう伏ふくを決意し、徹てつ底てい抗こう戦せんを叫さけぶ人たちをいましめるために自決した、日本最後の総理、枢木ゲンブ首相。その息子むすこ、枢木スザク。

　気になった。

　どんな人なのか。どんなことを考えているのか。いまのこの国を──このエリアをどう見ているのか。

　だから、皇女とは名乗らず、ただの「ユフィ」と名乗った。

　身分がばれて政庁に連れ戻もどされることが嫌いやだったわけじゃない。いや、それもあったけれど、それ以上に、彼の素す顔がおを見てみたかった。ブリタニアの皇女だと分かったら、彼はそんなものを決して見せてはくれなかっただろうから。

　やっぱり卑怯でずる賢い。

　でも。

　そのおかげで、少し、本当に少しだけ、彼は見せてくれたと思う。

　あのとき、彼は命をかけて自分を守ってくれて。

　そして、ちゃんと。

　話してくれた──。







　画面に映ったスザクの目を、ユーフェミアはもう一度、見る。

　この瞳に、あのときの自分はたぶん助けられたのだと思う。

　背中を押してもらえたのだと思う。

　結局のところ、あの日の自分は不安で不安で仕方がなかったのだ。

　エリア11副総督。目の前に用意された重い肩かた書がき。逃にげ出したくなるような、その名前。

　この少年のことを知りたいと思ったのも、たぶん、そのせい。

　自分とはまた違ちがうだろうけれど、彼もいろいろ背負っているものがあるだろうと思った。

　それは間違ってはいなかった。

　だから、背中を押された。

　自分はこのエリアに何をしにきたのか、何をするためにここにいるのか。

　ほんのわずかだけれど、理解できたような気がしたから──。

　感謝の言葉はまだ伝えていない。

　でも、本当に感謝している。

　だったら、いまは──。

「──分かりました」

　ユーフェミアがそれまでの動どう揺ようが噓うそのように、穏おだやかに口を開く。すると、周囲で言い合いをしていた参さん謀ぼうたちも黙だまりこんだ。

「頼たのみます。総督の救きゆう援えんを、枢木准じゆん尉い」




　──あなたを信じます、スザク。




　ぱっと少年の瞳ひとみが輝かがやいた。

「はい！　必ずや」

　凜りんと引き締しまった顔は、それでもまだ少し子どもっぽいなと思った。
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「ちぃ……！」

　グロースターのショットランサーをひねり、ギルフォードは突つっこんできた敵の刃やいばをなんとか弾はじいた。ぎんと、金属と金属とがぶつかる音。飛び散る火花。

　反動をつけた穂ほ先さきで、相手の頭部を狙ねらうが、これはさっと身をひかれ、簡単にかわされてしまう。

　できる……などと悠ゆう長ちようなことを考えてはいられない。認めたくはないが、むしろ自分のほうが押されている。それに、あの機体──。

　ギルフォードと彼の部隊が相手にしているのは、どうやら黒の騎き士し団だんではないようだった。少なくとも機体のカラーが違う。機体自体も見慣れない。ベースはあの武頼とかいう、グラスゴーを改造したナイトメアのようだが、若じやつ干かんフォルムが変わっているのだ。それに、武頼とはスピードもパワーも段違い。基本性能だけでいえば、このグロースターともほぼ互ご角かく。

　敵の数は五機だが、その中でも特にいい動きを見せているのが一機いる。それこそ、いまギルフォードが相手にしているナイトメア。

　──やはり。

　歯は軋ぎしりをこらえて、ギルフォードはついさっきも思ったことを胸のうちで繰くりかえす。

　こいつが、あのトードーとかいう男なのか──。

　奇き跡せきの藤とう堂どう。七年前、連戦連敗を続けていた日本軍の中にあって、ただ一人、ブリタニアの攻こう勢せいを頑がんとしてはねのけた日本のサムライ。そして、現在は日本解放戦線の首領、片かた瀬せの懐ふところ刀がたな。

　しかし、こいつがその藤堂なら、いったい、いままでどこに潜ひそんでいたというのだ？　まさか、最初から黒の騎士団の奇き襲しゆうを予想して、連れん携けいのタイミングを計っていたとでもいうのか？　馬ば鹿かな。

『ギルフォード卿きよう！』

　突とつ然ぜん、味方の暗号コードを通じて通信が入った。

　女性の騎士だ。確か、ヴィレッタとかいう名前だったか。元々は総そう督とくコーネリアの直属ではなく、ここエリア11統治軍で前総督クロヴィス皇子の配下にいた軍人。

　敵との対たい峙じを続けながらも、そのヴィレッタからの報告を受けたギルフォードはわずかに目を見開いた。

「ゼロの部隊が退いただと？」

『はい。それで、我々もこちらの掩えん護ごを』

　──馬鹿者！

　そう怒ど鳴なりつけるのを、ギルフォードはなんとかこらえた。この状じよう況きようで、あのゼロがただ大人しく退たい却きやくなど選せん択たくするものか。そんなことすら見み抜ぬけず、こちらの援軍にのこのこやってくるとは、なんたる誤ご謬びゆう。

「それよりゼロの位置だ！　情報をまわせ！」

『は……はい！』

　送られてきたデータを見た瞬しゆん間かん、今度こそギルフォードは青ざめた。

　正確に言えば、ギルフォードはこの場所で敵のナイトメアとただ遊んでいたわけではない。

　騎士ギルフォードの役目は、なんといっても、主君コーネリアの護衛。そのコーネリアのそばから一時的とはいえ、ギルフォードが離はなれていたのには訳がある。

（──敵の狙いはこの私だ、ギルフォード）

　ほんの数分前の会話が脳のう裏りによみがえる。

（ならば、逆手にとってやる。お前は適当に刃を交えたのち、一度退け。その後、集結地点はポイント９だ）

　もし、それが成功していたのならば、局所的とはいえ理想的な包囲殲せん滅めつ戦が展開できたことだろう。両りよう脇わきを断だん崖がいに挟はさまれた渓けい谷こく。敵がコーネリアだけをがむしゃらに追っていくのであれば、こちらは崖がけの上から挟みこんで、蜂はちの巣にできる。

　もちろん、不安をおぼえなかったといえば噓になる。確かに成功すれば理想的だが、それは言わば囮おとりを使った奇策。しかも、囮となるのは、ギルフォードにとっても、ブリタニア軍全体にとっても、勝利の指標たるべき総督コーネリア自身なのだ。一瞬、制止しようとも考えた。が、結局できなかった。なぜなら、彼女はこれまでもそうやって戦場を駆かけぬけ、生きのび、常に勝利をおさめてきたのだから。

　だが、いま、それが──。

（ゼロに読まれた！）

　そう思ったとき、ギルフォードは通信パネルに向かってその名を叫さけんでいた。

「コーネリア殿でん下かっ！」







「……聞こえているよ、ギルフォード」

　自じ嘲ちよう気味につぶやくコーネリアのグロースターは、たった一騎、渓谷の真ん中に立っている。

　だが、敵を誘さそいこむはずだったその場所には、すでにコーネリアより先に待ち構えている者がいた。

　全身を真しん紅くに染めあげた機体。見たこともないナイトメア。

（やきがまわった……とでも言うのだったかな、こういう局面は）

　そんなことを思いながらも、コーネリアの操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手に力がこもる。
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　エネルギー源となるエナジーフィラーが装着され、白い巨きよ体たいに命が吹ふきこまれる。

『嚮きよう導どう兵器Ｚ─01、ランスロット、起動します。ランスロット、起動します』

　オペレーターのセシルの声がトレーラーの内側に響ひびく。続いて、作業員たちの状態チェックも次々と行われていく。

『デヴァイサーのＺ─01エントリーを確かく認にん。個体識別情報承認。マン・マシン・インターフェイスの確立を確認』

　巨人の体内に向かって、シートが静かにスライドしていく。

『ユグドラシル共鳴、確認。拒きよ絶ぜつ反応、微び弱じやく。デヴァイサーストレス反応微弱。全すべて、許容範はん囲い内です』

『ダイアグノーシス終しゆう了りよう。ステータス・オールグリーン。バックアップ戦術バンク、ステータスを確認。セカンダリコンファーム完了しました』

　操縦桿を握る。コントロールパネルに相関コードを入力する。

『スラッシュハーケン、イグナイダー起動。ランドスピナー、アイドリング良好、サンドボードとの連結完了。ビルトイン・アーマメント、システムオールグリーン。外部火器インターフェイス、オンライン』

　そうして、これは機体に関してではなく、セシルが作戦の目標を伝えた。

『嚮導兵器Ｚ─01、ランスロットはサンドボードを使用し、最大戦速にて液状斜しや面めんを上じよう昇しよう。総督を救きゆう援えんせよ』

「イエス、マイロード」

　スザクが静かに応こたえると、そこに、今度はロイドが割りこんできた。

『スザクく～ん、一つ、聞きたかったんだけど？』

「はい。なんでしょう」

『いや～、大したことでもないんだけどさあ』

　あいかわらずロイドの声には緊きん張ちよう感の欠片かけらもない。

『君は人が死ぬのを極きよく端たんに嫌きらうね。なのに軍隊にいる。な～ぜだ～い？』

　それは、あるいは少年の根幹を揺ゆるがしかねない質問だったのかもしれないが──。

　だが、スザクは顔色一つ変えなかった。

「死なせたくないから、軍隊にいるんです」

　通信パネルに映ったロイドが『おほ～』と素すっ頓とん狂きような声をあげる。

　そして、なぜか嬉うれしそうに、

『その矛む盾じゆんはさ～、いつか君を殺……あ、ごめんなさいごめんなさいごめごめ──！』

　最後の部分は、隣となりのセシルから「空気を読め、このアーパー科学者」とばかりに胸むな倉ぐらをつかまれたロイドが床ゆかに引きずり倒たおされた悲鳴。

　それっきり通信映像は途と切ぎれた。

　スザクは一度目をしばたたかせ、それから、無む駄だかもしれないと思いつつも、通信パネルに告げた。

「ランスロット、発進します」

　本音を言えば──。

　どうして、あんなにセシルが怒おこったのか理解できなかった。

　だって、そうじゃないか。

　ロイドの言葉は正解でもないが、全部間ま違ちがっているわけでもない。

　矛盾が自分を殺す──？

　違う。




　──軍人は当然、死ぬものだ。




　その命は自分のためにあるんじゃない。誰だれか、別の誰かの命を守るためにある。

　矛盾じゃない。その在り方が自分の命をすでに奪うばっているのだ。

　だから、怒る理由が分からない。死はここにいる限り当たり前のものだ。

　分からないことは、スザクは考えないようにした。

　……ずっと以前から、そうしていた。

　弾だん丸がんのようにトレーラーから飛びだしたランスロットが、土石流で生まれた泥どろを煙けむりのように巻きあげ、斜面を登っていく。







　──人は当然、死ぬものだ。

　武頼のコクピットで、ルルーシュ＝ゼロは皮肉っぽくつぶやいた。

　この戦いで、ブリタニアの兵士が多く死んだ。日本解放戦線の兵士も死んだ。黒の騎き士し団だんのメンバーも死んだ。

　死を悼いたむのは結構なことだ。しかし、履はき違えてはならない。本当の意味での哀あい悼とうとは、その人間の死を生かしてやることだ。流された血が、輝かがやかしい結果を生むのであれば、その死は無駄になどならない。王というものが、支配者というものが存在する意義がそこにある。所しよ詮せん、人間は自分勝手に生き、自分勝手に死んでいく。そういった無む軌き道どうな生と死に整合性を与あたえ、意味あるものに変えていける者こそ、真に「王の器うつわ」を持っているといえるのだ。

　だから、ルルーシュは誰かの命を奪うことをためらったりしない。

　流される血を恐おそれたりはしない。

　そう。

　それが腹違いとはいえ、実の姉、コーネリアの血であったとしても──。

　ただ、コーネリアに関しては、まだ生かしておく必要があった。

　彼女からはギアスを使ってでも聞き出さなければならないことがある。

　あのクロヴィスなどが、死の直前に洩もらした情報だ。

　彼女は知っている。ルルーシュの実母、神聖ブリタニア帝てい国こく后こう妃ひ、マリアンヌ。その母が誰に殺されたのか、なぜ死ななければならなかったのか。

　そのことをおそらくコーネリアは知っている……。

　通信を完全なオープンチャンネル設定し、ルルーシュは、眼下の渓けい谷こくで紅ぐ蓮れん弐式と対たい峙じしているコーネリアのグロースターに呼びかけた。

『聞こえるか、コーネリアよ。既すでにチェックメイトだ』

『ゼロか！』

　ああ、とうなずく。

『オオミヤ・ゲットー以来だな。再会を祝うべきか──しかし、その前に我々に投降していただこう。ちなみに援軍は間に合わない』

　そこで、ルルーシュはにやりと笑った。

『私の勝ちなんだよ、コーネリア』

　はっ、とグロースターの内部でコーネリアも鼻で笑いかえした。

『愚おろかなり、ゼロ』

　そして、目の前に立ちふさがった赤いナイトメアを皇女はにらみつける。

『その自信過か剰じよう、一度手痛い目にあったというに、まだ直っていないと見える。私を見くびったな』

『ほう？』

『これで死地に追いこんだつもりか。こいつさえ、倒せば……！』

　瞬しゆん間かん、操そう縦じゆう桿かんを握にぎるコーネリアの両手が動いた。

　呼応して、うなりをあげるグロースター脚きやく部ぶのランドスピナー。飛ぶ。一気に敵との距きよ離りを縮める。突つき出すショットランサー。

　だが、その刹せつ那な、敵の赤い影かげがぶれた。モニターから消えた。

　──速いっ。

　しかし、それでもコーネリアは動どう揺ようなどしない。すぐさま機体を入れ替かえ、伸のびてきた敵の腕うでをやり過ごす。バックステップ。同時に胸部のスラッシュハーケンを発射。あろうことか、敵ナイトメアはそれを左手で受け止める。こちらの機体とつながったハーケンのケーブルをたぐり、無理やり引き寄せようとする。

「ふん！　器用なやつだなっ！」

　だが、それが命取りだ。コーネリアは相手の力に逆らわない。逆に自らも地を蹴けって、グロースターを突っこませる。ショットランサーを一文字に構えた体勢で。

　──とった！

　だが、そう思ったそのとき──。

　ぞわりとコーネリアの背筋に悪お寒かんが走った。

　理り屈くつではない。

　長年、戦場を駆かけつづけた経験、加えて、たぐいまれなる武人としての勘かん。

　それらがまとめてけたたましい警告を発した。

「なっ……！」

　伸ばした槍やりの先を赤いナイトメアが右手で受け止める。まるで、飢うえた獣けもののそれを思わせるような、禍まが々まがしい銀の爪つめ。

　とたんに閃せん光こうがモニターを覆おおいつくす。

　とっさにコーネリアは操縦桿のレバーを引き、自らグロースターの右腕を肩かたから強制的に切り離はなした。再び地面を蹴って後方にさがる。間ま違ちがいなく正しい判断だったといえよう。止められたショットランサーだけではない。ランサーを持っていた腕、一瞬の判断で本体から分離させたグロースターのその腕までもが次の瞬間、爆ばく散さんしたのだ。繫つながったままだったら、機体もまとめて吹ふきとばされていたに違いない。

「なんだ、あの武器は……」

　指向性の地じ雷らいを強力にしたものか。いや、それにしても、爆発の状じよう況きようが普ふ通つうではない。こちらの機体内側から、膨ぼう張ちようして破は裂れつした。まるで、瞬間的に巨きよ大だいな熱が腕の内部に発生したかのようだ。第一、敵の爪には地雷のようなものは握られていなかった。

　未知の兵器に対する警けい戒かい感が、一瞬、コーネリアの動きを止める。

　そして、今度は逆に、それが彼女の命取りになった。

　背後からの脅きよう威いを察知して、グロースターのセンサーが鳴らす警告音。続いて、まぎれもない実じつ弾だんの衝しよう撃げきがコーネリアのグロースターを襲おそう。残っていた左腕に穴があく。

「くっ！」

　意味がないと頭で理解しつつも、コーネリアは叱しつ声せいをあげざるをえなかった。

「卑ひ怯きよう者！　味方を盾たてにしたあげく、こそこそと後ろからっ！」

『ほう。では、お前がこれまで行ってきた作戦は卑怯ではないと？』

　通信機から聞こえる、忌いま々いましいほど勝ち誇ほこったゼロの声。

　コーネリアは唇くちびるをかみ締しめる。

　撃うたれた左腕がばちばちと電子の火花を散らし、機体のメインコンピュータが強制パージを指示している。

　ゆっくりと、コーネリアは操縦桿のレバーを再度引いた。







　戦局は悪化を続けている。

　もっとも、普段であれば、ギルフォードはむしろ楽しささえ感じたことだろう。彼は戦いを忌き避ひするタイプの人間ではない。その肩書きどおり、まさしく騎き士しの心を持つ男なのだ。敵の技量は敬意を表するに値あたいする。これほどの好敵手にめぐりあえたことを、逆に感謝したに違いない。

　しかし、いまは状況がそれを許さなかった。

「おのれ、余計な邪じや魔まを！」

　ただ退たい却きやくするだけなら、いつでもできる。

　しかし、それでは意味がないのだ。彼が敬愛する主君は、いま敵てき陣じんの真っ只ただ中なかにある。突とつ破ぱ口こうを切り開いて、前に進まなければ到とう達たつできない。

　例の武頼に似た五機のナイトメアは周囲を縦じゆう横おう無む尽じんに走り続けている。彼らは集団としての連れん携けいにも長たけていた。よほど訓練された者たちに違いない。ギルフォードはどうしてもその包囲陣を突き破ることができない。

「ええい！　このままでは殿でん下かがっ……」

　そのときだった。

　通信パネルが受信の赤マークを表示する。

　そして、流れ出てきた声は、彼がいま最も案じている女性の声だった。

『……ギルフォード……我が騎士ギルフォードよ』

「殿下っ！」







「ギルフォード──」

　もう一度、その名を口にし、コーネリアは両りよう腕うでを失ったグロースターの中で小さく息をついた。

　声は──むしろ淡たん々たんとしていた。

「汝なんじが捧ささげた剣けんの誓せい約やくに従い、コーネリア・リ・ブリタニアが命じる。我が騎士ギルフォード。ダールトンと共に、ユフィを補ほ佐さしてやってほしい」

『！　殿下！』

「私は……投降はせぬ」

　間違っている。

　体のどこかがそう言っていた。

　脳のう裏りに、可か憐れんな微び笑しようを浮うかべた少女の姿が浮かんだ。

　誰だれよりも大切な──。

　泣き顔は見たくないなと思った。

　そんなことを戦場で思ったのは初めての経験だった。

　だからこそ、それを振ふり払はらうようにして、コーネリアは軽く首を振った。

　そして、ぎらりと、モニターの中でまったく無傷の赤いナイトメアを見み据すえる。

「皇女として──誇り高きブリタニアの血を受け継つぐ者の一人として、最後まで戦うのみ！」

　生き残っている両りよう脚あしをうならせ、グロースターが赤いナイトメアに突つっこんでいく。

　必死で自分の名を叫さけぶ、ギルフォードの声が遠くに聞こえた。







　絶望的な特とつ攻こうをはじめたグロースターを見下ろして、武頼のルルーシュはふんと鼻を鳴らした。

　不ふ機き嫌げんそうに、

「つまらん選せん択たくを……」

　実際、あまり好ましい状じよう況きようとは言えなかった。

　カレンと紅ぐ蓮れん弐式であれば、パイロットの乗ったコクピットを生かしたまま、あれを取り押さえることは可能だろうが。

　しかし、あのままだと機体が動かなくなったら、自分の頭を銃じゆうで撃ちぬきかねない。

　ルルーシュは通信を迷めい彩さいモードに切り替かえ、紅蓮弐式と繫つなげた。

「カレン、少し手を抜ぬけ」

『え？　でも……』

「目的は、コーネリアを捕ほ獲かくすることにある。あまり自じ暴ぼう自じ棄きになって自害されてもらっても困る。私が説得する余よ裕ゆうを作ってくれ」

『は……はい！』

　紅蓮弐式が接近してきたグロースターを軽々とかわし、距きよ離りをとる。

　そうだ。

　少なくとも、ギアスを使えるだけの状況には持ちこまなければならない。

　──あいつには母上のことを聞かなければならないのだから。

　だが、しかし。

　そのルルーシュのこだわりが、今回の戦いにおける、彼の最大のミスだった。







　突とつ如じよ、轟ごう音おんが戦場に響ひびき渡わたる。

「なに？」

　ルルーシュも、いや、コーネリアも、紅蓮弐式のカレンも、離はなれたところにいたギルフォードでさえも、思わず声をあげた。

　そして、次の瞬しゆん間かん、白い騎き士しの放った巨きよ大だいな弾だん丸がんが深い渓けい谷こくをまともに横から貫つらぬく。

　吹ふき飛んだ土ど砂しやが宙を舞まい、えぐられた大地がかりそめの道となって、騎士の前に開かれる。

　流星にも似た影かげは、撃うったばかりの銃を構え、またたく間に戦場へ急接近してきた。
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　もちろん、先ほど黒の騎士団が起こした土石流と比べれば、小さな水みず鉄てつ砲ぽうのようなものだ。

　だが、それでも有効だったのは間ま違ちがいない。強ごう引いんで、滅め茶ちや苦く茶ちやで、そのくせ理にかなった手段。

「うわぁ……」

　特派のヘッドトレーラーで状況を示す戦略パネルを見ていたセシルが、あきれたような、感かん嘆たんしたようなつぶやきを洩もらす。

「あいかわらず無茶するな～。ヴァリスで間の障害をまとめて突き破るなんて」

　隣となりで青あざを顔にこしらえたロイドが楽しそうに笑う。







　白い騎士が大地を蹴けって谷底に降り立つ。

　その一連の動き。

　戦いだとか、敵味方だとか、そういったものとは無関係の者がこの場にいれば、無条件で「美しい」と表現したことだろう。一いつ瞬しゆん、羽でも生えているかのように宙に躍おどり出た動作であるとか、着地した瞬間、半はん壊かいしたグロースターをまさしく貴婦人を守る騎士のように背後にかばった姿であるとか、敵が反射的に撃ちこんできたライフルの弾たまをなんなく右みぎ腕うでの盾たてで弾はじいたこととか。

　ナイトメアという機械が求める一つの理想形がそこにある。

　特別派は遣けん嚮きよう導どう技術部製、試作嚮導兵器Ｚ─01、ランスロット。

『総そう督とく！　ご無事ですか、救きゆう援えんに参りました！』

　グロースターの中で、やや啞あ然ぜんとしていたコーネリアはようやく己おのれを取り戻もどした。

「特派だと？　いったい、誰だれの許しを得て……」

　しかし、九死に一生を得たことは疑いようがない。それはもはや誰であろうと認めるしかないだろう。事実、同じようなつぶやきを他ほかの場所で洩らしているブリタニア騎士が何人もいる。

　だが、逆の側に立ってみれば、まさしくそれは降って湧わいた邪じや魔ま者──しかも、恐おそろしく厄やつ介かいな敵手以外の何ものでもなかった。

『おいっ、あのナイトメア……』

『あ、ああ。シンジュクや河口湖にもいたやつだ──』

　畏い怖ふをまじえて無線でつぶやく部下たちの声を聞きながら、ルルーシュはぎりっと歯を鳴らした。

「またか、また、あいつが……！」

　ルルーシュは想起せざるをえない。

　いったい、あの白いナイトメアにこれまで何度、計算を狂くるわされてきたことか。

　最初は、例のシンジュク事変だ。

　あのときは、あと一歩でブリタニア軍を殲せん滅めつできるところだったのに、気がつけば、逆に味方のほとんどがあれにやられていた。

　河口湖こ畔はん事件のときにしてもそうだ。あのときはとりあえず味方の目的は達成できたが、それでも、あれが地下で暴れたせいで、あやうく作戦を潰つぶされるところだった。

　たった一騎で、こちらの立てた綿密な戦略も戦術もまとめてひっくり返す力を持っているなど、ふざけているとしか思えない。

　もちろん、今回の作戦に関しても、ルルーシュはあの白いナイトメアのことを考えなかったわけではなかった。ただ、おかしなことに、あのナイトメアは通常のブリタニアの軍事行動では前線に出てこないのだ。あれほどのナイトメア、自分であれば思うままに活用するのにとも思うのだが、なぜかコーネリアも前の総督クロヴィスもあれを使いたがらなかった。だから、今回に関しても、不確定要素ではあるが、さほど重視する必要はないと考えていた。

　しかし、間違っていた。

　誰が乗っているのか知らないが、あのナイトメアのパイロットの能力は下手をすればコーネリアやダールトンより上だ。機体の性能も桁けた違ちがい。少なくとも、武頼では勝負にならない。

　となれば──。

「紅ぐ蓮れん弐式は白しろ兜かぶとを破は壊かいしろ！　こいつの突とつ破ぱ力は邪魔だ！」

　敵の最強兵器には、こちらの最強兵器をぶつけるのみ！

『はいっ！』

　一声応じたカレンと紅蓮が、白いナイトメアに襲おそいかかる。







　迫せまる赤いナイトメアのフォルムには見覚えがない。

　だが、いまはそんなことを気にしている場合ではなかった。

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手にスザクは力をこめる。

　その瞬間、ぴりっと全身に刺し激げきが走った。

　実は、これがこのナイトメアの特とく徴ちようである。体に電流が流れる──いや、というより、なんとなく神経に負ふ荷かがかかるのだ。他の、たとえば同じブリタニア軍のグラスゴーやサザーランドなどではこんなことは決して起こらないと聞く。説明を求めると、メイン開発者のロイドはユグドラシル共鳴がどうのこうのと妙みように嬉うれしげに話をしてくれたが、残念ながらさっぱり理解できなかった。

　しかし、確かに性能はすごい。

　大したものだ。

　そう、どこが一番すごいかといえば──。

　自分の反応にわりとついてくる。

　このランスロットに出会う以前、スザクはもちろんナイトメアのパイロットではなかったが、ただし、仮想シミュレータによる操縦だけはやったことがある。軍の実験に参加したときの経験がそれだ。そのとき、バーチャルではあったが、初めてナイトメアを動かしてみた。

　感想は──拍ひよう子し抜ぬけだった。

　こんなものか、と思った。

　そのときまで、スザクの脳のう裏りにあったナイトメアの姿は、まさに人の分身だった。人の動きを完かん璧ぺきに再現できる機械マシンだった。ところが、意に反して、そのシミュレータはちっとも自分の望むような動きをしてくれなかった。

「どうだ、これが我がブリタニア軍の誇ほこる最さい新しん鋭えい機きサザーランドだ。もっとも、お前らイレヴンにはろくに動かせないだろうがな」

　などと、上官のブリタニア将校は自じ慢まん半分、軽けい蔑べつ半分で胸をそらしたが、スザクに言わせれば、まともに動かないのは機械のせいだった。目標を認にん識しきして照準をあわせても、反応が鈍にぶい。遅おくれる。こちらはミリ単位の動きを精確にこなしているというのに、駆く動どう部分のギアがそれについてこない。なにより姿勢制せい御ぎよ系の運動性能の悪さにはまいった。あれでは到とう底てい、自分がイメージしている動きに届かない。結局、機械に無理やりあわせて、こちらが鈍さを装よそおうしかなくなってしまうのだ。

　その点、このランスロットは違ちがう。

　もちろん、それでも完璧ではないが、かなりの反応率を示してくれる。スザクの動きに一体化してくる。

　これこそ分身と呼ぶべきだ。

　赤いナイトメアが猛もう然ぜんと突進してくる。

　スザクはランスロットの体を軽かろやかに横に滑すべらせ、側面から蹴けりを叩たたきこんだ。足の先には、まだ付けたままだったサーフィンのような形をしたサンドボード。

　無論、これで終わるとは思っていなかったが、完璧に受け止められたのは意外だった。妙にねじくれた形をした銀の爪つめ。──中心で湧わき起こる光。

「え……」

　このとき、初めてスザクの顔に緊きん張ちようが走った。だが、つぶやいたときにはすでにサンドボードを足から切り離はなしている。そして。

　相手の爪の中で、内側から膨ふくれあがり爆ばく発はつするサンドボード。

　──なんだ？　あの武器。

　先ほどのコーネリアと同じ疑問がスザクの頭をよぎる。しかし、コーネリアと違ったのは、それで動きを止めるようなことはしなかったことだ。後方に飛びすさり、スザクは持っていた可変弾だん薬やく反発衝しよう撃げき砲ほ──通つう称しようヴァリスを赤いナイトメア目がけて発射する。ただし、エネルギーレベルは最小、収束モード。つい先刻、渓けい谷こくの横っ腹をぶち抜ぬいたときのような大エネルギーはこの場合、必要ない。

　そして──。

　本当の意味でスザクが驚きよう愕がくしたのはそのときだった。

　完璧にとらえたと思った。

　タイミング的にも外しようがないと思った。

　ところが、ヴァリスの銃じゆう口こうから放たれた初弾はやすやすとかわされた。続いて、第二弾、第三弾。ことごとく赤い機体の横をすりぬけてしまう。右に左に動く敵を仕留められない。

「まさか……！」

　思わず口に出してしまう。

「ランスロット並みの速さっ!?」

　赤いナイトメアがさらにスピードをあげて、ジグザグに接近してくる。







「へえ～、すごいじゃないか、敵の新型」
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　感かん嘆たんしたような声をあげたのは、ランスロットからリアルタイムで送られてくるモニター映像を眺ながめていたロイドだった。

　もっとも、そんな図太い反応をできた人間はロイドだけだ。

　横で大きく目を見開いたセシルが、信じられないという声をあげた。

「まさか……敵もユグドラシルドライブを!?」

「いや～、それはどうかな～」

　やはりロイドは平然としている。

「一つ一つの動きがちょっとずつ違う感じだよねえ。ま、使ってないとも言い切れないけど。設計思想の部分で方向性にずれがあるっていうか。……あの腕うでの輻ふく射しや波動といい、これはいよいよラクシャータかな」

「のんきに分ぶん析せきしている場合ですか！」

　セシルがきっとロイドをにらみつけた。

「通信、開きます！　スザクくんに助言を……」

　ロイドは肩かたをすくめた。

「いらないと思うけどね～」

「ですが……！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。あの程度じゃ負けないから、彼とボクのランスロットは」

　さすがにこれには、タッチパネルを操作しようとしていたセシルも手を止めた。

　やや意外そうに振ふりかえった。

「ずいぶん自信がおありですね」

「そう？　でも、前にボク言ったでしょ、彼は最高のパーツだって。大体、そうじゃなかったら、戦せん闘とうデータを取る機会も少ない彼を乗り手に選んだりしないよ」

「はあ……」

「ただまあ、正確に言うと、最高に近いパーツなんだけどねえ」

　と、そこで、なぜか急にロイドは残念そうな声になった。

「あれさえなければなあ……。その辺、そろそろ改善しとこうと思って、発進前に話をしようとしたら、君に邪じや魔まされちゃうし～」

「はい？」

　妙みように恨うらみがましい目線を向けられ、セシルはぽかんとした。







　ランスロットと紅ぐ蓮れん弐式の戦闘には決着がつかない。

「このぉ！　あいかわらず、ちょこまかとっ！」

　向かってきたスラッシュハーケンを叩き落とし、カレンが紅蓮弐式を走らせる。

「くっ……！」

　伸のびてきた輻射波動の爪つめを寸前でスザクのランスロットがかわす。

　しかし、一見互ご角かくに見えるこの戦い、実は両者の間には決定的な差がある。

　それは何か？

　姿勢の問題である。

　よくよく見ると、紅蓮弐式が完かん璧ぺきにランスロットを破は壊かいしようと動いているのに対して、ランスロットの動きにはやや不自然さがある。

　意思がないとでも言うべきか。

　そう。

　つまり、この段階まで、スザクはまだ相手を殺そうとして戦っていないのだ。

　別に覚かく悟ごがないわけではない。スザクとて軍人だ。人を殺した経験は……無論ある。必要とあれば、そうすることを拒きよ絶ぜつしたりはしない。

　しかし、逆に言えば、必要がなければしないのだ。

　ナイトメア戦において、この少年はわりとこういう戦い方をする。敵のコクピットを積極的に狙ねらうようなことはせず、脚きやく部ぶを破壊して動きを封ふうじたり、腕を狙ったり、頭部のファクトスフィアをつぶして、相手の「目」を奪うばったり。

　甘い──と見なすのは、見当違ちがいだろう。要は、それができるだけの、それで勝利をおさめられるだけの、高いパイロット能力を持ち、高い性能の機体を持たされていたということだ。少なくとも、これまでは。

　しかし、それもすでに限界に達しようとしていた。

　目の前の赤いナイトメアはただの敵ではない。ためらっていたら──やられる。

　そう思った瞬しゆん間かん──。

　スザクの瞳ひとみがすっと静まった。表情を失った。

　紅蓮弐式が爪を構えて、再び懐ふところに飛びこんでこようとする。と、ほぼ同時に空いている手でランスロットが腰こしからそれを引き抜ぬいた。

　赤く輝かがやく一本の剣けん。

　正式名めい称しようはＭＶＳ──メイザーバイブレーションソード。

　間合いに入った瞬間、ランスロットは赤い機体に向けて横よこ殴なぐりに剣をふるう。ぞっとするほどの正確な軌き道どう、尋じん常じようでない速度。しかし、こちらも尋常でない反応で紅蓮弐式が剣を爪で受け止める。輻射波動解放。剣そのものが内側から膨ぼう張ちよう。だが、そのときにはもう、ランスロットは剣を手放していた。受け止められることは最初から織り込みずみだったのだ。

　至近距きよ離りから紅蓮弐式に向けられるヴァリスの銃じゆう口こう。

「！」

　反射的にカレンはこれまで何度も頼たよりにしてきた輻射波動の爪で機体をかばった。撃うちだされるエネルギー弾だん。輻ふく射しや波動、連続解放。二つの異なるエネルギーがゼロ距きよ離りで激げき突とつ。空間がきしむ。

「受け止めた!?」

　さすがにランスロットのコクピットでスザクも驚きよう愕がくの声をあげる。

　だが、完璧に受け止められたわけではなかったのだ。

　飛び散るスパーク。圧縮されたエネルギー同士が反発する力。その刹せつ那な、紅蓮弐式の右みぎ腕うでに駆く動どう音とは違う耳みみ障ざわりな炸さく裂れつ音が走った。負ふ荷かに耐たえきれなかった間接部がまともにずれた。ついで、戦闘を続けるうちに、いつの間にか谷の端はし側、あの土石流がえぐった大地の亀き裂れつのすぐ近くにまで来ていた足元の地面にもひびが入る。

「わっ！」

　崩くずれた地面に巻き込まれるようにして、紅蓮弐式はバランスを崩し、峡きよう谷こくのさらに下へ転がり落ちていった。







「扇！　紅蓮は!?」

　武頼のコクピットでルルーシュは叫さけぶ。

　通信パネルからすぐに返答があった。

『……あ、ああ。右腕が駄だ目めだ。動けることは動けるみたいだが』

　くっ、とルルーシュは唇くちびるをかむ。

　紅ぐ蓮れん弐式でも駄目なのか──。

　加えて、こちらの状じよう況きようもかんばしくなかった。

　武頼のメインモニターでは、疾しつ走そうしながら、胸部のスラッシュハーケンを発射するコーネリアのグロースターが映っている。あれはあれで、紅蓮弐式とあの白いナイトメアが戦いはじめたとたん、そこは任せたと言わんばかりにルルーシュの武頼へ向かってきたのだ。両腕を失っているにもかかわらず、これがまた恐おそろしく手て強ごわい。認めるのは癪しやくだが、パイロットの差だろう。何しろ、相手はブリタニアでも屈くつ指しのナイトメア乗り、コーネリア第二皇女なのだ。カレンの紅蓮ならばともかく、自分の武頼では荷が重い。

　くそっ。

　また、あいつに──！

　しかし、このルルーシュ・ヴィ・ブリタニアという少年は、戦場で激情に身を任せることの愚おろかしさをすでに知っている。

「……退くぞ、扇！」

『え……？』

「時間切れだ。これ以上は消しよう耗もう戦になる。ブリタニア軍が立ち直る前に撤てつ退たいだ！」







　谷底へ転落していった赤いナイトメアを、スザクは追わなかった。

　自分は強敵と戦うためにここに来たのではない。それにヴァリスを止められたとはいえ、あのナイトメアは右腕を含ふくめ、かなり損傷していた。もはや脅きよう威いにはならないだろう。

　ランスロットの向きを変え、スザクは彼女のところに駆かけ戻もどった。

　ゼロと武頼の姿はすでにない。

　間近に迫せまったところで、両腕のないグロースターが力ちから尽つきたように地面に膝ひざをついた。

「！　総そう督とく！」

　だが、返ってきたのは鋭するどい声だった。

『お前はゼロを追え！』

「はっ……しかし」

『エナジーフィラーが尽きただけだ。行け！』

「は、はいっ！」

　ランスロットが地を蹴けり、軽々と崖がけを登っていく。まさに跳はねるような鮮あざやかな体さばきで、この様々な感情と思惑おもわくが噴ふん出しゆつした戦場をあとにする。

　白い後ろ姿が完全にモニターから消えたところで、グロースター内部のコーネリアは通信を切った。

　外部と遮しや断だんされた状態になって初めて、コーネリアの顔が憤ふん怒ぬに染まった。

　両の拳こぶしが、すでに何の意味もなくなった操そう縦じゆう桿かんをバンと叩たたく。

　──この借りは高くつくぞ、ゼロ……。

　せめて、それくらい激情を発散させることは許されてもよいだろう。彼女がこの数時間で受けた耐え難がたいほどの屈くつ辱じよくを思えば。

　無論、彼女にはこのあと、いまだ続く自軍の混乱を収拾する責務が残っている。
















　　　　＊




　──それは、遠い遠い過去の話。







「ルルーシュ。お前、将来なりたいものとかあるのか？」

「……あいかわらず、君は底そこ抜ぬけのバカだな。僕はブリタニアの皇子だぞ。将来も皇子になるに決まっている」

「皇子って仕事なのか？」

「え……？　さあ、仕事とは違ちがう気もするけど……」

「なんだ、つまりムショクか」

「失敬な──大体、そういう君こそ何か将来の希望でもあるのか、スザク」

「は？　俺？……そうだなあ、藤とう堂どう先生みたいに軍人になるのもいいかなって思うけど」

「けど？」

「床とこ屋やさんとかもいいな。人の髪かみいじったりするの、好きだ」

「……ナナリーのは切らせてやらないからな」

「俺のほうがうまいのに」

「そもそも、君は才能の使い方を間違ってる。活いかすとすれば、その無む駄だな体力だけだろう、君の場合」

「……ちょっと、本気で怒おこっていいか？」

「なんなら、僕の騎き士しにしてやってもいいぞ」

「やなこった。あの、一生チューセイを誓ちかうとかいうあれだろ？　お前の手下なんてごめんだね」







　そこで。

　黒髪の少年は黙だまりこみ。

　微笑ほほえむ。

　心の底からうれしそうに。







「なんだ、急に」

「ふふ……いや、確かにそうだな。君は僕の騎士にはしてやらない」

「こっちからお断りだって言ってるだろ」

「うん。騎士は友達じゃない。だから、君は失格だ」

「…………。ナナリーの髪、最近また少し伸のびたな」

「だから、駄だ目めだって言ってるだろ」

「いいだろ、ちょっとくらい」







　それは本当に遠い過去の話──。




　　　　＊




　白い影かげが背後からしつこくしつこく追いすがってくる。

「くそっ！　いい加減にしろっ、この化け物が！」

　重圧に耐たえきれず、ルルーシュは武頼を振ふり返らせた。アサルトライフルを構える。だが、それこそが致ち命めい的な隙すきとなってしまった。

　弾だん丸がんのごとく放たれた白いナイトメアのスラッシュハーケンが武頼の右みぎ脚あしと腹部に突つき刺ささった。バランスを崩くずし、機体が地面に叩きつけられる。燃料への引火を探知したセンサーが、脱だつ出しゆつ用ようのイジェクションシートを強制作動。しかし、発射角度が悪い。本来であれば、弧こを描えがいて宙を飛び、戦場を離はなれるはずのシートは、河に投げた小石のように地面を跳はねた。コクピットを取り囲む頑がん丈じような外がい壁へきが何度も何度も打ちつけられる。

「ぐぁ！」

　液状化した泥どろを巻きこみ、シートがやっと停止する。

　体のあちこちにできた打だ撲ぼくなどに構っていられる状じよう況きようではない。

　ルルーシュは這はいずるようにして、コクピットの外に出た。

　しかし、そこで彼の道は閉とざされる。

「っ！」

　目の前に立つ巨きよ人じん。

　自分は正義だとでも主張したいのか、白と金で塗ぬり分けられたその忌いま々いましい機体。

　ゆっくりと巨大な腕うでがあがる。

　人一人を吹ふき飛ばすにはあまりに強力すぎる銃じゆう口こうが真正面からルルーシュに向けられる。

「──特派ヘッドトレーラーへ」

　ランスロットの内部では、スザクが静かに通信パネルに向かって語りかけていた。

「ゼロを発見。これより確保します」

　仮面の内側で、ルルーシュの瞳ひとみが見るものを焼き殺さんばかりの憎ぞう悪おに燃えあがった──







　あとがき




　もちろん、これを書いている時点では、皆みなさんと同じで私も最終話を見ていません。み、見たい……。







　２ヶ月ぶりでこんにちは。そして、初めましての方は初めまして。コードギアス小説版担当の岩佐まもるです。『コードギアス　反逆のルルーシュ　ＳＴＡＧＥ─１─ ＳＨＡＤＯＷ』をお届けします。

　そんなわけで、ようやくＳＴＡＧＥ１です。前巻のＳＴＡＧＥ０が過去編とすれば、こちらは現在編ということになるでしょうか。しかし、これの作業に入ってみて、改めて痛感させられたことが一つ。

　コードギアスは魅み力りよく的てきなキャラクターが本当に多すぎる！

　ノベライズ作者としては嬉うれしい悲鳴とでも言いましょうか。ついつい、あれも書きたい、これも書きたいとなってしまいます。アニメ本編もそうですが、小説にも文章量の制限というものがありますので、喜びつつも少し困ってしまいました。全すべてのキャラを網もう羅らしようと思ったら、三千枚を超こえる大長編になりかねないというジレンマ……。結果、泣く泣く「あなたは小説では目立たないでください」とエピソードを削りに削けずったキャラも出てしまいました。そのキャラクターのファンの皆様には、本当にお詫わびするしかありません。どこか別の場所で補完できればいいのですけれどね。該がい当とうキャラメインの短編などで。（ちなみに、個人的趣しゆ味みの範はん囲いで小説を書きたいキャラもいたりします。某ぼうブルーベリーの人とか某ブルーベリーの人とか某ブルーベリーの人とか）

　そういえば、キャラクターの話で思い出しましたが、私はこういったノベライズのお仕事をやらせていただくとき、それぞれの登場人物に自分でイメージ曲をあてはめてみるという作業をします。自分の手で一から設定を作ったキャラではないので、音でキャラクターの輪りん郭かくをはっきりさせるとでも言いましょうか。といっても、最初に設定やシナリオを頂いた段階では、サントラＣＤのようなものはないので、曲自体は別に既き存ぞんのものから引っ張ってきます。大たい抵てい、そのときに自分がはまっているＣＤなどから持ってくるのですけれどね。今回はなぜかウインドオーケストラに凝こっていたので、それを中心に各キャラクターのイメージ曲を（実は勝手に）あてはめてみたのですが──。




　コーネリア……シンフォニア・ノビリッシマ

　ミレイ……シング・シング・シング

　シャーリー……イン・ザ・ムード

　皇こう帝てい……アフリカン・シンフォニー

　ユーフェミア……序曲「ばらの謝肉祭」

　ジェレミア……エル・クンバンチェロ




　一部ですが、こんなところです。しかし、改めて並べてみると無茶ですね。皇帝が「アフリカン」って（でも、あの顔と迫はく力りよくが……）。ちなみに、前巻のＳＴＡＧＥ０を書くときは、延々「パリは燃えているか」を聞いていました。現在のあの二人やＣ．Ｃ．シーツーに関しては、企き業ぎよう秘密？　なので内ない緒しよ。







　前まえ振ふりが長くなってしまいましたが、今回のＳＴＡＧＥ１の話を。

　諸しよ般はんの事情により、今回のＳＴＡＧＥ１はアニメ本編の１話からストーリーを始めないことになってしまいました。楽しみにしていた方には本当に申し訳ありません。具体的にはアニメ１話から８話までは全面カット、９話のカレンのモノローグから話がスタートという形です。時系列でいえば「黒の騎き士し団だん設立後」が、このＳＴＡＧＥ１ということになります。なお、「黒の騎士団が設立されるまで」の話は、現在、雑誌ザ・スニーカーで「コードギアス　反逆のルルーシュ　─朱の軌跡─」を連れん載さいしていますので、どうか、そちらでお楽しみください。

　最後になりましたが、今回もお世話になったアニメスタッフの方々、関係者の方々、そして、この本を手にとってくださった皆様に心よりの感謝を。

　それでは、次巻ＳＴＡＧＥ─２─でまたお目にかかることを願いつつ。







　　平成十九年六月


岩佐　まもる　　









　解説





監かん督とく　谷口　悟ご朗ろう　　






　某ぼう月某日、目黒近辺。

　外は小雨、もうすぐ終電、明日は美術打ち合わせ。そういえば、キャラソンの作詞で相談があるとか、ビクターの石川さんが言っていたな。これも明日、片付けるしかないか……。

　とっとと帰ろう。そう思っているのに、私、谷口の前にいる河口プロデューサーは動く気配がない。

　谷口と河口。何か失敗したユニットみたいで嫌いやだ。

　で、その当人、河口佳よし高たか。サンライズ所属のプロデューサー……だが、限りなく自由人。

　その自由人は、ジン・トニックのグラスを脇わきに置き、さっきから手帳をにらみつけている。

　深刻な事？　まあいいや、それより本題。これを何とかしないと帰れないって事なんだろうね。




谷口「だから言ってるじゃないですか、無理だって！　そもそも岩佐さんや角川編集部を信しん頼らいして任せたんだから…、偉えらそうに解説なんて……」

河口「それとこれとは別問題。監督でしょ？　君も、もっと大人になってだなあ……」

谷口「あのねェ！　普ふ段だんは、見事な自由っぷりなのに、こんな時だけ組織人になるっておかしいでしょ」




　正直、私は困っていた。

　小説の解説を書け、という河口プロデューサーの命令に。命令って何かイラってくるよね。

　だからルルーシュの能力にしたんだけど、自分がされるとなると別問題。

　わがまま？

　うん、そうかも知れない。私はそんな奴やつですが、それが何か？




河口「おい、聞いてる？」

谷口「聞いてますよ、それよりこっちを見て話してくださいよ。さっきから手帳ばっか見て……何か問題でもあったんですか？」

河口「あ、これ？　いや、車を買い換かえようと思ってんだけど、ローンの計算が……」




　これだよ。

　この人、どこまで本気なのか今イチわからないんだよね。こっちを説得したいのか、型通りに話をしているだけなのか。

『一応、話はしておきましたから』

　制作がよく使う便利な一言。ＣＬＡＭＰさんや安田さんの前でも、こんな感じだったっけ？　少なくとも、局の竹田さんや諸富さんの前では見せない顔。営業の場では、真面目まじめポーズを前面に押し出す。対してネットラジオとかでは道どう化け師しを演じて、コードギアス的表現を使うなら、仮面をかぶり続ける立派な社会人。で、




谷口「話、戻もどしますけど……」

河口「追加オーダーしなよ」

谷口「じゃあサイド・カーを……」




　終電まであと三十分。ピンチだ、つまらないピンチだ。




谷口「でね、さっきの話ですけど」

河口「岩佐さんに任せてるって事でしょ？」

谷口「そう！　岩佐さんとしての解かい釈しやくを聞いたうえでオーケーを出したんだから、意思を尊重したいんですよ。私が巻末に出張るってのは……」

河口「またぁ、いい人を気取ろうと思って」

谷口「あのねえ……」

河口「わかってるって、ンな事はわかってんの。ＴＶ版よりスザクにスポット当てたいっていうコンセプトをお互たがい了りよう解かいしたじゃない」

谷口「そうですよ。スザクって、自分の行動の結果を受け止めて自分を規定するはめになった人間なんだから大変でしょ？　声優の櫻井君だって殺気の出し入れに気を使っているじゃないですか」

河口「ま、スザクベースだと、『反はん攻こうのスザク』もあるしね」

谷口「ええ。あっちもヨミノさんなりの解釈でやってもらってますし、だから余計な顔出ししてないですよね。岩佐さんの解釈も、それはそれでアリって承知しているんだから、こっちは信頼して構えていれば……」




　ここで追加オーダーがきた。

　どうもよくない。会話のテンポがくずれる。だいたい男同士でバー。長時間。

　ぬけている、呆ほうけている、堕だ落らくしている。いや、堕落はしていないか……




河口「あのさあ、お前の役職って何？」

谷口「演出ですよ」

河口「この作品では、って事を聞いてんの」

谷口「監督ですが？」

河口「そう！　そしてこっちはプロデューサー！　立場の違ちがいによって考えも変わるの。そういうガジェット、よく作品で入れるくせに。ああ、マンハッタン計画のあれじゃなくってね」

谷口「いや、ネタはいいから。誰だれも求めてませんし」

河口「ま、ともかく書くしかないって。こっちが決めたの、そっちに拒きよ否ひ権けんはないの。一巻は福山君に発注しちゃったし」




　きったねぇ！

　ルルーシュを先に落としてから、話持ってきたのかよ、この人。




谷口「外そと堀ぼり……埋うめましたね」

河口「うん」

谷口「わかりました、いいですよ。でも……」

河口「ん？」

谷口「今あった会話を、そのまま書きますね。あなたがどういう人かって、みんなにも知ってもらいましょう」

河口「おい、それはないだろ？　こっちだってプロデューサーとしてのオモテの顔が」




　ここでスタジオから着信。

　大河内が私に相談したいことがあるらしい。良いぞぉ、良いタイミングだ。良い感じだよ。

　素す敵てきな男、大河内一楼。おおこうち・いちろう。何故なぜか仮か名なに開いてみたくなる。『谷口・河口』よりは『悟朗・一楼』のほうが、まだ、ましだ。いかん、ちょっと酔よってきた。




谷口「終電もありますから、私はここで」

河口「いや、待てよ」

谷口「仮面はね、剝はがされるかもしれない危険と背中合わせなんですよ。それが実像か虚きよ飾しよくかは別として。岩佐さんの小説も、そこは根底に敷しくはずですしね」

河口「なに、まとめに入ってんだよ、コラッ！」

谷口「それじゃっ！」

湯川「あれ？　監督、帰るの？　折角、来たのに」




　バンダイビジュアルの湯川プロデューサーがやってきた。なんて間の悪い男だ。この玉たま城きめ、俺おれ的オレンジ決定、と心の中でそっとつぶやいてみる。キャラが間違っている。ああ、わかっている。つまり、私は混乱している。




　外は本降り。帰りは河口さんに送ってもらう事にしよう。

















カバーイラスト／木村貴宏

仕上げ／岩沢れい子

口絵イラスト／千羽由利子・木村貴宏

仕上げ／熊谷妙子・岩沢れい子

モノクロイラスト／toi8

カバー・口絵デザイン／design CREST

本文デザイン／廣重雅也（CRESPI）












コードギアス　反はん逆ぎやくのルルーシュ




ＳＴＡＧＥステージ－１ワン－ ＳＨＡＤＯＷシヤドウ








ストーリー原案／大おお河こ内うち一いち楼ろう・谷たに口ぐち悟ご朗ろう

著／岩いわ佐さまもる





[image: ]





平成26年3月1日　発行






(C) Mamoru IWASA 2007

(C) SUNRISE／PROJECT GEASS　Character Design (C) 2006 CLAMP・ST





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『コードギアス　反逆のルルーシュ　ＳＴＡＧＥ－１－ ＳＨＡＤＯＷ』

平成19年7月1日初版発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078 東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8694（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/cover.jpg
A—BFF¥7R
REBDIV=—/1 s ioam—i a0iE0

STAGE-1- SHADOW BEFEbd =
. i






item/image/kuchie-0001.jpg
. ¥
%
I 4 o "
Pal s ) A
Lelouch of A :
the Rebellion f D) IL-/J_

STAGE-1- SHADOW





item/image/kuchie-0003.jpg





item/image/kuchie-0002.jpg
[ETE3MEIHEFOT,
NEBILT HET VAT HFEOREEZRET S,






item/image/p006-007.jpg
C

CODE CEYee 1cjoficy Of (PG K6pepou

€0
ROFLEDU—5—, #IC
RECEZEL. ROBTHE
DHEBICT SFEBZREEL

Ay vadyhIzibh
2o
SRIEEAN. BAREHA
ALY, AERNERDED
BIEI—2/Ov ks

F4=MUbk- U=}

ROFLTHEICARLIETUS
Z7 Ao BIFRICHUL. RS
Ao

BIEHED

POCRSROBEFDT >~
=2, BPHIEABDAL
ZEEHD. TEER.

1-7137-Y- Y57
#EDUS = FRESCEL,
168655, TU71 108
BEEBDS, BH1T 1o

Iyl - FUH=F
RIS EF /RIS
ZT7HEFIBRET. LI
—220DR.

JIVI7 - dyMULS
JUS_7EmMR. o094
AHRIBABEEHDID
DD, # U IEHTEEIC,

WEDU Y PHEEFELEY,
171 Dfific 20T 4 ADFE
% ITUT71 1 DEREEHDD.

TV Z P ERRREEE
MEBF—I7AX—5—, O
A BADRESIFHER(?)o

O4R-72TILY R
JUS = PRRRIRERES
WEET, SYR0Y M
KDBEFHATODLEL

UOI[2g9Y 203 JO oo SSVAHD HJOD !





item/image/p039.jpg
CODE GEASS

Lelouch of
the Rebellion






item/image/p115.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p004-005.jpg
A C O
D

CODE CEVe¢e I'6[0fICH Of {6 K6PE[Iou

7va7#*—NEE

ASHFORD Academy

Yy—U—-TIRV b

Y
A
U5z )L AILTFEVR

IS - TFyvaTs—R
T w173 — RPEES:
DR, JUIL— 2 PRYFIH
B DERRDRREHBDD.

K

W=y1+54 - FY5=7
BEIUS=PREDS] 12
Fo BACREENEST.
WS NI EERD,

BARGDER. BAY > TD
BFo Ub— 2 EB48IRy.
REGTUY T EFR.

C.C.
L= 2 ERREE, B
[CHP RIS TAL.
ZOIAEFRICEFN TS,

O[99y 213 JO gonooT SSVAO HAOD





item/image/p025.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		Interval



		STAGE-1:1-MASK



		STAGE-1:2-SHADE



		STAGE-1-》》-2-



		あとがき



		解説　谷口吾朗



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p065.jpg





item/image/p011.jpg
CODE GEASS

Lelouch of
the Rebellion






item/image/p253.jpg
CODE GEASS

Lelouch of
the Rebellion






item/image/logo-sneaker.png





item/image/p003.jpg
CODE GEASS

Lelouch of
the Rebellion @

CONTENTS






item/image/p201.jpg





item/image/p045.jpg





item/image/p243.jpg





item/image/p008-009.jpg
CODE CEVee I'6]0fICP OF {P6 K6PE[[Ioy

A n = /
EHRT A NATT—Ls, \V/
JUS= FERRIREmER g
HTBBER, BR/EERBETED' S, )
EREHIERT S, /40 A o
v NHRAR T,
i 7
\L \

éf &
2@
1

/

&}
O
Zs0:

2%
\ EAWF A FXT. BOH
|

'S

\ éﬁ@jUQ’Z(Cﬁ?ﬁgf
) DD, ) A Oy NS4

. = ‘ri\ ﬁnuylu .

J0—A5— d—xU7H
JTUS_FEDEHHETHHIO—R5—
DI—RUFPERETIL.

O HAOD

HON[2QIY I JO YONO[YT





item/image/p125.jpg
CODE GEASS

Lelouch of
the Rebellion

A D SHAD






